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「──時は来たのかもしれない」

　音のない部へ屋やの中。

　その静せい寂じやくの空間を見回しながら、鷹たか匠じよう光ひか琉るは小さくつぶやいた。

　眼がん前ぜんにあるテーブルの上には何枚も積つみ重ねられた書類のような紙の束たば。

　太字の楷かい書しよで『統とう括かつ生徒会長』と書かれたネームプレートの横に乗せられたそれらの紙には、それぞれの顔写真とともに事細やかなプロフィールが記き載さいされている。

「変えるべき──変えなければならない現実に直面して改かい革かくに着ちやく手しゆしてから早はや六年……ようやくここまで来ることができた……。この姫ひめ乃の宮みやを変えるべき『黄おう金ごんの薔ば薇ら計画』と、それを受け継つぐに相応ふさわしい後こう継けい者しやが現れるのを……」

　そう口にしながらその内の一つを手に取る。

　そこにあったのはプロフィールの横に添そえられた一枚の写真。

　カラー写真であるのにも関わらずそれはセピア色の光を放ち、あたかも戦前の白黒写真であるかのような地味な雰ふん囲い気きを醸かもし出していて……

「入学試験、入学式、そして『プリンセス・ダンス・コンベンション』の時に感じた可か能のう性せい……あれは決して思い違ちがいやその場限りの偶ぐう然ぜんの産物ではなく、確かに未来を感じさせるもの……。そして──」

　そこで一度言こと葉ばを止めて別の書類に目をやる。

　その先に写っていたのは、それまでのセピア色のものとはまた別の写真。

　少しだけ苦く笑しようしたようにそれを眺ながめると口くち元もとを緩ゆるめて視し線せんを戻す。

　そして真しん剣けんな表情に戻ると。

「あとはこの子たちがどれだけ期き待たい通りに成長してくれるか……その可か否ひにかかっているわね。今はまだ未み熟じゆくで足たりない部分も多いけれど、輝かがやける姫ひめ星ぼしになるべく無限の可能性を秘ひめたこの子たちが……」

　何かを見み据すえるような言葉。

　その響ひびきは真しん摯しで重みがあり……

「これはその行こう為い自体傍はたから見て小さな一歩かもしれない……だけど、姫乃宮にとってはきっと大きな、歴史的な一歩……」

　そう言って顔を上げると。

「──さあ、始めましょうか。まずは皆で食事を楽しむべき場所に巣すくう悪あしき慣かん例れい……それを、打だ破はするところから着手します」

　持っていた資料を机つくえの上に置き直して。

「──願わくば、この決断が姫ひめ乃の宮みやにとって佳よきことになるよう」

　何かに宣せん言げんするかのように、静かにそう声を響ひびかせたのだった。







　　　１




　私し立りつ姫乃宮女学院は、今日もいつも通りお嬢じよう様さまたちの花はな園ぞのだった。

　六月に入って少しずつ蒸むし暑い日も多くなってきたある日の昼休み。

　俺は近所の商工会から粗そ品しなでもらった宣せん伝でん入りのハンドタオルで軽く汗あせをぬぐいながら、その色しき彩さい溢あふれる花園を歩いていた。

　辺りを見回せば視し界かいに入ってくるのはそこかしこに咲さき誇ほこる血けつ統とう書しよ付きの純じゆん粋すい培ばい養よう御ご令れい嬢じようという名の可か憐れんな花々（定価四百万円の富ふう貴き蘭らんとか五十万円の胡こ蝶ちよう蘭らんとか）たち。

　制服越しにもビンビンと肌はだに伝わってくる上流階級感満まん載さいで、その深しん窓そうな雰ふん囲い気きは俗ぞく世せ間けんとはエレガントとエレファントくらいにかけ離れたものである。

「うーむ、相変わらず別世界だ……」

　思わずそんな言こと葉ばが口をつく。

　ひょんなことから日和ひよりが部長を務つとめることとなった菜さい園えん部ぶの特別門もん外がい顧こ問もんとしてこの姫乃宮女学院に通うようになっておよそ一ヶ月。

　昼休みと放課後に活動のためにここまでやって来ることはすっかり習しゆう慣かんになったが……いまだにこのお嬢様学校のセレブ極きわまった独どく特とくな雰囲気には慣なれないんだよな。

　地図なしで歩けば五分で迷まい子ごになるほどの広大な敷しき地ち。

　生まれも育ちも超ちよう一いち流りゆうなお嬢様たちと、そこで繰くり広げられるハイクラスでブルジョワジーなやり取り。

　その全てが生まれも育ちも骨ほねの髄ずいまで超一流の一いつ般ぱん庶しよ民みんな俺にはメガカルチャーショック以外の何でもない。

「……」

　おまけに女学院だということは、当たり前だが生徒やら教師やらの関係者やらもそのほとんどが女子だけということである。

　道を歩けば遭そう遇ぐうするのは女子女子女子女子雌めす犬いぬ女子女子元もと女子（三十年前は）女子女子女子女子みたいな感じ。

　その中で性せい別べつ的てきに異い分ぶん子し（♂）であり加えて資本主義的にも階かい層そう外がい（貧びん乏ぼう）である俺に向けられる視線というのは当然のごとく不ふ審しん者しやに対するものであって……

「ね、ねえ、どうして殿との方がたがここにいらっしゃるのでしょうか……？」

「わ、分かりません……それもあんなに貧ひん相そうで人にん相そうの悪い……」

「だ、脱だつ獄ごく囚しゆうとかテロリストとか露ろ出しゆつ狂きようとかでは……。ど、どなたか警けい備びの方に連絡をした方が……」

「こ、怖い……」

「…………」

　……泣いてない、泣いてなんかいないよ？

　別に俺の見た目がほとんど顔面凶きよう器きで春になるとよく通学路とかに出しゆつ没ぼつする変へん質しつ者しやのレベルであっても、それは世界のエネルギー問題とかから見れば小さなもののはずだ。

　それにこの成なり金きんども──ゴ、ゴホン、もとい頭の中が少しばかりお花畑なお嬢じよう様さまたちも、別に悪わる気ぎがあって言ってるんじゃないだろうし（たぶん）……

「い、いったいどんな育ちをすればあんな風ふう体ていになるのでしょう……。スラム街がいで幼よう年ねん期きをお過すごしなられたとか……」

「あの顔立ち……明らかに粗そ相そうをしてらっしゃいますわ……」

「お、恐ろしい……」

「でもあの方……どこかで見たことがありません？」

　……おや？

　なんか今、よく耳を澄すましてみれば一連の蔑さげすみ会話の中にディス以外の声が混じってたような気がするんだが……

「どこかのパーティーにいらしていたような気がするというか……あ、アレですわ！　先日の『プリンセス・ダンス・コンベンション』で素晴らしい活躍をされていた『佳良の紫金蒲公英姫リトル・ゴールド』である小こ春はる原ばらさんとごいっしょに参加されていた……」

「え、本当ですの？」

「間ま違ちがいありません。わたくし、近くで見ておりましたもの！」

「あの上かみ半はん期きでは最大のパーティーの……」

「そう言われてみればどことなく立ち振ふる舞まいにも気き品ひんが感じられるような……」

「ええ、素敵ですわね！」

「……！」

　今までにない肯こう定てい的てきなリアクションに感動したね！

　やっぱり見る人が見ればその人間の真しん価かが分かるってことか。うんうん、俺は信じてたよ、ここのお嬢様たちは本当は人を見る目がある本物の御ご令れい嬢じよう様さまたちだって。

　さらに耳を澄ましていると。

「あの時の小春原さんのダンス、素晴らしかったですわ！　直ひた向むきで、だれかに向けられた一途ずな想おもいに溢あふれていて……」

「さすがは光ひか琉るお姉様から直じき々じきに賞しよう賛さんのお言こと葉ばをいただくだけのことはありますわね」

「一年生でまだ四人しかいない二つ名の持ち主に選ばれただけのことはあるといいますか……」

「……」

　聞こえてきたのはそんな日和ひよりへの賞しよう賛さんの言こと葉ば。

　うーむ、どうもこれには先日の『プリンセス・ダンス・コンベンション』での日和さんの活かつ躍やくが影えい響きようしてるらしいな。

　およそ一ヶ月前に行われた社交ダンスの祭さい典てん。

　そこで日和は対立していた雀すずめヶが原はらの変へん態たいお嬢じよう様さまを凌りよう駕がする見事なパフォーマンスを見せた。パーティーダンスを見事に踊おどりきって、さらには『佳良の紫金蒲公英姫リトル・ゴールド』なんていう仰ぎよう々ぎようしい二つ名まで頂ちよう戴だいしていた。あれが思いの外に功こうを奏そうしてたってことか……

　まさにこれまでとは一八〇度反対な評価。

　とはいえ当たり前だが悪い気はしない。

　あの地味で地味で地味でセピア色の神に（強制的に）託たく宣せんの巫み女こにでも選ばれてるんじゃないかっていうくらい薄はつ幸こうだった日和さんが認められるのは何よりも嬉うれしいし、そのおこぼれで俺もディスられることがなくなるってんなら言うことはないってもんだ。

　しかし日和さんもずいぶんレベルアップしたもんだね。

　入学試験時の頭に卵たまごのカラが付いたカ●メロっぷりから見れば考えられない成長である。ハンバーガーに置き換えてみればノーマルハンバーガーが照てり焼きチキンバーガーになったようなもんか。お友達の数も魚類（桐きり乃のちゃん、あやせちゃん）や鳥類（タッキー）以外に少しずつだが増えていってるし……うーむ、もしかしたらこのまま姫ひめ乃の宮みやでのお嬢様ライフも順じゆん風ぷう満まん帆ぱんにいくかもな……などという淡あわい期き待たいをそこはかとなく思い描えがきながら歩ほを進めていると。

「──ん？」

　ビービービー！

　と、ふと着けていた腕わん章しようからそんな蜂はちみたいな音が出ていることに気付いた。

　特別顧こ問もんに就しゆう任にんした時に菜さい園えんのおばちゃんからもらった入場許きよ可か証しよう。

　その音声発信部のところから警けい告こく音おんが親の敵かたきのように響ひびきまくっている。


『警告します。あなたは当とう該がいＩＤにより許可されたエリアから外はずれています。一分以内に速すみやかにこの場から退たい去きよしてください。警告に従わない場合には、実力をもってこれを排はい除じよさせていただきます。繰り返します、あなたは──』



「……」

　いつかのバトルロ●イヤルライクな首輪の代わりに、これがＩＤやら通行許可証やらの役割を果はたしていたりするんだよ。

　これが鳴っているということは、どこか重要施設にでも踏ふみ込んじまったのか。

　男が足を踏み入れればそれが通り魔まから逃げるために緊きん急きゆう避ひ難なんで逃げてきたっていう理由でも警備が飛んでくる姫乃宮の中にも、立場上は特別顧問ということでそこそこ入れる場所は増えてきたんだが、それも全部というわけじゃない。

　当然のごとく行けない場所の方が圧あつ倒とう的てきに多いし、前にも一度間ま違ちがって生徒会主しゆ催さいのスイーツ会のようなものに迷まよいこんじまって三十人からの警けい備び員いん（マシンガンやらロケットランチャーやら装備）に囲まれてホールドアップされたことがある。

　またそれと同じようなミスをやらかしたのか……と頭の痛いたい気分で辺りを見回してみるとそこにあったのは。




　きゃっきゃっ♪




「…………」

　お茶会のような、和なごやかな風景だった。

　見た目はごく普通のサロンのような建物。

　壁かべにツタが絡からみついた西せい洋よう風ふうのこじゃれた造りで、中庭に置かれたテーブルには紅茶とスコーンが並び、それを囲んでお嬢じよう様さまたちが楽しげに笑えみを浮かべ合っている。

「……」

　……いや、これが重要施設なのか？

　どう見てもただのお嬢様たちの社しや交こう場ばにしか見えんのだが……

　平和なことこの上ない目の前の光景と腕うで元もとから響ひびく警けい告こく音おんとのギャップに訝いぶかしんでいると、腕わん章しようはさらに不ふ穏おん当とうな警告音声を発し始めた。


『警告します。あなたは当とう該がいＩＤにより許きよ可かされたエリアから外はずれています。一分以内に速すみやかにこの場から退たい去きよしてください。警告に従わない場合には、実力をもってこれを排はい除じよさせていただきます。具ぐ体たい的てきにはT●itterにあなたの失言を捏ねつ造ぞうした挙あげ句くにリツイートを繰り返し社会的に抹まつ殺さつさせていただきますのであしからず……。繰り返します。あなたは──』



「……」

　物ぶつ騒そう極きわまりない脅きよう迫はく音おん声せい。

　まあ相変わらず追い込みのかけ方がこの上なく具ぐ体たい的てき世せ俗ぞく的てきなのはさておき。

　いやホントにここは何なんだろうね。前のスイーツ会にしてもここまで強きよう硬こうな警告が出ることはなかった。一体この一いつ見けんただのお茶会場に見える建物は何なんだ？　公共施設に偽ぎ装そうされた軍事工場とかか？

　目の前の洋館を見上げて眉まゆをひそめていると。




「──ここはね、象しよう徴ちようなんだ」




「え？」

　ふいに後ろから声をかけられた。

　真夏の風ふう鈴りんのように凛りんとした、だけどその反面どこか頼たよりなさもともなった不ふ思し議ぎな声。

　振り返ってみると……そこにいたのは一人のお嬢じよう様さまだった。

　身長は百五十センチちょっとくらい。

　細ほそ身みで小こ柄がらで、髪かみは肩の少し上ほどの長さ。そのせいか全体的な雰ふん囲い気きは中ちゆう性せい的てきでどこか少年のようにも見える。

「……」

　とりあえず……初めて見る顔だよな？

　近所のスーパーの特売日がいつだったかって以外の俺の記き憶おくが確かならば覚えはない。

　首を捻ひねる俺に。

「姫ひめ乃の宮みやの中でも特にいびつに凝こり固まった、保ほ守しゆと旧きゆう体たい制せいの権けん威いの具ぐ現げん化かである支配的な派は閥ばつ主義の象しよう徴ちよう……。守しゆ旧きゆう派はの歪ゆがみきった偽いつわりの牙が城じようにして堅けん牢ろうなる鷲わし津づの砦とりで……」

「……？」

　うーん、一体何を言ってるんだろうね？

　ゲームか小説の話か？

　内容があまりにも抽ちゆう象しよう的てきすぎてよく分からんというか。そういえばそもそも姫乃宮ここのお嬢様は見た目は一いつ見けん普通に思えて意外にエキセントリックなのが多いからな。具体的には日本文化を致ち命めい的てきに勘かん違ちがいしてる帰き国こく子し女じよ〝おホモだち〟お嬢様とか、壁かべに向かってぶつぶつと話しかける〝第三の眼め〟お嬢様とか、基本的に壁か人の後ろに隠かくれるコミュニケーション難なん航こうお嬢様とか、崇すう拝はいする相手の行動をどこまでも追つい跡せきする〝ストーカー〟お嬢様とか……。……いや、冷静に考えてみて全員が菜さい園えん部ぶ関係者ってところがアレだが。

　まあそれはともあれ目の前の中性的お嬢様の意味深しんな言こと葉ばに何と答えていいか分からずに再度首を捻っていると。

「──それで、貴男あなたはだれなんだ？」

「え？」

　ふいにそんな問といかけが向けられた。

「見たところ男子のようだが、ここは周しゆう知ちの通り女子校だ。男子は限られた例外以外は雄おす犬いぬでさえ散歩することすらできないはずだが？」

　まあそりゃあ至し極ごくまっとうな疑問ですよね。

「あー、いや、実はその例外なんだよ。何というか、菜園部の関係者で……」

「菜園部？」

「その、この間新しくできた……」

「新しく……ああ、あれか」

　腕うでを組み直しながら何かに納なつ得とくしたようにその肩までの髪を揺らす。

　なんか微び妙みような反はん応のう。

　うーむ、薄うす々うす気付いちゃいたことだがどうも菜さい園えん部ぶの名前は色々と有名みたいだな。良い意味でも悪い意味でも。それも分かるっちゃ分かるんだが……

「なるほど、それなら貴男あなたがここにいることにもいちおう合が点てんがいく。だがここはサロンとプライベートスペースとが集まっている区く域いきだぞ？　確か菜園部はバードハウスの近くにある耕こう作さく地ちで活動していると聞いているが」

「よく知ってるな。そうなんだが、ちょっと迷まよったというか……」

「ふむ、迷まい子ごというわけか。まあ確かに姫乃宮ここは馬ば鹿かみたいに広い。ある程度慣なれていなくては仕し方かたがないか……」

　口くち元もとに手を当てながらそうつぶやく。

　何だか全体的に摑つかみ所のない感じのお嬢じよう様さまだった。

　喋しやべり方はどちらかといえば男っぽいがその気き遣づかいの仕方なんかは間ま違ちがいなく女子のそれ。

　どこかアンバランスというか……

「ともあれ耕作地ならあっちだ。その道を真まっ直すぐに行ってその先の礼れい拝はい堂どうを迂う回かいすればすぐに辿たどり着く」

「そうなのか？」

「ああ、よければ案内するが？」

　ただ少なくとも悪い子じゃなさそうだ。

　口く調ちようは今言ったようにどこか硬かたいというか江え戸ど時じ代だいの武ぶ士しみたいだが実にしっかりとしているし、言っている内容も至し極ごくまっとうなものだ。……少なくとも、うちの『菜園部』の部員よりは。

「いや、大だい丈じよう夫ぶだ。昨日きのう今日に初めて来たわけじゃないから、方向さえ分かれば何とかなる」

「そうか。それならば無理にとは言わないが」

「ああ、色々ありがとな。道を教えてくれてサンキュ。じゃあな」

「うん、さらばだ」

　そう言ってその場から立ち去さろうとして。




「……『大おお江え山やまいく野の道の遠ければ　まだふみもみず天あまの橋はし立だて』……」




　背はい後ごでそうぽつりとつぶやくのが聞こえた。

　何かの歌のように節ふしをつけた発声。

　確か今のは……

　足を止めて振り返ると。

「──ん、聞こえたのか？　すまないな、ちょっとした趣しゆ味みというか余よ興きようみたいなものだ。聞き流してくれ」

「ああ、いや。それより今のってあれだよな？　和わ歌かの……」

「……っ！　分かるのか!?」

「え？　あ、ああ、いちおう……」

　その言こと葉ばに中ちゆう性せい的てきお嬢じよう様さまは。

「そ、そうか！　今のは気に入っている一いつ首しゆなんだ！　すごいだろう、この歌は！　和歌としての完成度は当然として、こんなに短い成せい句くの中に二つも掛かけ詞ことばを潜ひそませる巧たくみさ……！　さらにこれを答えた時の状じよう況きようがまたすごいんだ！　知っているか？　小こ式しき部ぶ内ない待しが藤ふじ原わらの定さだ頼よりに意地の悪い質問をされた時に実に当とう意い即そく妙みようにこの歌を詠よんでだな……」

「……」

　それまでの落ち着きっぷりがウソのようにぐいぐいと迫せまってくる。

　うーむ、主人に「待まて」をされている時に偶ぐう然ぜん視し界かいの中にお気に入りのオモチャを見つけた普段は人間（犬？）のできているワンコみたいだ。

　隠かくそうとして興こう奮ふんを隠し切れていないというか。

[image: ]

　と、そこで中性的お嬢様ははっとしたような表情になって。

「……す、すまない。調ちよう子しに乗りすぎた……。こうやって和歌に興きよう味みを示してくれる者は多くないので、つい……」

「あー、いや」

　別に謝あやまられるようなことじゃないというか。

　何かに夢む中ちゆうになれるのはいいことだと思うし、それにこういった和わ歌かとか俳はい句くとかには日和ひよりさんが連れてくるシルバー友達のじいちゃんばあちゃんたちの影えい響きようで時々触ふれていたので、割わりと好すきだったりもするんだよ。

「そ、そうか……ならよかった……」

　その言こと葉ばにお嬢じよう様さまはほっと胸をなで下ろす。

　何かあまりよくない思い出でもあるのかね。

「それじゃあ俺はそろそろ行くな。菜さい園えん部ぶのみんなが待まってると思うから」

「ん、あ、ああ」

「色々助かった。道を教えてくれてサンキュ」

「う、うん。引き留めてしまって悪かった。さらばだ」

「ん──じゃあな」

　どこか物言いたげな顔のお嬢様に軽く手を振って。

　俺はその場から立ち去さった。

「…………」

　うーん、なんか不ふ思し議ぎな雰ふん囲い気きのお嬢様だったな。

　落ち着いているように見えて意外に情熱（？）的。武ぶ士しみたいな喋しやべり方で和歌好き。普通のお嬢様とはちょっと違ちがう感じというか……

「…………」

　……ホントに色々なお嬢様がいるもんだな。

　一ひと口くちにお嬢様といってもどこまでも千せん差さ万ばん別べつというか。

　そう改あらためて確認して、菜園部のある耕こう作さく地ちへと向かったのだった。







　　　２




「あ、ゆ、ゆーおにーちゃん、い、いらっしゃい、です……」

　菜園部に到着した俺を迎むかえてくれたのは、日和さんのそんなほのぼのとした声だった。

　ぽてぽてと地味にこっちに向かって駆かけ寄ってくると本当に嬉うれしそうな顔で。

「ま、待ってましたです……♪　ほ、ほんとはおにーちゃんの学校にまで迎えにいきたいんですけれどなかなか行けなくて……。あ、お、お茶飲みますか？」

「お、いいのか？」

「はいっ。今日はとってもおいしい抹まつ茶ちやがあって……。あ、そ、それとお茶請うけに梅うめ干ぼしもあるんです。すぐに用意しますです」

　こくこくとうなずき返しながら唐から草くさ模も様ようの風ふ呂ろ敷しきを広げて、使い込まれた魔ま法ほう瓶びんに入った抹まつ茶ちやとタッパに詰つめられた梅うめ干ぼし（自じ家か製せい、塩えん分ぶん濃のう度ど10パーセント）を取り出してくる。

　相変わらずのシルバーラインナップ。

　そしてやっぱりどこまでも地味。

「……」

　うーん、お嬢じよう様さまとしてのライフスタイルにも少しずつ慣なれてきて、『佳良の紫金蒲公英姫リトル・ゴールド』なんて呼び名で呼ばれるようになっても、やっぱり日和ひよりさんは日和さんだね。なんかホッとするというか。

　変わらない地味っこの地味地味アクションにほっこりとした気分になっていると。

「あ、こんにちは、おにいさん♪」

「本日も絶ぜつ倫りんそうで何よりです～♪」

「ごきげんようですわ」

「……こ、こんにちは……」

「あら、懲こりずに今日も来たのね。ご苦労様」

　声をかけてきたのは菜さい園えん部ぶ員いんのお嬢様たち。

　鹿ろく王おう院いん唯ゆい香か、高たか千ち穂ほ日向ひなた、久く我が山やま皐さ月つき、星ほし森もりましろ、雀すずめヶが原はら美み咲さきの五人である。

「よう、みんな。ちゃんと元気にやってるか？」

「うん、ぜっこ～ちょ～だよ♪」

「精せい気きはつらつです～♪」

「我が〝生命刈り取る漆黒鎌デスサイズ〟（草くさ刈かり鎌かまの名前らしい……）がそのチカラを存分にふるっていますわ」

「……す、すこやかいちばん、です……」

「小こ春はる原ばらさんの小春原さんによる小春原さんのための菜園部活動はとても順調よ」

　五人五色な声が返ってくる。

　それぞれが色んな意味で個性の強い面子めんつだが、だれも根本的なところで根ねはいい子であることには間ま違ちがいない。

　ちなみにこの五人と日和さんに顧こ問もんである用よう務む員いん（？）のおばちゃんを加くわえたのが菜園部の関係者全員になる。

　いちおう名めい義ぎ上じようの顧問はこの用務員のおばちゃんになるんだが、なんか色々忙いそがしいらしくあまり頻ひん繁ぱんには顔を出せないってことで、臨りん時じ顧問の俺が実質的には毎日の活動には立ち会ってるんだよな。

　そんなことを考えながら受け取った抹茶を飲み干ほして。

「──ん、抹茶うまかった、サンキュな」

「あ、はい。おそまつさま、です」

　ぺこりと地味に頭を下げながら日和ひよりが嬉うれしそうにカップを受け取る。

　そんな日和に。

「──で、それで今日は何をしてたんだ？　いつも通りに野菜の世話とかか？」

「あ、いえ……。えと、今日は土作りと畝うね立たてをしてました。新しい畑をもう少し作ろうと思って……」

「土？　畝……？」

「はい。えっと、土作りは野菜作りをする上でとっても大切なんです。ぬか漬づけ作りにおけるぬか床どこみたいなもので……」

「ほうほう」

「ここの地面はずいぶん長いあいだ使われていなかったみたいなんですけど、調べてみたら土質はもともと弱じやく酸さん性せいに近くて菜さい園えんに向いているみたいで……。だからもう少し作る野菜のれぱ～とり～を増やすためにも増畑しようと……」

　手をきゅっと握にぎりながら一いつ生しよう懸けん命めいに説明する日和さん。

　その説明はなかなか堂どうに入ったもので……うむ、だいぶ菜園部の部長らしくなってきたんじゃないかね。

　もともとこういった農作業の経験自体は近所のじいちゃんばあちゃん（ゲートボール友達略りやくしてゲボ友）の手伝いでいくらかあったし、根ねがこの上なく素直で真ま面じ目めなこととも相あいまって進歩っぷりは見るものがあるというか。それにジャージにほっかむりという農作業姿すがたが怖いくらいに似に合あってるな。さすがこういった地味な作業との相あい性しようはバツグンすぎる……

　そんなことを思いつつ日和の頭にぽんと手を置いて。

「じゃあ今日はそれを進めていかんとな。俺にも何か手伝えることはあるか？」

「あ、は、はいです。だったら土を耕たがやす作業をお手伝いしてもらえると……」

「ああ、任まかせとけ」

　農作業についてはそこまで詳くわしくはないが力仕事ならお手のもんだ。

「お願いします。あ、おにーちゃん、もしよければわんぽいんとめもがあるから、参考にしてもらえればと……」

「メモ？」

「は、はい。部長として、調べておかなければと思ってつくってみたものが……。こ、これなんですが……」

「そんなもんもあるのか……」

　少しばかり驚おどろきを感じながら紙かみ束たばのようなものを受け取る。

　駅えき前まえのディスカウントショップで売られている一枚二円（単たん価か）のコピー用紙で作成された日和さんメモには、地味な丸まる文も字じとともにこう書かれていた。








『土作りの手順』







　一、よく耕たがやす：まず畑にする地面の除じよ草そう、ごみ取りをして、土をきれいにします。地面は畑のどだいとなるものなので、ここをてっていすることが大切です。えと、ぽいんととしては雑ざつ草そうはきちんと根までぬいてもらえると……



　↓


　二、酸さん度どを調整する：野や菜さい作りには弱じやく酸さん性せい（ぺーはー[image: ろくてんぜろ]～[image: ろくてんご]が目め安やす）がいいとされているそうです。畝うね一本あたりに石せき灰はい[image: ひゃく]～[image: ひゃくごじゅう]グラムを目安にまいて、ちょうどいいぺーはーになるように調整していきましょう。



　↓


　三、肥ひ料りようを入れる：酸度を調整した一～二週間後に、畝一本につき堆たい肥ひを約二キロ、元もと肥ごえ約[image: ひゃく]グラムをめやすにほどこして、まぜあわせます。



　↓


　四、もう一度よく耕す：土と苦土石灰、堆肥と元肥がよくまざりあうように、クワを使って三十センチくらいの深さまでもう一回よく耕します。耕したあとには、レーキを使って土の表面を均きん等とうにならします。これで土は完成です。おつかれさまでした。










『畝立ての手順』







　畝とは種まきや植え付けをやりやすくするために土を作ったあとにその土を長方形に盛り上げたものです。畝には平畝と高畝、鞍くら付きの三つがありますので、ここではそれの作り方を書いていきます。







　一、平畝：土作りがおわりましたら、畝うね幅はばの目安にひもを張って、その両さいどからもりもりと土を盛り上げていきます。それが終わったら表面をレーキでならして完成です。







　二、高畝：平畝と同じように畝幅の目安にひもを張ります。続いて土を両さいどから二十～三十センチに盛り上げて、表面をレーキでならして完成です。高畝の名前通り、少し高めに作るといいかもしれませんです。







　三、鞍付き：直径と深さが三十センチほどの穴あなを掘ほります。その穴に必ひつ要ような元肥をほどこしたのちに、埋め戻します。その上から土をかけて直径四十センチ、高さ二十センチほどに円形に土を盛り上げます。頂ちよう上じようの表面を手で叩たたいて平らにすれば完成です。このときできるだけ叩く手に愛情を込めるとなおいいかもしれません。












「……」

　ふむ、よくまとめられてるんじゃないのか、これ。

　やるべきことがうまい具ぐ合あいに順序立てられてるし分かりやすい。書き文字まで日和ひよりさん口く調ちようなのと全体的に造りがこの上なく地味度マックスなのは……まあご愛あい敬きようってやつだろう。

　日和さんメモのその出で来き映ばえに感心していると隣となりの唯ゆい香かが。

「日和ちゃんはね、とってもがんばりやさんなんだよ。毎日すっごく一いつ生しよう懸けん命めいで～♪」

「ゆ、唯香ちゃん……！」

「朝あさ練れんとかに来るのもいっつも一番初めだし放課後はどんな時でも最後まで残ってるし～。この〝ぴよめも〟だってほんとに分かりやすくて上じよう手ずにできてるんですよ～。普段の姫ひめ乃の宮みやの日常だったら絶対に知れなかっただろうことが満まん載さいで～。それもこれも、がんばってくれてる〝おにーちゃん〟の気持ちに少しでも応こたえるためなんだって～♪」

「そ、それは、その、あの……っ……！」

「ふふ、も～、謙けん虚きよだな～♪　ほらほら～、ほんとのことなんだからちゃんとおにいさんにも分かってもらわないと♪」

「そうです～。ここは全すべてをつつみ隠かくさずにぺろんと露ろ出しゆつするところですよ～♪」

「まあ、わたくしの次くらいには〝世界の敵てき〟と互ご角かくに渡り合っていると思いますわ」

「……ひ、日和ちゃん……す、すごくがんばって、ます……」

「小こ春はる原ばらさんが素晴らしいのはもはや口に出すまでもありません」

　日向ひなたたちも口を揃そろえてそう言ってくる。

「へえ……」

　それを聞いて何だか嬉うれしくなった。

　いや日和さんががんばってることは分かってたが、そのがんばりがちゃんと唯香たち他のお嬢じよう様さまにも伝つたわってることが改あらためて分かったというか……

「う、うう～……」

　当とうの日和はそれを受けて恥はずかしそうにちらちらとこっちを見ながら指回し運動をしてたけどな。

　ともあれ、日和さんは本当によくやっている。

　お嬢様生活にも懸命に付いていこうとしてるしさっきも言った通り部長としての職しよく務むも少しずつ板に付いてきている。

　だったら俺も少しはそれに応えんとな。

　近くにあった土のようなものの塊かたまりに足を乗せて気合いを入れて。

「じゃあ早さつ速そくやるか！　タイムイズマネーだ！」

「は、はいっ♪」

　というわけで、日和ひよりさんたちといっしよに土作り作業をやることになったのだった。

　……ちなみに足を乗せた土の塊かたまりが実は堆たい肥ひの山（馬ば糞ふん仕し様よう）だったことについては……泣いてもいいですよね？







「──ふう」

〝ぴよめも〟に従っての土作り作業を三十分ほどして、休きゆう憩けい時間になった。

　行こう程ていの一番にあったゴミ取りと除じよ草そうをだいたい片付けて。

「じゃあご飯はんにしよ～よ♪　今日はあそこのどてかぼちゃの横で食べないかな？」

「あ、うん、唯ゆい香かちゃん」

　そんな唯香と日和の声に従したがって畑脇わきの開けたスペースへと移動する。

　だいたい昼休みの作業はいつもこんな感じである。

　始まりから三十分ほど作業をして、その後に皆で昼食をとる。そうしてさらに時間があれば食事後にも少し農作業を追つい加か。最後に放課後のおおよその活動内容を決めて解散の流れ。色々と詰つめ込みすぎのようだが、この姫ひめ乃の宮みや女学院は昼休みが九十分と長いためそれも大だい丈じよう夫ぶなのである。

「おにーちゃん、し～とのそっちの端はしを押さえてもらっていてもいいですか？」

「ん、ああ、こうか？」

「は、はいです。ぐっ、ぐっじょぶです……！」

　地味な動きで親指を立てた日和がいそいそとビニールシートを畑の横に敷しく。

　その柄がらがちりめん柄という女子高生にあるまじき渋しぶいことこの上ないものであったことについては、まあいつものことなので突つっ込まないとして。

　ちなみに昼食はこうやって外で食べることが多い。

　いちおう部室という名の炭すみ焼やき小屋（プレハブ製）はあるんだが、この時期晴れた日は外の方が気持ちいいし、何だかピクニックみたいで楽しいということで昼休みの恒こう例れいみたいになってるんだよな。

「ん、これで準備完かん了りよう～。──じゃ、部長♪」

「あ、う、うん。そ、それじゃあ……今日もお米の神様に感かん謝しやして──いただきましゅ……っ」

「「「いただきま～す！」」」

　日和の号令（地味に嚙かんだ）に合わせてそんな声が青空の畑のもとに響ひびき渡わたり。

　直ちよつ径けい一メートルほどのドテカボチャ（なぜか時期外はずれのハロウィンのジャックランタン仕様になってる）が不ぶ気き味みに見守る横で、昼食が始まった。

「あ、日向ひなたちゃん、そこのレバーペースト取ってくれるかな～？」

「はいです～。日和ちゃんも使いますか～？」

「あ、すみませんです」

「レバー……それは動物の肝きもを使った秘ひ薬やく的なものですわ。ふふふ……」

「……と、とってもまろやかなお味です……」

「それは私が小こ春はる原ばらさんの肝かん臓ぞうを思って作った一品です。とくとご賞しよう味みくださいな」

　賑にぎやかで和なごやかな昼食。

　そんな中。

「はい、おにいさん、これあげるね♪」

　と、唯ゆい香かが箸はしで挟はさんでフォアグラ（？）を差し出してきてくれた。

「お、悪いな」

「ん～ん、毎日遠いところから通ってきてくれてるおにいさんへの感かん謝しやの気持ちだよ♪」

「私からもこの天てん狗ぐ面めん型がたに剝むいたりんごを～♪　さんきゅ～べり～まっちょです～♪（マッチと言いたかったんだろうな……）」

「貧ひん困こんと飢き餓がとにあえぐかわいそうな下げ僕ぼくに新しん鮮せんなエリクシル（ベルギーエシャロットのザワークラウト）くらいは施ほどこしてあげてもよろしくてよ」

「……そ～……（狂きよう犬けんに恐おそる恐る餌えさを与える手つきで）」

「小春原さんの身み内うちにならば分け与えてやらないわけにはいかないでしょう。ほら、その小こ汚ぎたないフタをお出しなさい」

　唯香たちもそれぞれオカズやらデザートやらを弁べん当とう箱ばこのフタに乗せてきてくれる。

　や、これは別に俺がうら若いお嬢じよう様さまたちからのお捻ひねりで生きてるジゴロもどきってわけじゃないよ？

　そうじゃなくてオカズ交こう換かん会かいみたいなノリというか。代わりと言っちゃあなんだが、俺もちよっとした手て土産みやげを持じ参さんしてるし。

「おにいさんの作ったらっきょうのお漬つけ物、おいし～んですよね～♪」

「この泥どろ臭くささは生きつ粋すいの平へい民みん一族じゃないと出せないわね。ふん、小春原さんのおまけの分ぶん際ざいでやるじゃない」

「本場の野の茂もケツは初めて食べました～（漬け物って言いたかったんだろうな……）。まさに庶しよ民みんの手による素そ朴ぼくで田舎いなか田舎した味です～♪」

「エリクシルもいいけれど、半はん端ぱなＨＰ回かい復ふくにはたまにはポーションも悪くないですわね」

「……」

　ま、まあ半分くらい悪口のような気もしなくはないが。

　そんな風ふうに交換会をしながら昼ひる飯めしを楽しんでいて。

「──ん、うまいな、これ」

「あ、ほ、ほんとですか？」

「ああ、半はん熟じゆく具ぐ合あいといい味付けといい最高で……」

　その中でも絶ぜつ品ぴんだったのは日和ひよりさんが作ってきてくれた目玉焼きだった。

　濃こいめのソース味が見事に好このみにマッチしてるというか……

「……ん？」

　と、そこで気付いた。

　某ぼうゲ●ゲの親父おやじのように見事に地味に焼き上げられた目玉焼きにはソースがかかっている。

　だけど確か日和は目玉焼きには醬しよう油ゆ派は（頑がんとして譲ゆずらず）だったはずなんだが。

　そのことを訊きいてみると。

「あ、え、えと、確かにお醬油味が好きです……。で、でも、ゆーおにーちゃんは、いつもソース味の方が好みなんですよね……？」

「え？」

「そ、その、いつも目玉焼きを食べる時にお醬油でなくてソースをかけていたので、そうなのかな、と思って……。だから……」

「日和……」

　その言こと葉ばに豆とう腐ふの角かどで頭を殴なぐられたみたいな衝しよう撃げきを受けた。

　俺の目玉焼きの味付けの好みなんて近所で飼かわれてるチワワの服の趣しゆ味みくらいにどうでもいいものを覚えててくれて、さらにはわざわざ宗しゆ旨し替がえ（？）までしてソース味を付けてくれたってのか……

　傍はたから見れば些さ細さいなことはいえ、お兄ちゃんは感動だよ……

「そ、そんな……。だ、だって、ゆーおにちゃんの、こと……ですから……」

　小さくうつむきながら指をもじもじと動かす日和さん。

　うーむ、ぐっと来るものがあるね。

　目玉焼きのソース味を嚙かみしめながら軽く感かん激げきを覚えていて。

「……」

　と、ふとあることに気が付いた。

　それはここ一ヶ月ほどこの菜さい園えん部ぶメンバーと昼ひる飯めしを食べていて感じたこと。

　そこまで大たいしたことじゃないっていえば大したことじゃないんだが、何かというと。

「ん、そういえば……皆みな弁べん当とうなんだな」

　些細ではあるが意外と心に引っかかる疑問。

　まあ日和は分かる。もともと自じ炊すい大好きの生きつ粋すいのお弁当派（地味）だし、おまけにここの学食やら購こう買ばいやらはほぼ常じよう時じナチュラルインフレ状じよう態たい。焼きそばパンが定価三千円するとかで（何でもパンは本場フランスの三つ星ぼしパン職しよく人にんが作った特別製、焼きそばの原料となる小こ麦むぎは厳げん選せんされた高級種らしい……）、一日の食しよく費ひが上限三百円マックスな日和には厳きびしすぎるってもんだろう。

　だけど唯ゆい香かたちは基本普通にいいところのお嬢じよう様さまたちなわけだし、一人くらい学食やら購買やらを利用する者がいてもおかしくはないって気もするんだけどね。

　すると。

「ん～、えっとね、それには色々事情があるんだよ～」

「え？」

　唯ゆい香かがちょっとだけ困こまったような顔をしながらそう言ってきた。

「確かにうちには学年ごとに学食もあるし購こう買ばい部ぶも充実してるの。でもそれがあんまり利用されないわけがあるっていうか……。なんてゆうかな、不ふ文ぶん律りつっていうか暗あん黙もくの了りよう解かいみたいなのがあるんだよ」

「不文律……？」

「うん、そう。

　一つ：『学食の特別貴き賓ひん席せきは多数の派は閥ばつの意向を優ゆう先せんとすべし』※優先席せき。

　一つ：『派閥なき者の再さい度どの皿さらはこれを能あたわず』※おかわり禁止。

　一つ：『限定食は選ばれた派閥の者にこれを譲ゆずるべし』※特別メニュー優先権。

〝薔ば薇らの三さん箇か条じよう〟って言われてるんだけどね。要ようするに、全すべてにおいて派閥が優先されるってゆうか……。それがあるから、普通の生徒はなかなか学食とかは使いにくくなっちゃってるんだ～。せっかくあるんだからたまには利用したいと思ってるんだけどね」

「ふむ……」

　また派閥うんぬんか。

　姫ひめ乃の宮みやに入って以来何かある度たびに耳に入ってくる単たん語ご。

　入学式の時もそれが話題になってたし、ホントにそういったもんがハバを利きかせてるんだな、この姫乃宮では。

「ん～、まあ確かに今のこのご時じ世せいで〝薔薇の三箇条〟は不ふ条じよう理りだと思うけど、でも私は今の状じよう況きようもそんなに悪くはないと思ってるよ？　お弁べん当とうを自分で作るのも新しん鮮せんでおもしろいし、こうやってみんなとお外でいっしょに食べるの楽しいしね♪」

「あ、は、はい。わたしもそう思います……っ」

「えんじょいわいるどらいふですね～♪」

「……こ、こころなしか、メインディッシュの味もおいしく感じます……」

　唯香の言こと葉ばに日和ひよりさんたちも同意してくる。

　うーむ、まあそのおかげでこうして普通に昼ひる飯めしを食べるよりも親しん睦ぼくを深められてるんだし、結果オーライなのかもな。

　そんな感じに色々と話をしたりしつつ昼飯を進めていって。

　昼休みも終わりの方に差しかかり。

「──さて、それじゃあそろそろ土作りの続きに取りかかるとするか。あんまり時間もないしな」

　そう言って俺がクワを片かた手てに立ち上がろうとしたところで。

「あ、ま、待まってください、おにーちゃん……」

「？」

　と、日和ひよりさんに呼び止められた。ん、何だろうね？

「あ、あの、あの、え、えっと……」

「？」

「え、えっと……そ、その……」

　もじもじとしたまま次の言こと葉ばが続かない。

　むう……何が言いたいんだろうね？　今日はお気に入りの演えん歌か歌か手しゆがテレビに出るからビデオ（ＶＨＳでなくベータ機）に録とっておいてほしいとか？

　日和の意い図とが分からずに首を捻ひねっていると唯ゆい香かが苦く笑しよう気き味みに。

「も～、日和ちゃんは～。ほんとに照てれ屋さんなんだから～♪」

「ゆ、唯香ちゃん……」

「わかったわかった、じゃあ最初は私が言うね。──じゃじゃ～ん、それじゃあここでおにいさんに大事な発表がありま～す♪」

「え？」

　大事な発表？

「うん、そ。と～っても大事なこと。──さてここでおにいさんに質しつ問もん。今日は何の日でしょう？」

　下から顔を見上げながらいたずらっぽく尋たずねてくる。

　むう、今日か。何かの記念日でもないし、だれかの誕たん生じよう日びとかでもないはずだ。いや唯香たちの誕生日なんて知らんのだが、それならもう少し日和さんとかがそわそわしてただろうからたぶん違ちがうと思われる。──ああ、そうするとアレか、昔むかしやってたおもいっ●りテレビの今日は何の日風ふうのノリでいくとハクサイの日とか……

　なのでそう答えると。

「ぶっぶ～、全然外はずれだよ、おにいさん。まだだめだめだな～♪」

「未み成せい熟じゆくですね～♪」

「まったく、察さつしが悪いことこの上ないわね。それでも小こ春はる原ばらさんの関係者なの？」

「……」

　あれ、何でここで俺がディスられないといけないんだろう……？

　何も悪いことはしてないのに……

　釈しやく然ぜんとしない気分になる俺に。

「あ、あのね、おにーちゃん……い、一ヶ月……」

「一ヶ月？」

「い、一ヶ月……ほっ、ほほほほ、ほっ、ほっほほ……」

「……」

　いや日和ひよりさん、全然分からないよ……

　そんな日曜の朝に公園とかでおじいちゃんおばあちゃんたちがやってる太たい極きよく拳けんみたいな発声法を披ひ露ろうされても理解不能というか……

　目の前で日和さんの珍ちん妙みような呼こ吸きゆう法ほうを目にしながら今日が何の日だったか必ひつ死しに頭を捻ひねりだして。

「──ああ、そうか！　分かった！　確か今日はタッキーが初めて求きゆう愛あいのホーリーダンスをしてからちょうど一ヶ月で……！」

「ち、違ちがいます……っ！」

　怒られた。

　む、むう、違うのか。少し自信があったんだけどな……

　もはやどうしていいのか分からず困こまった気分になる俺に。

「……こ、これ、を……」

「え？」

「お、おにーちゃんに……う、うけとって、ほしいんです……」

　そう言いながら真まっ赤かな顔の日和さんがおずおずと差し出してきたもの。

　それは──

「カブ……？」

　小さなカブが地味にちんまりと並んだプランターだった。

　真まっ白なアブラナ科の野や菜さい×六個。

　いや何だってこれを……？

　突とつ然ぜんのカブハプニングに首を捻っていると。

「あ、あの……きょ、今日で菜さい園えん部ぶがほっそくしてからちょうど一ヶ月なんです……」

「え……？」

「思い出に残るとっても特別ですてきな記き念ねん日び……。だ、だから、ゆ、ゆーおにーちゃんには、ありがとうの気持ちを込めて、どうしても何か贈おくり物をしたくて……」

　きゅっと目をつむりながら一いつ生しよう懸けん命めいにそう言ってくる。

「それで、カブを？」

「は、はい……。カ、カブさんの花はな言こと葉ばは『慈じ愛あい』ですし、からだを温あたためて消化を助ける働はたらきがあって、すてきだなあって……。そ、それに……か、かたちがは～とま～くみたいでかわいいので……」

「……」

「……と、とっても、だ、だいすきなお野や菜さいなんです……だ、だから、どうしても……だ、だいすきな、おにーちゃんに……」

「日和ひより……」

「…………っ……（真まっ赤か）」

　ラディッシュみたいに顔をさらに真っ赤にしてそう小さく声を向けてくる（いやプレゼントしてくれたのはカブなんだが）。

　その表情は素直で真っ直ぐで……

　飾かざり気けのない素そ朴ぼくなカブの贈おくり物。

　その選せん択たくは何ていうか控ひかえめで遠えん慮りよがちで、料理とかでも他の野菜を邪じや魔ましない慎つつましやかな雰ふん囲い気きがいかにも日和っぽいな。……ものすごく地味だし。

　だけど。

「──ありがと、な」

「え……」

「プレゼント、嬉うれしかった。美お味いしくカブの煮に物ものとかにして食べさせてもらうな」

　それは俺の本ほん心しんだった。

　たとえどんなに地味で地味で地味であっても心のこもったプレゼント。

　それが……その場で三回回った挙あげ句くに舌したを出して「ハッハッハ……」と少し頭の悪そうな柴しば犬いぬの真ま似ねをしろと言われれば即そく座ざに実行に移すくらいには嬉しくないわけがないじゃないか。

「あ……」

　その言こと葉ばに日和が地味に嬉しそうにぱあっと表情を輝かがやかせる。

　うーん、ホントに心があったかくなるね。

　ほっこりとした気分になっていると。

「──おにいさん、これは私たちから♪」

「え？」

「日和ちゃんほどは愛情マックスじゃないかもしれないけど、私たちからも感かん謝しやの気持ちを込めてだよ♪　はい♪」

「お……」

　そう言って渡わたされたのはミニトマトの鉢はち植うえ。

　形のいい枝えだ振ぶりで、いい大きさの実がたわわに実っている。

「おにいさん、いつもほんとにありがとね～♪」

「とっても盛さかりに思っております～♪（誇ほこりって言いたかったんだろうな……）」

「この〝紅魔ノ眼レツド・アリーマ〟を私だと思って大切にしてくださいな」

「……お、おせわになってます……」

「……まあ、あなたも小こ春はる原ばらさんのおまけにしてはよくやっていると思うわ」

　思いも寄らない言葉の連続。

　寄せられてきたたくさんの感かん謝しやの気持ちに言こと葉ばを失うしなっていると。

「──それじゃあ、みんな、いい？」

「？」

　唯ゆい香かが皆の顔を見回してそう言った。

　その声に呼こ応おうするようにして日和ひよりたちが横に一列に並ぶと。

　ぺこりと頭を下げて。

『これからも──よろしくお願いします♪』

　全員で声を揃そろえてそう言ってきてくれたのだった。

　うーむ、嬉うれしいこと限りないね。







　　　３




　そんな感じに昼休みは過すぎていった。

　のんびりまったりとした、心温あたたまる時間。

　途と中ちゆうにちょっとした嬉しいサプライズが入ったりもしたが、ここまではおよそいつもと同じ流れだといえる。

　今日も一日世はなべてことはなしで、少しばかり幸せな気分をほっこりと胸むねに抱いだいたまま自分の高校に戻ろうと思ったんだが。

　その流れを根こん底ていから変えることになる出で来き事ごとが起こったのは、その後だった。

「ん、じゃあ俺はそろそろ戻るな」

「あ、は、はい。今日もありがとうございました、おにーちゃん……♪」

「また放課後にね～♪」

「おとといきやがってくださいです～♪」

「さらなる再さい会かいを楽しみにしていますわ」

「……ふるふる……（黙だまって手だけ振ってくれてる）」

「まあ、待まっていてあげないこともないから気を付けていらっしゃい」

「ん、また後でな」

　そう日和たちに向けて手を振って。

　ハート型に揺ゆれる真まっ白なカブのプランターとミニトマトの鉢はち植うえ片かた手てに、やって来た校門（『乙おと女めの門』）へと向かおうとした時だった。




　～～♪




「ん？」

　なんかやたらと勇ゆう猛もうな旋せん律りつが辺あたりに響ひびき渡わたった。

　クラシック音楽っぽい何か。どうもあちこちに備えられたスピーカーから流れているようだ。何だこれ、姫ひめ乃の宮みやでは食後のラジオ体たい操そう代わりにオーケストラが流れるとかか……？

　突とつ然ぜんの題●のない音楽会状じよう態たいに困こん惑わくした気分になっていると。

「え、これって……」

「え？」

　唯ゆい香かが驚おどろいたように声を上げた。

「リストの『ピアノ協きよう奏そう曲きよく第二番』だよ。何か緊きん急きゆうの報告がある時に流れる臨りん時じチャイムとして使われてるんだけど……」

「臨時の？」

「うん、でもこんな昼間からなんて……」

　リスがどんぐり鉄てつ砲ぽうでも食らったみたいな反はん応のう。

　これはそんなに珍めずらしいことなのか……？

　戸と惑まどう俺たちの耳に、さらに衝しよう撃げき的てきな声が飛び込んできた。




『──ごきげんよう、みなさん。私は生徒会長の……鷹たか匠じよう光ひか琉るです』




「え？」

　聞いたことのある黄おう金ごん色いろな声。

　これ……あの鷹匠お嬢じよう様さまなのか？

　スピーカー越ごしだが、一度聞いたらパブロフさんの実験に慣ならされまくった犬いぬでもベルの音以前に「ばうっ！」と反応するだろうこの声は間ま違ちがいない。

　だけどどうして鷹匠お嬢様がこんな放送を……？




『昼の憩いこいのひと時を過すごしている中、申もうし訳わけないと思っています。ですがこれはとても大事な報ほう告こく……緊急にして、危き急きゆうな報告なのです。この場を借りて、我わが姫乃宮の姉し妹まいたちに伝つたえなければならないことがあります。それは──』




　そこで一度言こと葉ばを切って。

　何かに挑いどむかのように声を鋭するどくさせると。




『──私はここに宣せん言げんします。今の姫乃宮を支配する悪あく習しゆう……楽しむべき食事の場における〝薔ば薇らの三さん箇か条じよう〟を廃はい止しすることを！』




「これって……」

　思わずそんな声が出る。

〝薔ば薇らの三さん箇か条じよう〟って……確かあれだよな、さっき唯ゆい香かが言っていた学食での不ふ文ぶん律りつとか……

　よく分からんが、それを廃はい止ししようってのか？

　うーむ、姫ひめ乃の宮みやの事情にはそこまで詳くわしいわけじゃない素人しろうと考えだが、それは果はてしなく難むずかしいんじゃないのか？

　聞く限り姫乃宮内部にはかなり浸しん透とうしているって話だし……

　と、そこでそんな俺の考えを肯こう定ていするかのように、隣となりの雀すずめヶが原はらお嬢じよう様さまがぽつりとつぶやいた。

「さすが光ひか琉る様……聡そう明めいな判断です。ですがこれは……大変なことになるかもしれないわね」

「え……」

「光琉様が今提てい唱しようされた宣せん言げんは理想的なものですわ。理想的で目指すべき最さい良りようの一いつ手て……。ですが改かい革かくには常つねに保ほ守しゆ派はの反発と既き得とく権けん益えきの抵てい抗こうとが付きもの。たとえそれが光琉様によるものでも、混こん乱らんは必ひつ死し……。……この姫乃宮も、結局は現実社会の縮しゆく図ずたることからは逃のがれられないということよ」

「……」

　……やっぱりそうだよな？

　いくら鷹匠お嬢様がいわゆるカリスマ的な人じん望ぼうを持つ生徒会長だからといって、そう簡かん単たんなものじゃないはずだ。

　それを証しよう拠こに耕こう作さく地ちの周まわりを歩いていたお嬢様たちからも。

「い、今の聞かれましたか!?」

「え、ええ、このままではあの天てん使しの放ほう尿によう像ぞうが見える特別貴き賓ひん席せきが一いつ般ぱんにも立ち入れる場所になってしまいます……！」

「そ、そのようなことって……」

「は、早く鷲わし津づ様さまにお知らせしなければ……！」

　そんな声が聞こえてくる。

　やっぱりそれだけこの事態は大ごとってことなんだろうな。

　ほとんど寝ね耳みみに水みず状じよう態たいというか……

　そんなざわついた雰ふん囲い気きの傍かたわらで。

「こ、このうめぼしさん……いつもより、す、すっぱいです……」

「……」

　うちの地味っこはのどかに幸しあわせのつぶやきを発していた。

　いや……まあこの上なく平和でいいことなんだがさ。







　こうしてこの場は過すぎていったわけなんだが。

　この時のセンセーショナルな鷹たか匠じようお嬢じよう様さまの宣せん言げんは……後に日和ひよりさんや俺たち菜さい園えん部ぶをも巻まき込む大きな流れとなって、さらには姫ひめ乃の宮みや全体を揺ゆるがす巨きよ大だいな渦うずになるなんて、この時はこれっぽっちも思いもしなかったんだよな。
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　鷹匠光ひか琉るによる『薔ば薇らの三さん箇か条じよう』廃はい止し宣言から一週間が経たった。

　うららかな日差しの暖あたたかな昼休み。

　俺と日和さんは……一年生専せん用ようの第一学食『薔薇のつぼみ』にいた。

「日和、そっちのジャガイモは重くないか？」

「あ、は、はい、だいじょうぶです」

「そっか、しんどかったらいつでも言うんだぞ」

「あ、ありがとうございます。おにーちゃんも、足あし下もとに気をつけてくださいです」

　そんな会話を交かわしながらダンボールに入った野や菜さいを勝かつ手て口ぐちから厨ちゆう房ぼうへと搬はん入にゆうする。

　いや何だって俺たちがこんな農家や野菜の卸おろし売うり業ぎよう者しやみたいなことをしているのかというと、それには事情があるんだよ。

　前にも少し言ったと思うが、菜園部の前ぜん身しん（？）となった耕こう作さく地ちを管理していたおばちゃんは、定期的に学食や購こう買ばい部ぶに作った野菜やら果物くだものやらを無む償しよう提てい供きようしてたらしいんだよ。

　何でも普ふ段だんはこういったものにあまり馴な染じみがないお嬢様たちに少しでもオーガニックな野菜を味わってもらいたいとか。

　その理念は賛さん成せいできるものだし、何より部長である日和さんが「わ、分かります！　お野菜は大事です……っ……！」といたく感かん激げきしていたということで、菜園部でもその業ぎよう務む（？）を引き継つぐことになり。

　現在も俺たちがこうして搬入作業をしてるってわけだったりする。

「キャベツとトマトはここに置いておいて大だい丈じよう夫ぶっすか？　箱はこにまとめてあるんで……」

「ええ、大丈夫よ。悪いわね、いつも美お味いしいお野菜を分けていただいて……」

「あ、いえ、気にしないでください」

「は、はい、新しん鮮せんなお野菜をみなさんにも食べてもらえるのはうれしいですから……」

　優やさしく労ねぎらいの言こと葉ばをかけてきてくれる学食のおばちゃん（学食のおばちゃんまで物もの腰ごし丁てい寧ねいだ……）に日和といっしょにそう返す。

「こっちの箱はこは『スイカップちゃん（妹）』だそうっす。中なか身みは小こ玉だまスイカ（スイカップなのに小玉……）とかで……」

「ええ、把は握あくしています」

「え、えと、こちらのケースに入っているのは『ヴィーナスちゃん』で……」

「子こ宝だからナスよね？　一番の人にん気き野や菜さいだから、ばっちりよ」

「人気なんっすね……」

　目の前のカラフルな美少女イラスト付きのダンボールを見て思わずそんな言こと葉ばが漏もれる。

　ちなみにこれら一いち連れんのラインナップも管理人のおばちゃんの仕込みである。

　昨さつ今こんの擬ぎ人じん化かブームの流れ以前から手がけていたもので、すでに全国流通にも乗っている代しろ物ものらしい。時代の先を見通しすぎだろ……

　まあそれはともかく。

「──にしてもずいぶん明るい感じになりましたね」

　周まわりの学食を見ながらそう口にする。

　学食は以前に来た時よりも開けた雰ふん囲い気きだった。

　どこか空気が明るいというか、行き交かう声が軽やかな感じである。

「ええ、そうね。これまでよりもたくさんの生徒に来ていただけるようになって……。それに食事中の会話が増えたのは嬉うれしいことだわ。以前はどこか張はり詰つめた雰囲気だったというか……。やっぱりお料理はたくさんの笑え顔がおと談だん笑しようといっしょに楽しんでいただきたいから……」

「ふむ……」

　やっぱりこれも例の鷹たか匠じようお嬢じよう様さまの『薔ば薇らの三さん箇か条じよう』廃はい止し宣せん言げんの効こう果かってやつなのかね。

　ハッキリしたところはよく分からんが、だとしたらその思おも惑わくは功こうを奏そうしてるってことになる。今のところ目立った反発もないみたいだし……




「──貴女あなたたち、そこをだれの席せきだと思っているのですか！」




「？」

　と、ふいに耳をつんざくようなそんな声が学食内に響ひびき渡わたった。

　明らかに剣けん吞のんな響き。

「あれは……」

　見てみるとそこにいたのは十人くらいのお嬢様たちグループ。

　何やらメガネをかけた猛もう禽きん類るいみたいな雰囲気のお嬢様を中心にして、中庭を臨のぞむ窓まど際ぎわの特等席を囲かこんでいる。

「ここは我われ々われ鷲わし津づ派はの閨けい閥ばつが座すわる席だと決まっています！　貴女たちのような下げ卑びた輩やからが僅わずかな間たりとも布ぬの地じを温あたためていい場所ではありません。すぐにどこかへ退しりぞきなさい！」

「え、で、ですけれど、先日の鷹たか匠じよう様さまのお言こと葉ばでは……」

「鷹匠……はっ！」

　その言葉に猛もう禽きん類るいお嬢じよう様さまは鼻で笑って。

「あのような言葉……痴しれ者ものの戯ざれ言ごとにすぎません！　鷹匠などしょせんは新しん興こうの成り上がり……。今はそこそこの影えい響きよう力りよくを有ゆうしているようですが、言ってしまえばぽっと出の青あお首くび大だい根こん……。この姫ひめ乃の宮みやを長きにわたって支えてきたのは鉄てつ壁ぺきなる派は閥ばつの力──そしてそれらを構築した、鷲わし津づの力なのです！」

「そ、それは……」

「それとも貴女あなたは我われ々われ鷲津派はを……その筆ひつ頭とうである『静寂の白金竜胆姫サイレント・プラチナ』──鷲津三み姫きを敵てきに回そうというのですか？　それならばそれで構いません。……ただしこちらにも考えがありますが」

「も、もうしわけありません！　そ、そんなつもりでは……！」

「ならば今すぐに消えなさい！　これ以上鷲津の前でそのような振ふる舞まいをすることは許さない……弁わきまえなさい！」

「は、はい！」

　鶴つるならぬ猛禽類な一ひと声こえ。

　ガタリとテーブルを揺ゆらして、席せきに座すわっていたお嬢様たちは泣きそうな顔でその場から立ち去さっていってしまった。

「──ふう」

　それを満足そうに眺ながめて、猛禽類お嬢様は取り巻きたちとともに窓まど際ぎわの席に腰こしを下ろす。

「やはりこの席は我々鷲津派にこそ相応ふさわしい。ここからの眺めを臨のぞみながら飲むアールグレイは格別……」

「ええ、おっしゃる通りですわ！　中庭の天使の放ほう尿によう像ぞうが今日もまた一段と美しく輝かがやいていて……」

「鷲津派の輝かしい栄光を象しよう徴ちようしているかのようですわ！」

「アモーレ！」

「……」

　……うーむ、前ぜん言げん撤てつ回かい。

　目立った反発、ありまくりでしたね。

　まあそりゃあそうか。

　いくらもともとの『薔ば薇らの三さん箇か条じよう』とやらが理り不ふ尽じんなものとはいえ、あれだけ強ごう引いんかつ一方的に通告したんだ。こういった反対派が現れてもおかしくない。

　とはいえさすがに居い酒ざか屋やで酔よっ払ぱらいまくってくだを巻いたおっさんたち並なみに空気を読まないその行動に、周まわりからも非ひ難なんの声が上がっているようで。

「い、いくら鷲わし津づ派はの方たちでも、今のは……」

「そ、それは確かに、あの席せきは『薔ば薇らの三さん箇か条じよう』に従したがえば最大派は閥ばつである鷲津派の方々が優ゆう先せんされると決まっていましたけれど……」

「で、でも、鷹たか匠じよう様さまがああして開かい放ほう宣せん言げんをしてくださったのに……」

「……」

　よく分からんが、周まわりの話からするにどうやらこの反発グループは鷲津派というみたいだな。

　美み咲さきが言っていた一年生の間の最大勢力。

　あのグループの中心で周りを睥へい睨げいしている厳きびしい眼がん光こうの猛もう禽きん類るいメガネお嬢じよう様さまが、おそらくそのボス（？）である鷲津三み姫きとやらってことだろう。

「ど、どなたか、注意してくださらないでしょうか……？」

「む、無理ですわよ……。相手はあの鷲津の方々です。下へ手たに逆さからおうものならこの姫ひめ乃の宮みやではもう……。そ、それこそ鷹匠様か、それに連つらなる生徒会上じよう位いの方でないと……」

「そ、そんな……」

　周しゆう囲いから聞こえてくるのはそんな悲鳴のような声。

　よっぽど大たい層そうな一いつ派ぱなんだな、鷲津派ってのは。

「…………」

　ともあれそれはそれだ。

　色々と大変だとは思うが、それは学院側やら鷹匠お嬢様やらが何とかすることであって、俺たちが関知することじゃない。

　何かの面めん倒どうに巻き込まれない内うちに、隣となりで事ことの成なり行ゆきをはらはらと地味に見守っている日和ひよりさん（巻き込まれ型がた薄はつ幸こう属ぞく性せいタイプ地味）をこの場から連れだそうとして。

「──あら、あそこにいらっしゃるセピア色風に輝かがやいているのはもしや……」

「え？」

　何かこっちに向けてそんな声が聞こえてきた。

「やはりそうですわ！　あそこにいらっしゃるのは小こ春はる原ばら日和さんではありませんこと！」

「え、あの『佳良の紫金蒲公英姫リトル・ゴールド』の……」

「光ひか琉る様さまに直じき々じきに認められて二つ名を授さずけられたという……」

「そんな方が……？　それならばもしや鷲津の方々に意見を……」

　何かを期き待たいするような声。

　……いや、なーんかイヤな予感がする流れなんですが。

「……日和、早く行こう」

「え、え？　で、ですけど……」

「い、いいから」

　子こ宝だからナス（ヴィーナスちゃん一号）を握にぎったまま目をぱちぱちとさせる日和さん。

　そんな日和ひよりさんの手を引いて速すみやかに戦せん略りやく的てき撤てつ退たいをしようとしたが、一いつ歩ぽ遅おそかった。

　こちらに向かい目をギランと光らせたお嬢じよう様さまたちはバーゲンセールに群むらがる近所のおばちゃんのように日和のもとへと群がってくると。

「小こ春はる原ばらさん、お願いがあるんですが……！」

「今のは……いくら何でも非ひ道どいと思われませんか……？」

「助けてください……！　鷹たか匠じよう様さまが一いち目もく置かれる小春原さんならば鷲わし津づの方々も少しは耳を傾かたむけるはずです……！」

「え、あ、あの……」

「ああ、よかった！　まさかこの場にあの有名な『佳良の紫金蒲公英姫リトル・ゴールド』がいらっしゃるなんて！」

「光ひか琉るお嬢様のご寵ちよう愛あいを受けた次代の綺き羅ら星ぼし……！」

「さあ、こちらへ！」

「あ、あうっ……」

「あ、ひ、日和！」

　ぽてっ。

　勢いに流されるままに、優ゆう先せん席せきに陣じん取どる猛もう禽きん類るいお嬢様──鷲津派たちの前にトコロテンキットから押し出されたトコロテンのように押し出される。

　うーむ、お嬢様パワー恐るべし……とか言ってる場合じゃなくて。

「……」

「……」

「…………貴女あなたは、何かしら？」

　道ばたの野の良らマルチーズを見るような猛禽類お嬢様たちの視し線せんに。

「え、え……？　あ、あの……」

「……何か？」

「あ、い、いえ……」

「……私たちに用でも？　もしも何か言いたいことがあるのなら早く言っていただけないかしら」

「そ、その……」

「……」

「え、えと……」

「…………」

「そ、その……夏場所では、ど、どの力りき士しの方が優ゆう勝しようされると思いますか……？」

　いやそうじゃないだろ！

　お年寄り同どう士しの時柄の挨あい拶さつじゃないんだから！

　案あんの定じよう猛もう禽きん類るいお嬢じよう様さまからも。

「……は？　何を言っているのか、私たちには少々分かりかねますが」

「……」

　……ですよね。

　目の前の猛禽類お嬢様とはきっと好すきなオカズの種類からお気に入りのふりかけの趣しゆ味みまで何一つとして合う話はないと思うが、それだけに限るならまったくもって同意だよ。

「……用よう件けんがそれだけならばもう行ってくださらないかしら？　せっかくの優ゆう雅がなランチの時間をどこのだれとも知らぬロバの骨ほねに邪じや魔まされたくはないので」

「え、あ、は、はい……」

　そのまますごすごと戻ってこようとして。

「こ、小こ春はる原ばらさん！　何をされているんですか……！」

「も、もう頼たのみの綱つなはあなたしかいないんです……！」

「どうか鷲わし津づ派はの横おう暴ぼうに歯は止どめの一ひと声こえを……！」

「あ、い、いえ、その……」

　迫せまってくるお嬢様たちの勢いに押されてさらに押し戻される。

　まさに前ぜん門もんの猛禽類お嬢様後こう門もんの一いつ般ぱんお嬢様たち状じよう態たい。

「え、え……あ、あの……その……」
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　どうすることもできずにその場でおろおろと涙なみだ目めになってしまう。

「…………」

　うーむ、とりあえずここまでだろう。

　事じ態たいは明らかに日和ひよりさんの身体からだと同じくらいちんまいキャパシティを超こえている。

　俺はお嬢じよう様さまたちの垣かき根ねを越こえて日和のもとへ走っていって。

「日和──大だい丈じよう夫ぶか？」

「お、おにーちゃん……」

「災さい難なんだったな。でももう平気だ」

　猛もう禽きん類るいお嬢様の方に向き直って。

「ほら、あんたたちの気持ちも分かるけど、もう少し言い方っていうかやり方ってもんがあるんじゃないか？　相手は一人なんだし……」

　そう呼びかけてみるものの。

「……あなたは何ですか？　外部観察員か何か？」

「いやただの生徒の知人だ」

「……はっ、知人！　でしたらそのただの知人は口を挟はさまないでくださいますか？　ここは由ゆい緒しよ正しき姫ひめ乃の宮みや女学院……その内部事情に言げんを持っていいのはあくまでそこに通う関係者だけなので」

「……」

　まあ、そうですよね。

　ここで余よ計けいな口を出すのは場ば違ちがいだってのは自分でもよく分かってる。ただ話に加くわわるのと日和さんをサルベージする口こう実じつでいちおう言ってみただけで。

「……分かった、邪じや魔ましたな」

「……よろしい。その矮鶏チヤボのような矮わい小しような頭で理解してもらえたのならさっさと我われ々われの視し界かいから消えてもらえるかしら。目め障ざわりなので」

「……行こう、日和」

「え、あ、あの……」

　目をぱちぱちとさせる日和さんの手を引いて速すみやかにこの場から撤てつ退たいしようとする。

　そこで終わればよかったんだが……

「──それにしてもまずいわね、このハクサイ」

「え……」

　席を離れようとしたまさにその際に猛禽類お嬢様が吐はき捨すてるように放った言こと葉ば。

　その一ひと言ことに、隣となりの日和さんがぴくっと肩を震ふるわせた。

「形が悪くて味も青あお臭くさくて、おまけに虫食いの跡あとまでありますし……。ふん、まったく作った小こ作さく人にんの顔が見てみたいわ」

「…………」

　えっと、日和ひよりさん……？

　何だか地味に何かを言いたげな顔をしているように見えるんですが……

「下げ品ひんで不ぶ細さい工く……まったくもって姫ひめ乃の宮みやの品ひん格かくに相応ふさわしくありません。このような出で来き損そこないの野や菜さいは使わないようによく言っておかないと──」

　そこまで言いかけたところで。

「──あ、あのっ！」

「え？」

「──あ、あの、こ、この白はく菜さいさんは、出来損ないなんかじゃないと、思います……」

「……何ですって？」

「ひ、日和さん？」

　ぎゅっと目をつむった日和さんが、そんなことを言いながら一歩前に踏ふみ出していた。

「た、確かにこの白菜さんは見た目はよくないです……。大きさはばらばらで形も揃そろっていなくて……。で、ですけれどそれは自然なままにすくすくと育ったなちゅらるな結果で……」

「……」

「い、色々なものの支えを受けてこの白菜さんは今この場所でおかずになっているんです……。たくさんの水、たくさんの土、たくさんの太陽、そしてたくさんの堆たい肥ひ……それらのおんけいのもとで、ありのままの自然の姿すがたを保って、こ、この白菜さんたちはいっしょうけんめいに大きくなってきていて……。……だ、だから……」

　そこできゅ～っと両手を握にぎりしめると。




「は、白菜さんを笑うものは、白菜さんに泣くかもしれません……！」




　真まっ直すぐに猛もう禽きん類るいお嬢じよう様さまの顔を見て、地味に力強くそう宣せん言げんした。

　その日和さんの全ぜん身しんは一いつ瞬しゆんだけ黄おう金ごん色いろのオーラに包まれていたような気がして。

　いや……何も白菜について力りき説せつするのにそこまで全ぜん身しん全ぜん霊れいを振ふり絞しぼらなくてもいいんじゃないかともと思うんですが……

　一瞬だけ静せい寂じやくに包まれる学食内。

　だがそこで。

「──それはつまり、堆肥とは鷲わし津づ派さまの方々のことで、白菜とは私たち一いつ般ぱん生徒のことだというわけですね！」

「……え？」

　と、周まわりのお嬢様たちの一人からそんな声が上がった。

「鷲津派の方々のような保ほ守しゆ派はの旧きゆう勢力は堆肥となって、私たち新しい姫乃宮という白菜の礎いしずえとなるのが常じよう道どうだと……！　さすがは小こ春はる原ばらさん！　一いつ見けんは何が何だかよく分からない話に目を見張るような教きよう訓くんを入り混ぜるだなんて……！」

「素晴らしいですわ！」

「そこまではっきりと言われるなんて……私、心を撃うたれました！」

「え……え……？」

　ぽかんとした顔になる日和ひよりさん。

　いやまあそれも当然だろう。

　今の話のどこにそんな隠かくれ要よう素そがあったのかって話である。ていうかここのお嬢じよう様さまたちって、ちょっと頭が弱いの……？

　だが何か心にクるものがあったのか猛もう禽きん類るいお嬢様は苦にが虫むしを奥おく歯ばの一番硬かたい部分でゴリゴリとすり潰つぶしたような顔になって。

「……なるほど。今のよく分からない白はく菜さい講こう義ぎにはそのような暗あん喩ゆが含ふくまれていたとは。あまりにも弁べん論ろんが稚ち拙せつなので気付きませんでした……！　畑の肥こやしに喩たとえられるとは、私たちも馬ば鹿かにされたものね……！」

「え？　い、いえ、その、そんなつもりは……」

「……お黙だまりなさい！　このような屈くつ辱じよくは初めてよ……！　小春原日和といいましたね……あなた、ただで済すむとは思わないでよ……!!」

　嚙かみつかんばかりの語ご気き荒あらい一いつ喝かつ。

　だが周しゆう囲いの雰ふん囲い気きはすでに日和さんを後あと押おしするものであって。

「あれ……どう思われますこと……？」

「引ひき際ざわを見み極きわめられないのはどうかと……」

「見苦しいですわよね……」

「鷲津派ともあろう方々が……」

「くっ……」

　それを見た猛禽類お嬢様がすり潰した苦虫を何度も咀そ嚼しやくしたような顔になる。

「……行きますよ、みなさん」

「え、で、ですが……」

「あ、あのような無ぶ礼れいをこのままにしておくのですか……？」

「それでは鷲津派の矜きよう持じが……」

「……構いません。鷲津の矜持を傷きずつけた報むくいはいずれ受けさせます。今は、引くと言っているだけです。──ごきげんよう」

　そう鋭するどく言い放って。

　猛禽類お嬢様たちは学食から立ち去さっていった。

　それを見て辺あたりから歓かん声せいが沸わき上がる。

「す、すごいですわ、小こ春はる原ばらさん……！」

「あ、あの鷲わし津づ派はにあのように正面から反論されるなんて……！」

「並なみの胆たん力りよくではできることではありませんわ！　さすがは光ひか琉る様さまのご寵ちよう愛あいを受けた小さき薔ば薇ら……！」

「え……え……」

　雨のように降り注そそぐ賞しよう賛さんの声。

　だけどその賑にぎわいの陰かげで。

「小春原日和ひより……この屈くつ辱じよくは、忘れないわ……！」

　猛もう禽きん類るいお嬢じよう様さまたちがヴィーナス像ぞう（学食の出入り口のところにあった）の真しん珠じゆ貝がいの陰から恨うらみがましい目でこっちを見ながらそうつぶやいていたことは、俺たちの耳には入ってはこなかったのだった。







「大だい丈じよう夫ぶか、日和？」

「あ、は、はい……」

　猛禽類お嬢様たちが去さって。

　さらには周まわりで賞賛の声を上げていた他のお嬢様たちも散っていきまばらになった学食で、地味に目をぱちぱちとさせていた日和さんにそう声をかける。

「大変だったな。おかしなことに巻き込まれて……」

「あ、い、いえ……それは、少しだけ怖かったですけれど……」

「？」

「で、でも、平気です……。おにーちゃんが助けてくれました……」

「日和……」

「お、おにーちゃんがいてくれたから、となりではげましてくれたから……と、とっても心強かったです……。お、おにーちゃんは、いつでもはくさいとかぶの馬車にのったおうじさまです……。わ、わたしが困こまったときには、さっそうと助けてくれます……え、えへへ……♪」

　甘あまえ気ぎ味みにそうつぶやきながら慎つつましく地味にきゅっと腕うでに抱きついてくる。

　うーむ、それ自じ体たいは嬉うれしくもあり全国三百八十二人の〝おにーちゃん〟代表としては大変名めい誉よなことなんだが……

「……」

　やれやれ、しかし結局面めん倒どうに巻き込まれることになっちまったな。

　鷲津派とやらに睨にらまれることとなったゴタゴタ。

　これが原げん因いんで、イモヅル式に何かまたもっと面倒な事じ件けんに巻き込まれなければいいんだが──
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　──と思ってはみたものの。

　世の中ってやつは得えてして悪い予感ばかりが傘かさを持たずに外出した時の降こう水すい確かく率りつのごとく的中するもんである。

　学食での〝白はく菜さいと堆たい肥ひ〟事じ件けんから一週間が経たったある日。

　いつものごとく臨りん時じ顧こ問もんの職しよく務むを果たすべく姫ひめ乃の宮みやに向かった俺は、菜さい園えん部ぶへと歩ほを進める途と中ちゆうでお嬢じよう様さまたちの人だかりを発見して足を止めることになる。

「何だ……？」

　十人から二十人はいてけっこうな人数。

　学校行ぎよう事じとかの重要事じ項こうを張り出したりする掲けい示じ板ばんの前で、何やら不安げにざわざわとざわめている。

「ね、ねえ、あ、あれって……」

「……鷲わし津づ状じようですわよね？　ま、まさか実物をこの目で見ることになるなんて……」

「恐ろしい……」

「……？」

　聞こえてくるのはそんなざわめき。

　その視し線せんの先にあったのは、掲示板に張り出された一枚の紙。

　そこに書かれていたのは──




『下か記きの日につ程ていで鷲津主しゆ催さいの懇こん親しん会かいを行おこないます。一年生のみならず二年生三年生やＯＧの方もいらっしゃるとても楽しく素敵な会となりますので、招しよう待たいされた方はぜひふるってご参加くださいますようお願い申もうし上げます。鷲津三み姫き』




「……」

　そんなほとんど用よう件けんだけの短い文。

　いやそれだけなら何のことない普通の招待状なんだよ。

　まあ主催者が例の鷲津だってのが気にかかるところだが、それ自体は特にそこまでおかしなことじゃない。

　──ただし、その招待者の欄に〝小春原日和〟の文字がなければな。

「…………」

　や、これは何なんだ？

　先日の一いつ件けんから考えてどう見てもただお茶会に招しよう待たいして仲なか良よくカードゲーム（大だい富ふ豪ごうとか）でもしましょうってわけじゃないだろう。間ま違ちがいなく何かあるに決まってる。

　目の前の張り紙の意い図とが分からずに訝いぶかしんでいると。

「お、おにーちゃん……！」

「日和ひより！」

　騒さわぎを聞きつけてきたのか、慌あわてたような顔をした日和がとてとてと駆かけ寄ってきた。

「これはどういうことなんだ？　懇こん親しん会かいって……」

「わ、わたしにも分からないです……。と、突とつ然ぜんのことで、朝来たら下げ駄た箱ばこにこのお手紙が届とどいていて……」

「え？」

　今にも泣き出しそうな日和さんが地味に差し出してきたもの。

　それは留とめ具ぐのところに大きな鷲わしの紋もん章しようが付いた立りつ派ぱな封ふう筒とうで、表おもてには『親愛なる小春原日和様へ』と書かれていた。

　これは……

「……鷲わし津づ状じよう、ね」

「！　美み咲さき……」

　気付けば、いつの間にか隣となりにいた雀すずめヶが原はらお嬢じよう様さまが腕うでを組みながら険けわしい顔で見下ろしていた。

「鷲津状……鷲津の意向に逆さからった者に送られる招待状よ。表おもて向むきはＯＧも幾いく人にんも参加する定例の懇親会──通つう称しよう『鷲津会』へのインベンションだけど……その実じつ態たいは鷲津派の関係者たちが内うち輪わでその全すべてを仕切る、部外者は徹てつ底てい的てきに攻こう撃げき、排はい除じよされる魔ま窟くつよ」

「……」

　何だその恐怖●聞みたいな煽あおり文もん句くは。

「おそらくは話に聞いた先日の『薔ば薇らのつぼみ』での一いつ件けんの意い趣しゆ返がえしなんでしょう。実に鷲津派はらしいやり方といえるかしら。──それにしてもさすがは鷲津ですわね。近い内には勢力第三位となった小春原さんに狙ねらいを絞しぼってくるとは思ったけれど、こんなに早く動くだなんて。その行動力だけは賞しよう賛さんに値あたいするわね」

　呆あきれたように息いきを吐はきながらそう口にする。

　むう……この鷲津会とやらはそんなに地じ獄ごくのような集まりなのか……

　まあ確かにあの学食での猛もう禽きん類るいお嬢様たちの行動を見てればそれもうなずけるというか……

「……」

　そしてその懇親会の内容として書かれていたもの。

　それは。




　──百ひやく人にん一いつ首しゆ大会。

　なのだった。
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　トロピカルな夢ゆめを見ていた。

　抜けるような青い空と同じくらいどこまでも青い海に囲まれて、マンゴーだかパイナップルだかのドリンクが入ったグラス片手にデッキチェアに横たわり南国のリゾートでのんびりとバカンスを楽しむ夢。

　降り注そそぐのは強きよう烈れつな南国の日差しと暖あたたかな空気。

　周まわりには果はてしなく真まっ白な砂すな浜はまが広がり、絵に描かいたような立りつ派ぱな椰や子しの木が屹きつ立りつしている。

「うーん……カリビアン……」

　思わずそんな声が口から漏もれる。

　傍かたわらに控ひかえているのはナース服を着た六人の美少女たち。

　こっちの向かって微ほほ笑えみながら、大きな葉っぱをウチワ代わりにほわほわとした風を送ってきてくれていたりしていて。

　……や、これは別に俺の願がん望ぼうとかじゃないよ？

　別に俺がナース服に対して特別な執しゆう着ちやくを持っているとかなわけじゃなくて、ましてやこの前見た日和ひよりさんたちのナース姿すがたが昔むかし懐なつかしの日光写真（日和さんの部へ屋やにはあるが……）のごとく鮮せん明めいに頭のセンタースポットに残ってたなんてわけではまったくない。これっぽっちもない。……ホ、ホントだよ？

　だけど……これは夢なんだよ。

　英えい語ごにするとドリーム。非ひ現げん実じつ的てきな夢む想そう時間。

　そんな夢の中でくらい……少しくらいはっちゃけてもいいんじゃないですかね？

　デッキチェアの寝ね心ごこ地ちを確かめながらグラスを傾かたむける。

　ドリンクの中で揺れる氷こおりがカランと音を立てて崩くずれ、その音すらも熱く燃える空気に吸い込まれていく。

「うーむ……ハワイアン……」

　南の島のカメハメハ的な大だい王おう様さま気分でデッキチェアの枕まくら元もとにあったフルーツを取ろうとして。




　ふにゃり♪




「……？」

　何だか柔やわらかいものが右手に触ふれたような気がした。

　手のひらにフィットする丸みを帯おびた感かん触しよく。

　むう、転がってきた小ぶりの椰や子しの実みか何かか……？　夢ゆめにしてはずいぶんとリアルというか心躍おどる感触だな……

　そんなことをまだ半分以上寝ねてる頭で思いながら薄うっすらと目を開けてみて。




「あ……おにいさん……おはようございます……」




「……」

　……あれ？

　何だか今唯ゆい香かに似にたお嬢じよう様さまが隣となりに横たわってたような気がしたんだが……

　……

　……いかんな。

　……まだ寝ぼけてるみたいだ。よりにもよって自室の布ふ団とんに日和ひよりさんの友達をハーレムのようにはべらしてるなんていうほとんど妄もう想そうみたいな夢を見るとは、桃もも子こ辺あたりに人間の産業廃はい棄き物ぶつ呼ばわりされても文もん句くは言えんというか。
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　心の中で反省のポーズ（壁かべに手をつくやつ）を取って反対側を見てみる。

　そこには。

「……う～ん……おホモだちがいっぱい……」




「…………」

　……こっちには、なんか日向ひなたに似にたお嬢じよう様さまがネコのように腕うでにまとわりついてきている姿すがたがあった。

　さらさらの髪かみの毛けと少し大きめのパジャマがシーツの上に無む造ぞう作さに広がっている。

　……うん、最近の夢ゆめはずいぶんとクリアでハイビジョン画質なんだな。

　これも昨さつ今こんの地デジ化の影えい響きようってやつですかね（うちはまだ未み対たい応おうだが）。

　現実から目を逸そらすように再さい度ど反対側に頭を戻す。

　するとよく見るとそこには──




「……い、いけませんわ魅み怨おん……貴女あなたはまだ表おもてに出ていい存そん在ざいでは……」

「…………すやすや……」

「……光ひか琉る様さま……小こ春はる原ばらさん……す、好すき……」

「………………」

　ネコ喫きつ茶さのよく慣なれた仔こネコたちのように横たわる皐さ月つき、ましろ、美み咲さきのお嬢様ズ。

　だれもかれもがすやすやとよく眠っていて、微び妙みようにネグリジェの裾すそやら胸むな元もとやらがまくれてたりしていて……

　この時点でもうすでに半なかば以上心が折おれかけてたんだが、さらにこれでとどめかと言わんばかりに、胸の上に寄り添そうように。




「……ゆーおにーちゃん……だいすき……です……♡」




「……」

　そんなことをつぶやきながらきゅ～っと抱きついてくる日和ひよりさんの姿があった。

　いつも通りの地味なヨモギ色の仔こブタ柄がらパジャマ姿で、甘あまえる仔こ犬いぬのようにすりすりと頰ほおをすり寄せてきている。

「…………」

　そこでようやくこれは現実だと心の底から思い知らされたわけだが。

　…………

　……

　……いや。

　……これはかなりマズくないですか？

　とりあえず何だってこんなフィフスだっこちゃん状じよう態たいになってるのかはひとまずはさておくとしても、こんな犯はん罪ざいスレスレでイエローゾーンなところをだれかに見られたら、それこそ俺の社会的地位はお酒が入った勢いで女子社員に対してちょっと「ちょんまげ」をやっちゃった中間管かん理り職しよくのおっさんのごとく終しゆう焉えんを迎むかえてもおかしくはないわけで──




　──ガチャン！




「!?」

　と、そこでそんな音がした。

　開け放たれたドアの向こうを見てみると……そこにはベイビー・ヘッ●テルミン（不ぶ気き味みな赤あか子ご顔がん面めん型がたテルミン）を床ゆかに取り落として世界の終わりみたいな顔をした音ね色いろさんの姿すがた。

　げ、よ、よりによってこのタイミングでこの人に……

「い、いや、違ちがうんだ、これは……」

「ゆ、ゆーくんの……」

「？」

「ゆ、ゆーくんの……ろりこ～ん！　ぺ、ぺどふぇりあっ！　音色さんっていうものがありながらそんな破は廉れん恥ちな条じよう例れい違い反はん行こう為いに及およぶなんて……！　た、逮たい捕ほされて三さん面めん記き事じのトップを華はな々ばなしく飾かざっちゃえばいいんだ～！　うわ～ん……！」

「ちょ、ま──」

　桜さくら乃の日和ひより荘そう中じゆうに響ひびき渡わたりそうな声でそんなことを口走りながら号ごう泣きゆう状じよう態たいで階下へと走っていった（途と中ちゆうで一回転んでさらに涙なみだ目めになってたけど）。

　だ、だからそういうことを大声で絶ぜつ叫きようするなってのに！

　そういうことを聞かれると面めん倒どうになりそうな住じゆう人にんがここにはたくさん──

「…………死ねばいいのに、このあさましい豚ぶた野や郎ろう」

「も、桃もも子こ……」

　その内の一人が、廊ろう下かから養よう豚とん場じようの豚でも見るみたいな目でこっちを見ていた。

「……朝っぱらから能のうなしビッチの耳みみ障ざわりなやかましい声が聞こえてくるから何をしているのかと思えば……はっ、いいご身み分ぶんね。あんたなんてモビルスーツのカップリングでいえばせいぜいザ●×ジ●くらいの量産型レベルだってのに」

「ぐ、だ、だからこれは……」

「……黙だまりなさい。呼こ吸きゆうをするくらいしか能のうのないミトコンドリアに反論する権利なんてあると思ってるの？　はっ、ご立りつ派ぱな肺はいね。せいぜい二に酸さん化か炭たん素そを吐はき出して地ち球きゆう温おん暖だん化かにでも貢こう献けんしてみたらどうかしら？　エラ呼吸しかできないドブ川の魚よりは世界の汚お物ぶつになれると思うわよ。ったく、この植物にも劣おとる下か等とう生せい物ぶつが」

「……」

　それだけ言って桃もも子こは舌した打うちとともに自分の部へ屋やへと戻っていった。

　……ホントに、よくここまで人の尊そん厳げんを地べたに這はいつくばらせる言こと葉ばが出てくるな、この性しよう悪わるニート！

　速そつ射しや砲ほうのように浴あびせられた悪わる口ぐち雑ざつ言ごんの嵐あらしに心の底からため息いきを吐つきつつ部屋の中に戻ろうとして。

　さらには柱はしらの陰かげに。

「一いち部ぶ始し終じゆうは撮さつ影えいさせてもらった」

「い、厳いつく島しまさん……」

「おかげでいい画えが撮とれた、ナイスハーレムである、大たい義ぎであった。……羨うらやましい」

「……」

　堅かた苦くるしい言葉遣づかいとは裏うら腹はらないい笑え顔がおでぐっと親指を立てるとそのまま階段を下りていってしまった。

　……ま、まあもうこの桜さくら乃の日和ひより荘そうが誇ほこるダメ人間どもについては放っておくとして。

　何だってこんな事じ態たい（俺の部屋で日和ひよりさんたちが昼寝中の仔こ猫ねこ状じよう態たい）になってるのかってことである。

　いまだに夢ゆめであってほしい目を背そむけたい現実。

　その根本的な原因は三日前に遡さかのぼり──
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「──だったらさ、合がつ宿しゆくをすればいいんじゃないかな？」

「え？」

　不意打ち的な鷲わし津づ状じようの到来から三十分後。

　菜さい園えん部ぶの皆で対たい策さくを考えつつ昼ひる飯めしを食べている時に、唯ゆい香かの口から出たのがそんな言葉だった。

「百ひやく人にん一いつ首しゆ大会……確かに大変なことだと思う。鷲津会の話も聞いたことあるしあんまりいい噂うわさを聞かないのも知ってる。でも、だったらここはみんなで協力しないと。ワンフォーオール、オールフォーワンだよ！」

「それは、そうだが……」

　だけどそこから何で合宿なんて言葉が出てくるのかがいまいち分からないんだが。

「日和ちゃん……百人一首は経けい験けんないんだよね？」

「あ、は、はいです。か、かるたでしたらよくやっていますが、ひゃくにんいっしゅは未経験で……」

「そっか～。ん、だったらやっぱりみんなで集まって集中的にやった方が効こう率りついいと思う。百ひやく人にん一いつ首しゆなら私たちも力になれると思うし、三人寄れば文もん殊じゆの知ち恵えだから六人集まればきっと阿あ弥み陀だ仏ぶつの叡えい智ちだしね～。それにちょうどもうすぐ中間試験もあるし、みんなで集まって勉強すれば楽しいと思う。あ、菜さい園えん部ぶの勉強会とかも兼かねてもいいかな♪」

「……」

　確かに言ってることはもっともだな。

　日和ひよりさんも俺も百人一首の知識はさっぱりだし、教えてもらえる当てもない。

　素そ養ようのある唯ゆい香かたちが付きっきりで特とつ訓くんしてくれるってなら、それは願ってもないことかもしれん。

　当とうの日和さんも。

「わ、わあ、がっしゅく、ですか……♪」

　胸むねの前で両手を地味に握にぎりしめながら目をきらきらと輝かがやかせている。

　うーん、まあこれまで何というか、その、あんまり人間の友達がいなかったからな。こういうお泊とまり会的なノリは初体験なんだろう。

　日向ひなたたち他のお嬢じよう様さまも。

「合がつ宿しゆく……確か白い褌ふんどしを着用したがちむちたちが汗あせだくで互たがいの友情を深め合うという日本古こ来らいの伝でん統とう的てきな儀ぎ式しきですよね～♪」

「新あらたなる奇き跡せきに向けて秘ひ儀ぎを開発するサヴァト……いいですわね、賛さん成せいですわ」

「……や、やりたい、です……」

「小こ春はる原ばらさんのためならば、どんな助じよ力りよくも惜おしみはしないわ」

　完全にやる気である（一人二人なんか合宿の意味を根本的に勘かん違ちがいしているのがいるが）。

　これはもう決定といってもいいだろう。

　だがここで問題が一つ。

「──でも場所はどこにするんだ？　合宿っていうからにはそれなりにスペースがあるところじゃないと……」

　マズいよな？

　百人一首自体練習するのにそこそこ場所を取りそうだし、菜園部は全員で六人の大おお所じよ帯たいだ。中ちゆう途と半はん端ぱな広さではミッションインポッシブルだろう。

「ん～、そだよね。場所か～」

「部室でやるというのはどうですか～？　広いですし来き慣なれているので安心です～」

「それは無理だわ。姫ひめ乃の宮みやでは特別な正当事じ由ゆうがない限り、学院内に宿しゆく泊はくするのは認められていない。生せい徒と会かいの一員として見み過すごすわけにはいかないわ」

「でしたら山奥の山さん荘そうでも借りるというのは？　秘儀に相応ふさわしい良い方位の場所を知っていますわ。ふふふ……」

「……さ、山さん荘そうは殺人事じ件けんが起こりそうで、こ、怖いです……」

「……」

　うーむ、なかなか決まらないもんだな。

　その時だった。

「──あ、あの……だ、だったら、桜さくら乃の日和ひより荘そうはどうでしょうか……？」

「え？」

　それまで地味に黙だまっていた日和ひよりさんがおずおずと手を上げながらそんなことを言ってきた。

「さ、桜乃日和荘です……。て、てまえみそで恐きよう縮しゆくなのですが、空あき部べ屋やもいくつかありますし、学校からもそんなに遠くないですし、さいてきだと思うのですが……」

「むう……」

　桜乃日和荘うちか……

　まあ確かにそこそこの広さはあるし、ムダに部屋も余あまってたはずだ。

　だが仮かりにも箱はこ入いりで育ちのいいお嬢じよう様さまたちをあんな廃はい屋おく（見た目的に）に招しよう待たいするのは大だい丈じよう夫ぶなのか？　色々と世間に出せないダメ人間どもも漏もれなくセットとして付いてくるし、モラルハラスメントとかで訴うつたえられたりしないだろうな……

　そんな俺の懸け念ねんに。

「わ～、あの日和ちゃんとおにいさんが住んでるレトロな建物にお泊とまりできるんだ？　それ、すっごくいい～♪」

「お話に聞いていたうさぎ小屋ですか～？　行きたいです～♪」

「ウサギは異い世せ界かいへの旅立ちの象しよう徴ちよう……悪くありませんわね」

「……う、うさぎ、さん……？」

「小春原さんのお家ならばウサギ小屋でもブロイラー小屋でも全すべて許きよ容よう範はん囲いです」

　意外にお嬢様たちは乗り気でしたね。

　そういうことなら……構わないのか？

　指をぴこぴこと地味に回しながら日和がうかがうようにこっちを見て。

「お、おにーちゃん、だ、だめですか……？」

「いや、ダメではないと思うが……」

　むしろ唯ゆい香かたちの方から拒きよ否ひされないかそれのみの一点突とつ破ぱだったというか。

　ゆえにそのことがクリアされたなら、俺としても別に断る理由はない。目に届とどくところで行動してくれた方がこっちとしても気が楽らくだし。

　なので。

「──分かった。じゃあ桜乃日和荘うちでやるか」

「あ……」

　その言こと葉ばに日和さんがぱあっと替えたての電球みたいに地味に顔を輝かがやかせる。

「あ、ありがとうございます、おにーちゃん……！」

「ん、いや」

　まあ……何となくこうなるような気もしたしな。







　──とまあそういう次し第だいで。

　ちょうど昨日きのうの学校帰りから合がつ宿しゆくは始まって。

　現在こうして桜さくら乃の日和ひより荘そうは、日本でもっともお嬢じよう様さま密みつ度どの高い築ちく七十年の安やすアパートと化しているというわけである。ていうか全員の身みの代しろ金きんとかを合わせたら桜乃日和荘周しゆう囲い一キロの土地を軽く買ばい収しゆうできるんじゃないのか、これ。

　そして何だって別部屋で寝ねていたはずの日和ひよりさんたちがまとまって俺の部屋の煎せん餅べい布ぷ団とんの中に収まっていたのかというと。

「あ、あの、すみません……わ、わたしが寝ぼけておにーちゃんの部屋に行ってしまったらしくて……」

「ん～、隣となりで寝てた日和ちゃんが枕まくらを持って急に起き出したから、何かあるのかな～って付いていってみたんだけど～♪」

「唯ゆい香かちゃんが歩いて行くのが見えたので追つい尾びしてみました～♪」

「高たか千ち穂ほさんがふらふらと部屋から出て行ったようだったので、何か頭の悪い堕だ天てん使しにでも憑ひよう依いされたのかと思い後を追いかけたんですわ」

「何だかよく分からなかったけど、久く我が山やまさんがどこかへ行く後ろ姿が見えたのでとりあえず行ってみたのよ」

「……ひ、ひとりで寝るのは……さみしかった、ので……」

　だ、そうである。

　まったくそんな鮎あゆの友とも釣づり的なアクションのせいであと少しで『魚類・植物』＞『ミトコンドリア』[image: いこーる]『俺』になりかけたというか……

　憮ぶ然ぜんとした表情になる俺に。

「まあまあ、ちゃんと誤ご解かいも解とけたんだし。それにおにいさんだってかわいくて可か憐れんなお花の女子高生たちといっしょに朝チュンを迎えられて少しは嬉うれしかったでしょ～♪」

「む……」

「へへ～、図ず星ぼし？　らっき～すとらいく～？」

「そ、そうなんですか、お、おにーちゃん……？（ちょっと嬉しそう）」

「私たちは据すえ膳ぜんというやつだったのですね～♪」

「……ふっ、変へん態たいね」

　唯香たちがそんなことを言ってくる。

　ぐう、言いたい放題だな。いやまあ……そりゃあ嬉うれしいか嬉しくないかで訊きかれたら、少しは役やく得とくだとか思ってたりなんかしてないこともないわけじゃなかったりもするんだがさ。

　そんなことを考えながらきゃっきゃっ♪　と楽しそうに声を上げるお嬢じよう様さまたちを眺ながめていると。

「……ふん。卑いやしい豚ぶた野や郎ろうのミジンコほどの言い訳わけはいいから、さっさとお茶を煎いれなさい。ちゃんと水出し玉ぎよく露ろにするのよ」

「ぬ、桃もも子こ……」

「あんたが淫いん行こう条じよう例れいに抵てい触しよくして性せい犯はん罪ざい者しやとして一生消えない汚お点てんを経けい歴れきに残すのは勝かつ手てだけど、ちゃんと管かん理り人にんとしての役やく割わりを果たしなさいよ。……このごくつぶしの使えない豚野郎が」

「お腹なかすいた～……。音ね色いろさん、シリアルに牛乳をかけるなんてミシュランなことできない～……」

「速すみやかな朝あさ餉げの支し度たくを所しよ望もうする」

「……」

　いつの間にかやって来てまったく空気を読まずそんなことをのたまうダメ人間たち。

　普ふ段だんならこんな時間（午前七時半）には間ま違ちがっても起きてはこないんだが、今日は来客がいることから気まぐれで起きてきたらしい。ったく、ホントにいてほしい時にはいなくて、いなくていい時には休日に突とつ然ぜん凝こった料理を作りだそうとして奥おくさんに渋しぶい顔をされる世のお父さんみたいに出て来て文もん句くばっかり垂たれるんだよな。

　と。

「はい、音色おねえさん、牛乳はこっちのモーモーミルクでいいですか？」

「え、あ、うん、もちろんよ～♪　ありがとう～、唯ゆい香かちゃん～♪」

「どういたしまして～♪」

「霧きり嶺みねさんでしたよね？　さ、こちらを。二十九度の水からじっくりと煎れた極ごく上じようの水出し玉露です」

「……へえ、悪くないわ。雀すずめヶが原はらさんだったっけ？　あなた、なかなか礼れい儀ぎが分かっているじゃない」

「いえ、小こ春はる原ばらさんのご友人に対して当然の対たい応おうです」

「はい～、納なつ豆とうができましたよ～。日本の朝といえばやっぱり腐ふ敗はいしたお豆と発はつ酵こうした豆スープとからからに乾かん燥そうさせたお魚さんですよね～♪」

「おお、済すまぬな、日向ひなた殿どの」

「いえいえ～、お安いご用です～♪」

「……」

　このお嬢様たち、意外とダメ人間たちとまともに会話が成立してるのがアレなんだよな。

　まあどちらもベクトルが違ちがうとはいえ残念さでは同じようなレベルである。何か本ほん能のう的てきに通じ合うものがあるといえばそれまでなんだがさ。

　そんな感じに朝食を進めていて。

「──えっと、それじゃあこの辺で昨日決まったことをまとめてみよ～か？」

　と、唯ゆい香かがぴっと人差し指を立てながらそう口にした。

「クリアすべき目標とこの合がつ宿しゆくの目的。今度の鷲わし津づ会かいでテーマとされるのは百ひやく人にん一いつ首しゆ。個人でやるのか団体でやるのかはまだ分からないけど、どちらにせよたぶん日和ひよりちゃんは主しゆ賓ひん格かくで参加させられることになると思う。だからまずは百人一首の基き礎そを徹てつ底てい的てきにマスターしようってことで決定したんだよね」

「は、はい」

　こくこくと日和さんがうなずく。

　この合宿の第一目的。

　日和さんの到達すべき育いく成せい目的。

　それを達成するために昨日きのうの夜に決めただいたいの内容は以下のようになっていた。





　・読み札ふだ、取り札の暗あん記き




　・詠よみ手の声（音）の聴きき方




　・札の取り方（フォーム）の習しゆう得とく






　他にもいくつか細かな覚えるべきことはあるらしいが、まずは基本としてやらなければならないのはこれららしい。

「昨日もちょっとお話ししたけど、とりあえずはこの三点を重点的に進めなきゃかな～。読み札と取り札の暗記は私がやらせてもらうとして、聴ちよう音おんは美み咲さきちゃんが得意みたいだからお願いして、フォームは日向ひなたちゃんに任まかせていいかな？　皐さ月つきちゃんとましろちゃんには全体のフォローに回ってもらう感じで……」

　唯香が周まわりを見回しながらそう説明をしていると。

「……ふうん、百人一首ね。それなら私も力を貸してあげてもいいわよ」

「え？」

　と、桃もも子こがイスにアマゾネスのごとくふんぞり返りながらそんなことを言ってきた。

　この性しよう悪わるニートが？

「……何よその見られるだけで妊にん娠しんさせられそうないやらしい目は。ピヨのためなんでしょう？　百人一首は小学生の頃ころに教きよう養ようとして習わされたから、効こう率りつのいい覚え方くらいなら教えてあげられるわよ」

「……」

　むう、そんなこともできるのかこの性悪ニート。

　さすがは日常生活以外ではなんかよく分からない特とく殊しゆ能のう力りよくを持っているダメ人間③というか……

　すると音ね色いろさんたちも。

「あ、音の聴きき取り方なら音色さんもできる～♪　聴ちよう音おんと似にてる部分もあるから、昔むかしちょっとだけやってたことがあるの～♪」

「動きの型の修しゆう練れんには写真が役に立つのではないかな？　自みずからがどのような動きをしているかを客きやつ観かん的てきに眺ながめることは何においても有ゆう効こうなこと……。……それに、百ひやく人にん一いつ首しゆならば袴はかま姿すがたも……ふふ……」

　そんなことを言い出した。

　いやありがたいんだが、その能力の何分の一くらいかを実じつ生せい活かつに生かすことはできないんですかね。

　そうしてくれれば少しは世の中も平へい穏おんになるってのに。

　ダメ人間たちの相変わらずのムダな非ひ凡ぼんっぷりに呆あきれた気分になっていると。

「ふふ、なんかこうゆうのっていいね～♪」

「え？」

　と、唯ゆい香かが楽しげに言った。

「何だかすっごく合がつ宿しゆくっぽいってゆうか、みんなで一つの目標に向けて一いつ致ち団だん結けつする感じ。あ、これってあれだよね、本ほん家け〝ぴよの団だん〟と姫ひめ乃の宮みや版ばん〝ぴよの団〟の合体バ～ジョン、〝ぴよ・こらぼれーしょん〟だよ～♪」

「ふむ……」

　確かにそうだな。

　日和ひよりさんのレベルアップという共通目標のもとに集結した二つのグループ。

　コラボレーションとは言い得えて妙みようである。

「じゃあそうゆうことでいってみよっか？　本家と姫乃宮版〝ぴよの団〟による七泊はく八日の日和ちゃん強化合宿──名付けて〝ぴよ・こらぼれーしょん〟をみんなでがんばろ～♪」

「は、はいっ、お願いします……っ！」

「ふぁっくいっぱつです～♪（ファイト一発と言いたかったんだろうな……）」

「共ともに高みへと駆かけ上りますわよ」

「……ち、ちからになれるようがんばります……」

「必かならずや小こ春はる原ばらさんに勝利の花を！」

　そんなかけ声が桜さくら乃の日和ひより荘そうに響ひびいたのだった。







　　　２




　そういう流れで、合がつ宿しゆくこと〝ぴよ・こらぼれーしょん〟が本格的に始まった。

　昨日きのうの夜から鷲わし津づ会かい前日までの一週間。

　その間に唯ゆい香かたちが泊とまりがけで桜さくら乃の日和ひより荘そうに滞たい在ざいして、百ひやく人にん一いつ首しゆの上達法を教えてくれるという流れである。

「それじゃあ、まずは決まり字を覚えていこっか？」

「きまりじ……？」

　唯香の言こと葉ばに日和ひよりがちょこんと地味に首をかたむける。

「そ、決まり字。百人一首は上かみの句くが詠よまれたらそれに対たい応おうした下しもの句が書かれた札ふだを取るっていうのが基本的ルールなんだけど、その上の句のフレーズが出たら下の句はそれ一枚しかないっていう組み合わせがあるの。それが決まり字っていって、全部で七枚あるんだよ」

「そ、そうなんですか……」

「うん、だからまずはそれを確実に取ることができるようにするのが最初の目標かな。あとはそれと並へい行こうして残りの札の上の句と下の句の組み合わせを覚えていく感じで～。これはもう地じ道みちに一つずつつぶしていくしかないんだけど、さすがに一週間じゃ百枚全部覚えるのは無理だと思うから、何枚かを絞しぼって確実に覚えていくのがいいと思う」

　そんな風ふうに分かりやすくやるべきことを説明してきてくれる。

「……」

　なるほど、何ていうかカルタの拡かく張ちよう版ばんくらいにしか思ってなかったが、一ひと口くちに百人一首っていっても色々と大変なもんなんだな。少なくともドンジャラとマージャンくらいには似にて非ひなるものらしい。

「じゃ堅かた苦くるしい説明はこれくらいにしてひとまずは実際に見てみよっか。はい、これが練習用の読み札と取り札だよ♪」

「は、はい」

　渡わたされた計二百枚の札の束たばを見ながらこくこくとうなずく日和さん。

　と、そこで。

「──ちょっといいかしら」

「え？」

「基本的な方向性には賛さん成せいよ。上達のためには遠回りに思えても一つずつ覚えていくしかない。ただ覚え方にはコツがあるわ。そのまま覚えるよりも、語ご呂ろ合わせとかイメージに結むすびつけるのが一番いいわね」

　相あい変かわらずどこぞのエカテリーナ二世のごとくふんぞり返っていた桃もも子こがそんなことを言ってきた。

「こつ、ですか……？」

「そうよ。例えば『うかりける　ひとをはつせの　やまおろしよ　はげしかれとは　いのらぬものを』の歌だったら、これを全部覚えることはなくて、『うかりける』という上かみの句くを受けたら取るのは『はげしかれ』という下しもの句だから、この二つを関連付けて『脱だつ税ぜいに成功して浮かれまくるハゲた豚ぶた野や郎ろう！』って覚えればいいの」

「は、はげやろうさん……」

「同じように、『あはれとも　いふべきひとは　おもほえで　みのいたづらに　なりぬべきかな』だったら『あわれね、そんなチンケないたずらしかできない低てい能のうな豚野郎は！』という具ぐ合あいにね」

「な、なるほどです……！」

「うん、確かにそれはいいかも～。すごいです、桃子おねえさん♪」

「…………」

　……いや日和ひよりさんと唯ゆい香かは感かん激げきして尊そん敬けいの眼まな差ざしで見上げていたし実際覚え方としては秀しゆう逸いつだとは思うんだが、明らかに後半の豚野郎の部分はいりませんよね？

　蛇だ足そくというかほとんどマニキュア入りの足レベルというか。

　相変わらず生きる罵ば詈り雑ぞう言ごん製せい造ぞうマシーンだ……

　そんな俺の内ない心しんの突つっ込みなど完かん全ぜん無む視しで。

「分かった？　そんな感じに効こう率りつよく覚えていけばいいの。私が昔むかし覚えた時にまとめた語ご呂ろ合あわせノートがあるから渡しておくわ。活用しなさい」

「あ、ありがとうございます、桃子おねーちゃん」

　日和が手渡された一いつ冊さつのノート（なぜか某ぼうデ●ノートのように真まっ黒）。

　その中なか身みをちらっと覗のぞいてみたんだが……




『さびしさに　やどをたちいでて　ながむれば　いづこもおなじ　あきのゆふぐれ』

　↓

『友達がいなくて一人さびしい伊い豆ずの豚野郎！』




『なげけとて　つきやはものを　おもはする　かこちがほなる　わがなみだかな』

　↓

『せいぜいなげきなさい、豚野郎の卑いやしい過か去こを！』




『おくやまに　もみぢふみわけ　なくしかの　こゑきくときぞ　あきはかなしき』

　↓

『奥おく山やま、あんたの声を聞くとそれだけで耳から腐ふ臭しゆうがするのよ、この豚ぶた野や郎ろう！』




「…………」

　……これはなんかの悪わる口ぐちテンプレート集か？

　最後とか全国の奥山くんに集団訴そ訟しようされてもおかしくないぞ……

　どこまでも最さい悪あくだな……







「じゃあこれから詠よみ手ての声の聴きき方についての説明をさせてもらうわ」

「は、はい……」

　胸むな元もとで腕うでを組みながらこっちに視し線せんをやって。

　雀すずめヶが原はらお嬢じよう様さまがそう静しずかに声を発した。

「声の聴き取り方はそう複ふく雑ざつなものじゃない。だいたいの方ほう針しんとしては、おそらく札ふだの覚え方で鹿ろく王おう院いんさんたちが説明してくれたと思うけれど、決まり字とか上かみの句くの言こと葉ばとかをよく聴くことが一番ね。実際に読み上げられているのを聴くのが何よりの練習になるわ。もちろん私もお手て伝つだいをするし、今はネットで音声をダウンロードできたりもするからそれを使うという手もあるわね」

「だ、だうんろーど……」

　異い世せ界かいの言語でも口にするかのようにそうつぶやく。

　まあ……うちにはインターネットに繫つながったパソコンなんて便利なものは桃もも子この部へ屋や以外にないんですがね。

　その言葉に。

「……ここはいまだにバブル全ぜん盛せいの九十年代なのかしら？　まったく……」

「……」

　しょうがないだろ、貧びん乏ぼうなんだから。

　一日の生活費最低三百円で生きてる桜さくら乃の日和ひより荘そう住人を舐なめるなって感じである。

「……まあ、その辺はどうとでもなるわ。ダウンロードデータは私が持っているから、それをＭＰ３プレーヤーか何かに移して小こ春はる原ばらさんに貸すわね」

「お、お世話になりますです……」

「いいのよ。その、大事な……お、お友達の、小春原さんのためだもの……」

　日和さんの顔を見ながらはにかんだように笑えみを浮かべる。

　うーむ、こんな顔もできるんだな、この雀ヶ原お嬢様。

　メッタに見られないというか俺に対しては寝ねている時にさえ見せないかわいらしい一いち面めんに微び妙みように感心していて。

「──あとのポイントとしては、母ぼ音いんの違ちがいをうまく聴きき分けることかしら～♪」

「え？」

　と、それまで隣となりでのんびりむしゃむしゃとポテトチップス（バーベキュー味）を食べていた音ね色いろさんがそうお気き楽らくな声で付け加くわえてきた。

「ん～とね（むしゃむしゃ）、母音の違いによって最初の詠よみ手の息いきの吐はき出し方に微び妙みような違いが出てくるのよね～（むしゃむしゃむしゃ）。ニュアンスだけど、『ａ』だと『はぁん♪』で『ｉ』だと『ひぃん♪』って感じで～。その違いを聴き分けることができたらかなり有利になるんじゃないかな～って、音色さん思うんだ～（むしゃむしゃむしゃむしゃ）」

　完全にフィーリングですね。

　おまけになんかものすごい軽い感じで言ってるから簡かん単たんそうに聞こえるが、それってものすごく難むずかしいことなんじゃないのか？　少なくとも俺にはこれっぽっちもできる気がしないんだが……

　その考えを肯こう定ていするように雀すずめヶが原はらお嬢じよう様さまも眉まゆをひそめて。

「それは確かにそうかもしれないですけれど、それは理論上のことでしょう。母音の違いを息の段階で聴き分けるなんて現実にそんなこと……」

「ん～、だいじょぶじゃないかな～？　ぴよちゃん、こう見えてものすごく耳がいいから～。前に照てる美みちゃん（注：テルミンの名前です）を教えてた時に感じたんだけど、聴き分けがすっごくいけるのよね～。照美ちゃん（注：テルミンの名前です）と照子ちゃん（注：同じくテルミンの名前です）の微び妙みような違いが分かるくらい。だからいけると思うんだけどな～♪」

「……」

　むう……地味が信しん条じようの日和ひよりさんにそんな特とく技ぎが備えられていたのか？

　しかし考えてみれば昔むかしから近所のばあちゃんが読んでたお経きようを耳コピ（？）したりお気に入りの演えん歌か歌か手しゆのこぶしの部分を一いつ生しよう懸けん命めいに真ま似ねようとしたりスーパーの閉へい店てん直前値ね引びきの声をだれよりも敏びん感かんにキャッチしたりもしてたからな。生活必ひつ要よう上じよう自然に身みに付いていたのかもしれん。

「というわけで、ひとまずは息づかいを聴き取るレッスンからね～♪　息づかいを意識するためにも、自分でその息づかいを口にしてみたりするのが効こう果か的てきかも～」

「わ、分かりました、さ、さっそくやってみます……っ！」

　大きくうなずいた日和さん。

　きゅっと目をつむりながら両手を握にぎりしめると。

「あ、あはぁん……ひ、ひぃん……ふ、ふぅぅん……」

「……」

「え、ええんっ…………お、おおぅ……」

「…………」

　……いや。

　……ダメだろ、これ。







「ではでは、ふぉ～むの基本を指し南なんです～♪」

　基き礎そ事じ項こうの最後である、札ふだの取り方をレッスンしてくれるのは日向ひなただった。

「基本的な身体からだの使い方はですね～、だら～っと力を抜いて～、全ぜん身しんをふわ～っとさせて～、そのまましゅぱ～っと利きき手を動かす感じです～」

「……」

　うーむ、こののんびりというかある意味では日和ひよりさんよりもさらにのほほんとしてそうなおホモだちお嬢じよう様さまで大だい丈じよう夫ぶなのか？　なんか一番相あい性しよう的てきに向かん素そ材ざいのような気もするが……などと思ったのも束つかの間ま。

「それじゃあちょっとヤってみますね～。見ていてくださいな～♪」

　そんな言こと葉ばとともににっこりと微ほほ笑えんで。

　次の瞬しゆん間かん。

　シュパッ！

「…………」

　……え？

　……なんか今、手というか身体からだの動きがまったく見えなかったんですが……

「お分かりになりましたか～？　じゃあ～、もう一回ヤりますね～♪」

　シュババッ！

「…………」

　一いつ瞬しゆんのつむじ風。

　ほとんど残ざん像ぞうみたいな影かげしか視し界かいに入ってこなかった……

　呆ぼう然ぜんとなる俺と日和さんに。

「はい、それじゃあ今のをヤってみてください～♪」

　……できるか！

　生後三日のトイプードルに八の字くぐり（高こう等とう芸げい）をしろと言ってるみたいなもんである。

　隣となりの日和さんも困こまったような顔で「え……え……？」とおろおろとしている。

「……日向、頼たのむからもう少し簡かん単たんそうなところから教えてくれ……」

「簡単そうな、ですか～。そうですね～……」

　日向はう～んと首をひねって。

「では札の並べ方から始めましょうか～。札を並べるというのは畳たたみの上に順序よく札を置いていくことを言いまして～……」

「簡かん単たんすぎるわ！」

　調ちよう教きようされた犬でもできるシンプル作業である。

　どうしてこう極きよく端たんなんだろうね、このおホモだちお嬢じよう様さまは。

「分かりました～。ではではふぉ～むのポイントを少し～。といってもふぉ～むは人それぞれなのでこれという決けつ定てい打だはないのですが、私なりのやり方をお伝つたえします～。まずは脇わきをしめてできる限かぎり腕うでの可か動どう範はん囲いを狭せまくします～。そうすることで力が効こう率りつ的てきに伝でん導どうされて有ゆう効こうなのです～。てこの原げん理りに近い感じといいましょうか～。感かん覚かく的てきにはちょうど門などを閉める動きとかも参考になるかもしれません～♪」

「は、はいです」

「……」

　初めからそういうことを教えてくれればいいのに……

　ちなみに一連のやり取りをしている間、厳いつく島しまのおっさんは「い、いいよー、いいよー！　制服姿の女子高生令れい嬢じようがスカートの裾すそをはためかせながら百ひやく人にん一いつ首しゆ……！　さ、最高だ、ハアハア……！」などとあえぎながらスーパーカメラマンをしているだけだった。

　変へん態たいだ……







　そんな感じに合がつ宿しゆくこと〝ぴよ・こらぼれーしょん〟は進められていった。

　泊とまりであることを利用した二十四時間体制の完全密みつ着ちやく指し導どう。

　それぞれの習しゆう得とく項こう目もくごとに唯ゆい香かや音ね色いろさんたちが交代でレッスンをして、空あいている時間は日和ひよりさんの自じ主しゆ練れんに当ててそれに俺が付き合ったりする。

　それはまさに文字通り合宿形態で進んでいったわけだが。

「……」

　実のところ、毎日のレッスンよりも大変なことがあった。

　それは何かというと──

　例えば風ふ呂ろ上あがりの台所。

　その冷れい蔵ぞう庫この前で……バスタオル一枚だけを装着して、腰こしに手を当てながらコーヒー牛乳をこくこくと飲む日向ひなたの姿すがたがあった。

「！　ひ、日向？」

「はい～？」

　この上なくのんびりとした返事。

　どうして声を上げられてるんだかまるで分かってないといった顔である。

「な、何やってるんだ？　そんな格かつ好こうで……」

「え、牛乳を飲んでいますです～♪　何でも日本ではお風呂あがりはこうするものだとうちの執しつ事じが言っていたのですが～。何でもハッテンバというところから続く伝でん統とうだとか～♪」

「……」

　また執事か……

　いいかげん解かい雇こした方がいいんじゃないですかね、そのガ●ホモ。

　そして問題としてるのはその行こう為い自じ体たいじゃなくてそれをやっている格かつ好こうなんだが。

「と、とにかく細かいことは後回しだ！　早く服を着て……」

「お風ふ呂ろあがりのこ～ひ～牛乳はほんとうにおいしいですね～♪　おかわりはありますでしょうか～？（聞いてない）」

「だ、だから服を着ろってのに！」

「はい～？」

　まあ……こういうことである。

　マイペースなお嬢じよう様さまたち。

　どこまでも個性的で、一いつ般ぱんの庶しよ民みん生活とはおよそ無む縁えんの浮うき世よ離ばなれ娘むすめばかりであり……

　例えば美み咲さきとましろに割り当てられた部へ屋やで。

「……ちょっと待まて美咲、それは何なんだ……？」

「何って、添そい寝ね用に使う光ひか琉る様さまの等とう身しん大だい抱だき枕まくらだけれど？」

「……」

　呼こ吸きゆうするかのごとく当たり前に答えましたね。

「……。……分かった。それはまあ（変へん態たいだが）この際いいとして、そのスパイセットみたいな機き材ざいは何だ？」

「光琉様の御位置を逐ちく一いち把は握あくして誤ご差さ五秒で報ほう告こくする『♪PIKARIS011♪』と光琉様の発するあらゆる御音を捕ほ捉そくする『♪PIKARIS095♪』に決まってるでしょう。そしてこっちはそれらを統とう括かつする制せい御ぎよ用ようのスーパーコンピューターよ。それが何か？」

「何か、じゃないだろ！」

　美咲とましろ用に割り当てられた部屋を埋うめ尽つくす大量の怪あやしげな機材。

　おまけに鷹たか匠じようお嬢様のポスター（自作）やら隠かくし撮どり写真やら等身大パネルやらが辺あたり一面に散さん乱らんしていて……

　いやここはストーカーの前ぜん線せん基き地ちじゃないんですがね！

「何よ、うるさいわね。これくらい生活必ひつ需じゆ品ひんでしょう。……そ、それに、小こ春はる原ばらさんのだってあるんだから（ぽっ）」

「そこは頰ほおを赤らめるとこじゃない！」

　ったく、真しん性せいの変態だ……

　さらには日向ひなたと皐さ月つきに割り当てられた部屋では。

「……。……何をしてるんだ、皐月？」

「……！（びくっ）」

「……いや、何かこの部へ屋やからうめき声みたいなのが聞こえてきて怖いっていう話で来たんだが……」

　……まあ……原げん因いんが何かは見てみれば一いち目もく瞭りよう然ぜんというか。

　こっちを向いて凍こおり付いた表情を浮かべる皐さ月つき。

　俺が声をかけるまでは鏡かがみの前で何やら手しゆ印いんのようなものを組みながら……「カイザード……アルザード……キ・スク・ハンセ……グロス・シルク……」と呪じゆ文もんのようなものを連れん呼こしていた。

「……」

「……」

「……」

　……念ねん仏ぶつの練習でもしてらっしゃったんですかね？

　ちなみに同室の日向ひなたはまったくもってこれっぽっちも微び動どうだにせずすやすやと眠りに就ついていらっしゃる。大物だ……

「……で、これはまた、例の〝魅み怨おん〟とかの影えい響きようなのか？」

「……そ、そうよ！　み、見ればお分かりになるでしょう！　べ、別に、バ●タードの七鍵守護神ハーロ・イーンを暗あん記きするために練習していたわけではないのですからね！」

「……分かった分かった。せめてもう少し静かにな」

　真まっ赤かになった皐月とそんなやり取りをしたり。

　はたまた就しゆう寝しん前まえの寝しん室しつ（美み咲さき、ましろ部屋）で。

「……う……ぐすっ……エリザベートがいません……」

「エリザベート？」

　何だそれ？

　寝るときにいつもいっしょにいたヌイグルミかあるいはペットのネコとかの名前か何かか？

　それなら日和ひよりさんの部屋にあるマミーくん（ミイラの形をした等とう身しん大だいヌイグルミ。日和の親父さんのエジプトからの贈おくり物）で代だい用ようを……

　だが返ってきた答えは。

「……おうちで飼かっている、アルパカ、です……」

「アルパカッ！」

　思わず声が出た。

　そんなもの一いつ般ぱん家庭にあるはずがないですよね!?

　だけどましろはこの上なく悲しげな顔で。

「……エ、エリザベート……うう、ぐしゅ……」

「……」

　……うーむ。

　……どうしたもんか……

　考え抜いた末に俺が出した結論は。

「──分かった。これをエリザベートの代わりだと思って……」

「……？　……」

「ちょっと……使い古されてるんだが……」

　手て渡わたしたのは愛あい用よう（俺の）毛糸の腹はら巻まき。

（薄うす汚よごれてはいるが）基本の色は白で、もざもざとした肌はだ触ざわりがちょっとお年を召めしたアルパカに似にていないこともない──

「……う、うぇええええええん……！」

　号ごう泣きゆうされた。

　いや当然といえば当然かもしれんが……

「……」

　まあ何ていうか……だいたいがそんな勢いきおいだった。

　個性的すぎるお嬢じよう様さまたちとの共同生活。

　色々と俺たちの一いつ般ぱん感かん性せいとかけ離はなれすぎていて対たい処しよに困こまることも多々あるんだよな。

　そんな中でもっともまともだと思われた唯ゆい香かだったが。

　唯香も唯香で、微び妙みように問題はあることが分かった。

「やっほ～、おにいさん♪」

「ゆ、唯香……？」

「えへへ、来ちゃった～♪」

「…………」

　いや基本は話も分かるし常じよう識しきもあるいい子なんだよ？

　ただ夜中の十一時に何の前まえ触ぶれもなく俺の部屋の布ふ団とんでおねむ前の仔こ猫ねこのごとくごろごろしてるのとかはやめてもらいたいというか……

「あー、どうしたんだ？　何か用事でも……」

「ん～、用事ってゆうか、こみゅにけ～しょんかな？　おにいさんとちょっと〝ぴろ～と～く〟したかったんだ～♪」

「ピ、ピロートークってな……」

　意味が分かって言ってるんですかね、このお嬢様。

　すると。

「分かってるよ～。素す敵てきであだるてぃ～♡　な大人の愛あいの語らいでしょ？　殿との方がたと婦ふ女じよ子しが桃もも色いろのひとときを共有した後にベッドの中でする……きゃっ♪」

「……」

　最近分かってきたんだが、清せい楚そで上じよう品ひんそうな外がい見けんに似に合あわずどう考えてもマセガキだよな、このお嬢じよう様さま……

　心の中でため息いきを吐つく俺に。

「ま、それは冗じよう談だんとして～、ちょっとお休み前にお話ししたかったんだ。おにいさんといるとなんか安心するんだもん。ほっとして素すの自分を出せる感じってゆうかさ。なんかほんとのおにいちゃんみたいだな～♪　ごろごろ～♪」

「……」

　警けい戒かい心しんゼロの都と会かいのハトみたいなアクション。

　おまけに布ふ団とんの上でむやみやたらに寝ね返り運動をするせいで、パジャマのジョイントポイント（？）からちらちらと胸むな元もととか健康的な白いお腹なかとかが覗のぞき見えていたりして……

「ん、ど～したんですか、おにいさん？」

「……い、いや……」

「？　へんなの～♪」

　う、うーむ、本人はこういう点に関してはいたって無む自じ覚かくというか、いたずら心はあるとはいえ、悪わる気ぎはないのがやりにくい理由なんだよな……

　……まあ、かわいいし。







　とまあそういった具ぐ合あいに色々と悩なやみは尽つきない状じよう況きようではあるが、困ったことばかりでもなかった。

　お嬢様（×五）in桜さくら乃の日和ひより荘そうなシチュエーション。

　やっぱり何だかんだで人数が増えるのは賑にぎやかで楽しいし、喜よろこばしいことであり。

　何よりそのキャラ的に残念なところは多々あっても、それを補おぎなって余あまりあるくらいに基本的には素直で性格はいい子なお嬢様たちである。

　いっしょに過ごす時間は笑え顔がおが絶たえないものであって……

「──ほら、野や菜さいもちゃんと食べなきゃダメだぞ。せっかくの鍋なべなんだから」

「うん、分かってるよ～。でもやっぱりメインはこっちってゆうかさ～。えへへ、お肉おいし～♪」

「私たちは育ち盛ざかりの肉にく奴ど隷れいですものね～♪」

「あ、こら、だめですわよ高たか千ち穂ほさん。お野菜よりも先に牛肉を投入しては」

「え～、どうしてですか～？」

「牛肉は火が通りやすいですけれど野菜は物により多少時間がかかります。ゆえに牛肉よりも野菜を先に投入することは厳げん格かくに鍋の規き律りつで定まっているのですわ。これは真しん理りです（きっぱり）」

「はあ～、なるほど～。日本のお鍋なべは奥深いのですね～」

「……ほふ……ほふ……（黙もく々もくと上海シヤンハイガニを食べてる）」

「久く我が山やまさん、意外に鍋奉ぶ行ぎようね……」

　みんなで材料を持ち寄りながらの（唯ゆい香か：雑ぞう炊すい用ようの魚うお沼ぬま産さんの高級コシヒカリ。日向ひなた：出だ汁し用ようのアワビとクチコ。皐さ月つき：高級上海ガニ×人数分。ましろ：高級魚クエ（不ぶ細さい工く）を丸ごと一匹ぴき。美み咲さき：百グラム一万五千円の牛肉。……日和ひよりさんと俺：『菜さい園えん部ぶ』のお裾すそ分わけ野や菜さいと桜さくら乃の日和ひより荘そうの周まわりに生はえていた野草。それとスーパーで特売だった鶏とり肉にく）寄せ鍋の場面とかでもそれは変わることなく。

「でもおにいさん、ほんっと料理じょうずだよね～。本ほん職しよくみたい♪」

「え、そうか？」

「うん、これだけ色んな材料を入れてるのにちゃんと味が濁にごることがなくてととのってるんだもん。それってすごいことだよ～♪」

「はい～、とても感かん服ぷくいたしました～♪」

「きちんと野菜→肉という順番を遵じゆん守しゆしたことは尊そん敬けいに値あたいしますわ」

「……ほふ……ほふ……こくり……ほふ……（上海ガニを食べながら）」

「この程度の腕うで、そこまで大騒ぎすることではないんじゃない？　まあ悪くはないけれど、並なみレベルよ」

「え～、でも美咲ちゃん、さっきからずっとおにいさんお手製のつくねを食べてるみたいに見えたけどな～♪　よっぽど気に入ったんだね、ふふ～♪」

「こ、これは、ただ私はこの鶏にわとりのミンチが好こう物ぶつなだけで……」

「む、むう……」

「……ふん、この豚ぶた野や郎ろうの特とく技ぎはそれだけなんだから、別にほめるようなことでもないじゃない（むしゃむしゃばりばり）」

「え～、ゆ～くんの料理の腕は貴き重ちようだと音ね色いろさんは思うわよ～？　……でも今は何よりお肉ね～。ふふ、あ～ん、このお肉、口の中でとけるの～♪　とれびあ～ん……♪（むしゃむしゃむしゃむしゃむしゃ）」

「そんなことよりももっと霜しも降ふりの部位を追つい加か投入してくれることを希望する（むしゃむしゃむしゃがつがつがつ）」

「…………」

　……まあ、普段からロクなことを言わないダメ人間どもの意見はさておき。

「あ、おにいさん、そろそろ締しめの雑炊を始めた方がいいと思うよ～♪」

「お、そうだな」

「あ、待まってくださいですわ。雑炊を作るのならばまずは鍋の残りをさらってから──…」

「え～、皐月ちゃんこまか～い。──それ、お米とうにゅ～♪」

「！　あ、ああ、真しん理りに背そむくとは何てことを……」

「えへへ～♪　お鍋なべは自由な精神でやるのが一番だって、おばあちゃんが言ってたんだよ～♪」

「ふり～おナベというやつですね～♪」

「……ほふ……ほふ……ほふ……（やっぱり上海シヤンハイガニを食べてる）」

「ほら、星ほし森もりさん、そろそろ雑ぞう炊すいよ。蟹かにが好すきなのは分かったけれど片かた付づけなきゃ」

「……あ……」

「……」

　何だか、家族が増えたみたいなんだよな。

　まるでずっと昔むかしからこうだったみたいだというか……

　そして何より日和ひよりが嬉うれしそうだった。

「……♪」

　唯ゆい香かたちに囲まれて楽しげな（地味だけど）笑えみを浮かべる日和さん。

　これまで一人でセピア色でいることが多かった日和にとって……こうした〝お友達〟と過ごす時間は何にも代かえ難がたい大切なひと時なんだろう。

「──よかったな、日和」

「あ……」

　隣となりで地味に雑炊に入れる三つ葉の切り分けをしていた日和さんの頭を何なに気げなくぽんぽんと叩たたくと、地味に嬉しそうに身みを寄せてきた。

「は、はい……。今はとっても幸せです……。で、でも……これも全部、お、おにーちゃんがいてくれたおかげで……」

「ん？」

「な、なんでもない、です……っ」

　続きを言わずに下を向いてしまう。

　だが代わりといわんばかりに無む言ごんでシラタキを差し出してくる。いやこれ日和さんの大だい好こう物ぶつですよね？

「……」

「……くれるのか？」

「……（こ、こくっ）」

　真まっ赤かになりながら一いつ生しよう懸けん命めいな様よう子すでうなずき返してくる。

　うーむ、なんか恥はずかしがりの仔こ犬いぬが感かん謝しやの意を示したい時に遠えん慮りよがちにシッポを振りながらお気に入りの骨ほねっこガムをくわえて持ってきてくれたみたいな気分だな。

「ん、サンキュ。じゃあ俺もこれを」

「あ……」

　お礼にやはり日和さんの好物であるシメジ（でかい）を差し出す。

　と、それを見ていた周まわりの唯ゆい香かたちが。

「わ～、おにいさん、だいた～ん♪　おっきなキノコをプレゼントだなんて～♪」

「おれのしめじはお前のもの、というわけですね～♪」

「なるほど、あのキノコは晴はれ崎さきさんの聖せい杯はいに見立てられているというわけですのね」

「……（ぶ、ぶるぶる）……」

「……最低ね……」

「…………」

　ま、まあ、家族ってもんは時には無ぶ遠えん慮りよなものではあるが。







　　　３




　合がつ宿しゆくこと〝ぴよ・こらぼれーしょん〟が始まってから二日が経たった。

　連日の賑にぎやかなレッスンライフ。

　唯香たちお嬢じよう様さまと色々と喜き怒ど哀あい楽らくな共同生活を送りつつ、日和ひよりさんは毎日遅おそくまで休むヒマもなしに百ひやく人にん一いつ首しゆの技術習得に腐ふ心しんしている。

　で、そんな中。

「……」

　今日も今日とて、俺は姫ひめ乃の宮みやにある菜さい園えん部ぶ耕こう作さく地ちへと足を向けていた。

　もちろん鷲わし津づ会かいに向けての準備は大切ではあるが、当然学業や菜園部としての毎日の活動はそのまま継けい続ぞく中ちゆうである。そっちもおろそかにするわけにはいかん。

　そんなわけでお嬢様の花はな園ぞのを歩いていたわけだが。

　その途と中ちゆうで、思いがけない再さい会かいがあった。

　前に物ぶつ騒そうな警けい告こく音おん声せいを鳴らされたサロン的な建物。

　そこの近くで。

「──ふむ、また、会ったな」

「お」

　背後からかけられた声。

　建物から少し離はなれたところにあるベンチに座すわってこっちに視し線せんを送ってきていたのは、前に会った中ちゆう性せい的てきお嬢様だった。

「久ひさ方かたぶりだな。二週間振ぶりくらいか。今日も菜園部に用事なのか？」

「ああ。前に教えてもらった道からの方が近いことが分かってな」

「なるほど、そうなのか」

　口くち元もとに手を当てながらうなずいてくる。

　ふむ、やっぱりどこか独どく特とくな雰ふん囲い気きを持ったお嬢じよう様さまだな。

「そっちはどうなんだ？　また和わ歌かを詠よんでたりしたのか？」

「ん、ああ、そうだ。ほぼ毎日の日につ課かなんだ。ちなみに今さっき詠んでいたのは──」

　そこで中ちゆう性せい的てきお嬢様は軽く深しん呼こ吸きゆうをして。




『ちはやぶる神かみ代よも聞かず竜たつ田た川がはからくれなゐに水くくるとは』




　歌うようにリズムを付けてそう口ずさんだ。

「ど、どうだろうか？　これも気に入っている歌の一つなのだが……」

「ん、今のって確か在あり原わらの業なり平ひらだったか？」

「！　知っているのか!?」

「え、ああ。最近ちょっと色々あって……」

　日和ひよりさんといっしょに百ひやく人にん一いつ首しゆのレッスンをしている内に、俺も微び妙みように和歌に詳くわしくなってきたんだよな。

　とはいえ日和さんのように上かみの句くと下しもの句の組み合わせを暗あん記きしているとかではなくて、何となく聞いたことのある和歌が増えてきているというレベルである。

　だけど和歌の成り立ちとかを調べてみると意外にそれだけでも楽しいというか。

「そ、そうか！　じゃあこっちの歌は分かるか？　……『人はいさ心も知らずふるさとは　花ぞ昔むかしの香かに匂にほひける……』」

「ああ、それも聞いたことがあるぞ」

「！　そ、そうかそうか！」

　ものすごく嬉うれしそうにうなずき返してくる中性的お嬢様。

　それからひとしきりお気に入りの和歌を詠んで聞かせてくれた。

　それらはどれも印いん象しよう的てきでどこか心に響ひびくものであって……

　やがて中性的お嬢様はふーっとゆっくり息いきを吐はき出して。

「……すまなかったな、長々と付き合わせてしまって」

「え、いや、そんなことないって。ここのところ和歌に接する機き会かいが多くなってたから、色々と聞けて面おも白しろかった」

「ほ、本当か？」

「ああ」

「そ、そうか……」

　何かを飲み込むように胸むねに手を当てると。

「いいな、貴男あなたは……」

「え？」

「貴男あなたには、そうしてだれかと和わ歌かを共きよう有ゆうする場所と時間があるのだな。私にはそういったものがない。ずっと一人だったから……」

　そのまま遠くを見るような寂さびしそうな顔になる。

　むう、なんか不ふ憫びんだな……

　確かにこれだけ和歌が好すきなのにそれを分かち合える仲なか間まも場所もないのは気の毒どくかもしれん。家族のだれからも理解されないお父さんの寂さびしい古こ美び術じゆつ趣しゆ味みみたいというか。

　何とかしてやれるものなら何とかしてやりたいとは思うんだが……

「…………ん？」

　……ちょっと待まて。

　……何とかする方法、あるんじゃないか？

　と、そこで一つ思い付いた。

　和歌を分かち合える場所と仲間。

　それは本当にたった今考えついたことだが……どちらにとっても悪い申もうし出じゃないはずだ。

　俺は少ししょんぼり気ぎ味みなお嬢じよう様さまの顔を見て。

「──なあ、よければいっしょに来ないか？」

「え……？」

　顔を上げたお嬢様が怪け訝げんな顔になる。

　まあ当然といえば当然の反はん応のうなんだが。

「実は俺たち今、百ひやく人にん一いつ首しゆの勉強会みたいなことをやってるんだが、よければそこに来て少し力を貸してくれないか？　和歌に詳くわしいなら色々教えてもらいたいというか……」

「ほ、本当か！」

　飛びついてくるような声。

「ああ、そっちがよければ……」

「そ、それは願ってもいないことだ！　だ、だが……」

「？」

「……。……だ、だが、いいのか？　私のような者がそういった場所に邪じや魔まをして……」

　上うわ目め遣づかいでこっちを見上げながらおずおずとそう言う。

　謙けん虚きよというかずいぶん控ひかえめな反応だな。

「いいに決まってるだろ。むしろ大だい歓かん迎げいだ」

「あ……」

　その言こと葉ばに中ちゆう性せい的てきお嬢様はぱあっと表情を明るくして。

「あ……ありがとう。とても嬉うれしい……」

「そんなにかしこまるようなことじゃないだろ。お、そういえばまだ名前も言ってなかったな。俺は祐ゆう介すけ、晴はれ崎さき祐介だ」

「祐ゆう介すけか……いい名前だな。私は──」

「……」

「……」

「？」

　その先が続かない。

　何かあるのかね？　実は記き憶おく喪そう失しつで名前がお空の彼方かなたとか……？

　首を捻ひねっていると。

「い、いや……何でもない。私は……御み幸ゆき、一いち之の宮みや御幸だ」

「そっか、よろしくな」

「ああ、よろしく頼たのむ」

　そういう流れで。

　中ちゆう性せい的てきお嬢じよう様さまも〝ぴよ・こらぼれーしょん〟に参加することになったのだった。







「あー、こっちは一之宮御幸。和わ歌かを詠よむのが趣しゆ味みで、よければ今日からいっしょに合がつ宿しゆくに参加してもらおうと思ってな」

「い、一之宮御幸だ。よろしく頼む……」

　日和ひよりさんたちが揃そろった桜さくら乃の日和ひより荘そうの客間。

　そこで中性的お嬢様──御幸の自じ己こ紹しよう介かいをしていた。

「あ、よ、よろしくお願いいたします（俺の後ろに隠かくれつつ）」

「私は鹿ろく王おん院いん唯ゆい香かだよ、よろしくね～♪」

「ないすとぅみ～とぅゆ～です～♪」

「…………ふうん……（壁かべの陰かげに隠れつつ）」

「……こ、こんにち、は……（俺の後ろに隠れる日和さんのさらに後ろに隠れつつ）」

「一之宮御幸……？」

　うーむ、六人中三人がもじもじな反はん応のうだな。

　まあ無理もないか。日和さんは当然として、皐さ月つきもましろもどちらかといえば完全に人ひと見み知しり属ぞく性せいだ。初対面の相手にテンパったガ●ャピン状じよう態たいになっても仕し方かたがないといえる。

「あ、そ、その、な、仲なか良よくしていただけると、嬉うれしいですぞ……」

　そして御幸の方も同じような感じだった。

　ガチガチに緊きん張ちようしていて某ぼうム●クみたいな口く調ちようと動きになっているというか……

　緑色の恐きよう竜りゆうの子供と赤色の雪ゆき男おとこの子供の交流ライクな様よう子すを見守っていると唯香が。

「一之宮さん、御幸ちゃんっていうんだ？　だったらみっき～だね♪」

「み、みっきー……？」

「うん、かわいいでしょ～♪」

　そんなことを言いながらにっこりと唯ゆい香かが笑う。

　まあどこぞの千ち葉ば生せい息そくの黒ネズミみたいな呼び名はどうかと思うが、きっと早く仲なか良よくなるきっかけを作ろうとしてるんだろうな。

「み、みっき～さん……と、とってもいいと思います……っ」

「かわいらしいです～♪」

「…………いいのではないですか？　何ならミキティエルと呼ばせてもらってもいいかしら？」

「……よ、よろしく……お願いいたします……みっき～さん……」

「みっきーさんと呼ばせてもらうわ。私のことは美み咲さきでいいから」

　日和ひよりさんたちの後あと押おしに。

「そ、そうか……。だ、だったらそう呼んでくれ。というか他人に渾名あだなで呼ばれたことなどないので、よく分からないんだ……」

　少し照てれたように御み幸ゆきはそう答えた。

「そうなんだ～？　ん、そういえばみっき～って中等部からの上がり組なんだよね？」

「ん、ああ、そうだが？」

「そっか～。ん～、中等部では何組だったの？　部活は～？」

「それは……」

　その問といに御幸は少しだけ考えるような素そ振ぶりを見せて。

「実は……昔むかしは身体からだが丈じよう夫ぶでなくて、あまり学院には来ていなかったんだ。来ていても保健室にいることが多くて……」

「え、そうなの？」

「ああ、生あい憎にく……」

「そ、そっか。ごめんね、変なこと聞いて……」

「いや、大だい丈じよう夫ぶだ」

「ん、ん～、でもどっかで見たことあったような気がしたんだけど……気のせいかな～」

　ちょこんと首をかたむける唯ゆい香か。

　むう、この中ちゆう性せい的てきお嬢じよう様さま、病びよう弱じやくだったのか？

　今の元気そうな様子を見るにそんな風ふうには見えんのだけどな。

　思いがけない事実に少し意外な気分になっていると。

「ほら、お話はそこまでにして、いいかげんに始めません？　あまり色々と訊きくのもかえって失礼じゃない？」

「え、あ、そだね。ごめん、美咲ちゃん」

「お、お願いします……っ」

　そんな感じで始まった御み幸ゆきも含ふくめての〝ぴよ・こらぼれーしょん〟。

　今見たように最初こそは少しぎこちない雰ふん囲い気きだったものの。

　時間が経たつにつれて少しずつだが打ち解とけた空気になっていった。

「──ああ、和わ歌かは別名で『八や雲くも』とも呼ばれているんだ」

「そ、そうなのですか？」

「うん。日本初の和歌がスサノオが詠よんだ『八雲立つ出雲いずも八や重え垣がき妻つまごみに八重垣作るその八重垣を』だと言われていてな。そこから由ゆ来らいしているという話だ」

「へ～、初めて知ったよ～。すごいね、みっき～♪」

「そ、そんなことは……」

「謙けん遜そんすることないと思うわ。あなたの知識は素直にすごいと思う。光ひか琉る様さまの次くらいには誇ほこっていいものでしょう」

　僅わずかだが距きよ離りの近づいた会話。

　互たがいに自然な感じで言こと葉ばを交かわし合っている。

「みっき～のふぉ～む、すごくきれいですね～♪」

「そ、そうか……？」

「はい～。よく飼かい慣ならされたゴールデンレトリーバーのお手みたいにむだのない動きで、すてきです～♪（本人は褒ほめてるつもりらしい）」

「和歌の知識だけでなく、実じつ践せん的てきな競きよう技ぎカルタにも向いているんではないですの？」

「……う、うらやましい、です……」

「あ、ありがとう……。そ、そういう風ふうに言われると、て、照てれるな……」

「……」

　楽しそうで温あたたかなやり取り。

　そんな和なごやかな光景を見ていて何となく思った。

　……そうか。

　何で御幸を合がつ宿しゆくに誘さそおうかって考えになったのか気になってたんだが、このお嬢じよう様さま、何となく日和さんに似にてるんだよ。

　いやもちろんお嬢様と一いつ般ぱん庶しよ民みん（しかも地味）っていう差はあるし、外がい見けんとか性格とかは全然違う。

　だけどなかなか人と打ち解とけられないところとか、不ぶ器き用ようながらにものすごく一いつ生しよう懸けん命めいなところとか、根本的な部分で近ちかしい感じがするんだよ。

「おお、この梅うめ干ぼし、きちんとしょっぱいんだな。素晴らしい」

「あ、わ、分かりますか……？　おうちで土ど用よう干ぼしにして作ったもので……」

「ああ、塩しお味あじが利きいた梅干しは好すきなんだ。にぎり飯めしにしても梅昆こん布ぶ茶ちやにしても絶ぜつ品ぴんで……」

「は、はい……♪」

　そんな風ふうに喋しやべりながら地味に笑い合う日和ひよりさんと御み幸ゆき。

　その笑え顔がおはまだ少し硬かたいながらもどこか歩み寄よっていっている感じで……

　うん、誘さそってみてよかったな。







　御幸が増えたことで、〝ぴよ・こらぼれーしょん〟はさらに賑にぎやかになっていった。

　六人に一人増えての七人での合がつ宿しゆく。

　唯ゆい香かたちとは違ちがって御幸は基本的には泊とまりではなく通いの参加だったが、それでも仲なか良よくなっていくのにはさほど時間はかからず。

「あ、ごきげんよう、みっき～♪」

「あ、ああ、ごきげんよう」

「今日はちょっと早いね～。どうしたの？」

「そうだな、所しよ用ようが早く片かた付づいてな」

「そうなのですか～。みっき～さんと早くお会いできて嬉うれしいですね～♪」

「うん、私も嬉しい。高たか千ち穂ほさんはいつも壮そう健けんそうで何よりだ」

「はい～、元気もっこりです～♪（元気もりもりと言いたかったんだろうな……）」

　気が付けば、すっかり菜さい園えん部ぶの面々に溶とけ込んでいた。

　御幸は相変わらず人付き合いがうまいとはいえなかったが、彼女なりにがんばっていて。

　時には以下のような光景を見ることもあった。

「あら、あなたも呪じゆ文もんに興きよう味みがありますの？」

「ああ、和わ歌かにもそうした呪文としての意味合いがあるという考え方もあるんだ。呪じゆ術じゆつ的てきな考え方だが……」

「呪術……！　……あ、あなたも、もしかして夜の就しゆう寝しん前まえに詠えい唱しようするのを日につ課かにしていたりして？」

「……？　よく分からんが、和歌を詠よむのは毎日していることだが……」

「そ、そうなのですか！　素晴らしい……あなたのことは同どう志しとお呼びいたしますわ、ミキティエル！」

「え、あ、ああ」

　皐さ月つきとかみ合っているようで微び妙みようにかみ合っていない会話を交わしていたり。

「──うん、言われた通りこの紅茶はとても美お味いしいな」

「でしょう？　星ほし森もりさんと私のお勧すすめなのよ。ぜひあなたにも飲んでもらいたくて」

「……き、きにいってもらえて嬉しいです……」

「味に深みがあってまろやかで……そうだ、持ってきたこの茶ちや菓が子しと合うのではないか？」

「あら、それは今いま川がわ焼やきじゃない。いいわね、確かに合いそう」

「……だ、だいすきです……」

　ましろ、美み咲さきとちょっとした午後のお茶会のようなものを開いていたり。

　さらには女子全員でお風ふ呂ろに入っていた時に。

「あ～、みっき～、意外にむねおっき～♪」

「え、え？」

「着やせするタイプなのかな～？　制服の上からだと分からなかったけど……ふふ～、これはＤはあると見た♪」

「大きなましゅまろのようですね～♪」

「こ、こら、くすぐったいので、も、揉もまないでくれ……！」

「え～、どうしよっかな～？」

「その訴うつたえは聞き入れられないです～♪」

「だ、だからくすぐったいと……あっ……。……こ、小こ春はる原ぱらさん、助けてくれ……」

「え、えと、えと……？」

「こら逃げるな～♪　日和ひよりちゃんもまとめて裸はだかのこみゅにけ～しょんだ～♪」

「だ、だめだ……そ、そこは……」

「や、ゆ、唯ゆい香かちゃん……あ、や、やっ……」

「ついでに皐さ月つきちゃんたちにも触しよく手しゆを伸ばさせてもらいます～♪（正確には食しよく指しと言いたかったんだろうな……）」

「ちょ、何で私たちまで……！　……は、はあっ……」

「……ぷ、ぷるぷる……」

「と、とばっちりだわ……。……で、でも、恥はじらって顔を赤らめている小こ春はる原ぱらさんもまた……あんっ……」
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「……」

　そういった完全に女子校ノリなやり取りをしていたりと。

　色々とバラエティ溢あふれるイベントが発生していた。むう……いい意味でも悪い意味でも、もうすっかりお嬢じよう様さまズの六人目って感じだな。（ちなみに余よ談だんだが、俺が風ふ呂ろでのこのイベントを知ってたのは別に覗のぞいてたとかじゃなくて、バスタオルを交こう換かんするために着き替がえ場に入った時にたまたま耳にしてしまっただけなんだよ？　い、いやホントに！）

　そんな風ふうに交流が進む中で。

　意外にも御み幸ゆきが一番仲なか良よくなったのが……実のところ日和ひよりさんだった。

　本来だったら社しや交こう的てきな唯ゆい香かや日本文化に興きよう味み津しん々しんな日向ひなた辺あたりと仲良くなりそうなところだが、控ひかえめでシルバー趣しゆ味みなところが馬が合うらしく、よく二人で話しているシーンも見かけたりもした。

「──そうか、あの唐から松まつの盆ぼん栽さいはいいな！」

「は、はい……っ。かたちが独どく特とくでとってもおおしくて……♪」

「うんうん、斜しや幹かんなところもまた味があると思わないか？」

「わ、分かります……っ……」

　まあ盆栽についてそこまで熱く語るあなたたちは一体何なん歳さいなんですか？　っていう突つっ込みはともかくとして。

　それでも二人は親しげで。

「よかったら今度いっしょに盆栽美術館に行かないか？　入場券が二人分あるんだ」

「え。い、いいんですか……？」

「ああ、ぜひ小春原さんといっしょに見に行きたい。語り合おう」

「わ、わたしも……みっき～さんと行きたいです……」

「……」

　よく考えてみればこの二人、色々と同じようなタイプなんだよな。

　不ぶ器き用ようで、人ひと見み知しりで、真ま面じ目めで……

　それをふまえれば仲良くなるのはある意味必ひつ然ぜんともいえる。

「それでだな、そこにある五ご葉よう松まつがまた秀しゆう逸いつなんだ。大たい樹じゆをそのまま凝ぎよう縮しゆくしたような、まさに和わ歌かに詠うたいたくなるような威い容ようで……」

「わ、わあ……も、もしかして、水すい石せきなどもあったりしますか……？」

「ああ、もちろんだ。水すい石せき専門の展てん示じをやっていたりもする。それだけでなく、盆ぼん器きや卓たくなどの展示もやっているぞ」

「ほ、ほんとですか……？　す、すばらしい、です……♪」

「……」

　……ま、まあ、もう少しくらいは若者らしい会話もしてほしいと思うのは〝おにーちゃん〟としての老ろう婆ば心しんですかね。







　そういった感じに毎日が過すぎていったある日。

　夕方の桜さくら乃の日和ひより荘そう。

　中庭で今日の夕食の野や菜さい（ノビルとかヨモギとかの食べられる雑ざつ草そう）を採さい取しゆしていた時に、ふと縁えん側がわで一人たたずんでいる御み幸ゆきの姿すがたを発見した。

「お、御幸──」

「ん、ああ」

　声をかけると御幸は顔を上げて手を上げてきた。

「何をしてるんだ、こんなところで？」

「ちょっと草くさ摘つみをしてたんだ。御幸は？」

「私はちょうど夕ゆう顔がおを眺ながめていたところだ。夕ゆう暮ぐれに照てらされる夕顔を肴さかなに一いつ首しゆ詠よみたい気分でな」

「そうか」

　相あい変かわらず微び妙みように変わったというかシルバーっぽい趣しゆ向こうだな。

　そういうところも日和ひよりさんたちやうちのダメ人間どもと通ずるところがあるというか。

　縁えんの下に生はえていたあわ茸たけ（食用キノコ）を摘つみながらそんな御幸を眺めていると。

「──いいところだな、ここは」

「え？」

　ぽつりとつぶやくように御幸がそう口にした。

「賑にぎやかで笑わらいが絶たえなくて明るくて……何よりもとても、温あたたかい。そこにいるだけでまるで柔やわらかな日だまりに包つつまれているかのようで……。……私がこれまでいたところは正反対だ」

「これまでいたところ？」

　どういうことだ？

　ここに来る前にどこかから引っ越してきたとかそういうことですかね？

「……前に、貴男あなたと出会ったところだよ。あそこは魔ま窟くつだ。華はなやかな外観とは裏うら腹はらに冷たく暗い場所で、いるだけで寒さむ気けがする……」

「……」

　それって、あの警けい告こく音おん声せいが鳴ったサロンっぽい建物か？

　うーむ、ちらっと見ただけだが、そんな言うほどの魔ま王おう城じようみたいな場所には見えなかったんだけどな……

　あわ茸たけをザルの上に乗せながら首を捻ひねっていると。

「……ありがとう、祐ゆう介すけ」

「え？」

「全すべて……貴男あなたのおかげだ。こんなに温あたたかくて優やさしい気持ちになれたのは、生まれて初めてかもしれない。それもこれも全部、貴男が声をかけてくれて……ここに来ることを誘さそってくれたから……」

「え、あー、いや……」

　そんな大たい層そうなことじゃないというか。

　そもそも最初に会った時はこっちが道を教えてもらったわけだし、〝ぴよ・こらぼれーしょん〟に誘おうと思ったのだって、日和ひよりの助けになるからと思ったわけだし……

　だが御み幸ゆきは首を横に振って。

「そんなことはない。ただの親切ならばせいぜい声をかけてくれただけで、こうして合がつ宿しゆくに誘ってなどくれなかったはずだ。だが貴男は違ちがった。それもひとえに貴男が気き遣づかいに溢あふれていて、優しい人ひと柄がらだからだと私は思っている。それはとても好このましいことだとも」

「……」

　うーむ、そう言われると照てれるな。

　だけど……その内容は素直に嬉うれしい。

〝ぴよ・こらぼれーしょん〟に誘ったことが御幸にとってそこまでプラスになったなら個人的にも喜よろこばしいし、それによって日和たちも新しいお友達を見付けることができた上にレッスンの助けにもなった。いいこと尽づくめだ。

　御幸の言こと葉ばを聞いてちょっとだけハッピーな気分に浸ひたっていると。

「……なあ、祐介」

「ん？」

「……実はな。私はまだ貴男たちに言っていないことが、あるんだ……」

「言っていないこと？」

　何だろうね？

　実は私は宇う宙ちゆう人じんでした……とか、そんなことか？

　首をひねる俺に。

「……ああ、そうだ。私は……」

「？」

「……私は……」

「??」

「……実は、私の本当の、なま──」

　何かを言いかけて。

「お、おにーちゃん！」

「お？」

　と、そこでそんな地味に焦あせった声が耳に飛び込んできた。

　見れば部へ屋やの中から日和ひよりさんが慌あわてたような顔で声を上げている。

「どうしたんだ？　何かあったのか？」

「あ、あの、台所に太た郎ろうさんが出たんです……！　そ、それも二人……！　そ、それで、今、みんなでお引き取りを願おうとしていて……っ！」

　わたわたと手を振りながらそう言ってくる。

　ちなみに太郎さんとは桜さくら乃の日和ひより荘そう内ないでのシークレットワードで、要ようは黒くて素早いあんちくしょうのことである。

「そうか、分かった、ちょっと待まっててくれ、今行く」

「は、はい」

　こくこくと首を振る日和さんにそう返事をして。

「──ああ、悪い、話の途と中ちゆうで。それでどうしたんだ？」

「…………いや、何でもない」

「え？」

「……すまないな、ちょっと感かん傷しよう的てきになってしまっただけだ。大たいしたことじゃないんだ。──行こう、小こ春はる原ばらさんたちが待っている」

　そう言うと御み幸ゆきは足早にその場を立ち去さっていってしまった。

　うーむ、何だったんだろうね？







　　　４




　それからまた何日かが経たった。

〝ぴよ・こらぼれーしょん〟が始まってからちょうど五日目。

　鷲わし津づ会かい本番まであと三日と迫せまってきて合がつ宿しゆくもいよいよ佳か境きように差しかかり、日和さんはこれまで以上に日々一いつ生しよう懸けん命めいにがんばっていた。

　桜乃日和荘では。

「え、ええと、『みよしのの　やまのあきかぜ　さよふけて　ふるさとさむく　ころもうつなり』を覚えるのには『見よ、ふるさとで殿との方がたが錦にしきを飾かざって……』で……」

「違ちがうわよ、ピヨ。『見よ、この本来絶対的なホームであるはずのふるさとですら晒さらし者になっている矮わい小しようで下げ賎せんな豚ぶた野や郎ろうを！』、よ」

「あ、そ、そうでした……」

「気を付けなさい。大事なところなんだから」

　いや豚野郎は全然関係ないだろ！

　むしろ日和ひよりさんの情じよう操そう教育上ない方が明らかにいい部分というか。

　ったく、ホントに豚が好すきだな、このアホニート……

　そんな風ふうに読み札ふだの暗あん記きをしていたり。

「はぁあああん……ひぃいいいん……ふぅうううん……」

「うんうん、いいわよ～、ぴよちゃん、その調ちよう子し～♪」

「ほ、ほんとですか……？」

「うん、すっごく色っぽいわ～♪　大人の女性に一歩近づいた感じよ～♪」

「お、おとなのじょせい、ですか……！（嬉うれしそう）」

　うーむ、ちょっと余よ所そ様さまにはあまり聞かせられないような音ね色いろさん式発声法が日に日にうまくなってきてるな。段々と声に艶つやと情じよう感かんが……ってそうじゃなくて！

　そういうことを趣しゆ旨しとしたレッスンじゃありませんよね？

　とまあ、アレな聴きき取り法を熱心にがんばっていたり。

「はーい、いいよいいよー！　スペクタクルだよー！」

「あ、あの、厳いつく島しまさん……。こ、このおようふくは着る必ひつ要ようがあるんでしょうか……？」

「モチのロンだよ！　袴はかまは百ひやく人にん一いつ首しゆをやる上で欠かせないマストアイテム……女王様における革かわの鞭むちみたいなものなんだから！」

「本式は袴姿すがたなのですから、それに即そくしてやるのがべすとだと思われます～♪」

「そ、そうですか……で、でしたら……」

「うんうん、グッジョブグッジョブ！」

　そんな頭の悪そうな台詞せりふを連れん呼こしながら撮さつ影えいしたフォームの写真をチェックしつつ動きを研究したりして（意外に厳島のおっさんの写真も役に立ってる……）。

　だいたいそんな感じだった。

　まあ……傍はたから見たら一体何の特とつ訓くんをしているのかいまいちよく分からないって突つっ込みはともかくとして、日和さんががんばっているという事実には変わりはない。

　また姫ひめ乃の宮みやでも、菜さい園えん部ぶの部長として職しよく務むを遂すい行こうしつつ、空あき時間にはレッスンの復習をしていた。

「う、う～ん、こ、これらの歌は決まり字のものですから、『あきの』が来たら『わがころもでは』で、『やまざ』が来たら『ひとめ』を探さがして……」

「うん、正解。だいぶ覚えてきたね、日和ちゃん♪」

「は、はい……っ……」

「子こ宝だからナスを収しゆう穫かくする動きもふぉ～むの上達に効こう果か的てきですよ～♪」

「え、えと、確か『ヴィ～ナスちゃん』ですよね……？　ヘタの部分に右手を被かぶせるように脇わきを締しめてえぐりこむようにして……」

「そうです～。ふぁっく～♪（ファイトと言いたかったんだろうな……）」

「が、がんばります……っ。あ、み、美み咲さきちゃん、この前お借りしただうんど～ろで～た？　なのですが……」

「ダウンロードデータね。ん、どうしたの？」

「その中の発声部分で分からないところがあって……」

「ああ、そこのところはね……」

「は、はいっ……」

　そんな具ぐ合あいにやっているのだった。

　他にも授業の合間や登下校の最さい中ちゆうでも隙すき間ま時間を使ってちょこちょこと色々やっているとのことだったし、それこそまた寝ねる時間と食事の時間、風ふ呂ろの時間などを除のぞけばほとんどの時間を百ひやく人にん一いつ首しゆ上達に当てている感じ。

　その様よう子すはホントに直ひた向むきで一いつ生しよう懸けん命めいで。

　そういう日和さんを見ていると……応おう援えんしたくなってくるんだよ。

　それはダメ人間たち、唯ゆい香かたち菜さい園えん部ぶの面々、そして特別参加してくれている御み幸ゆきにとっても同じようであり。

　これはきっと──日和さんの人じん徳とくというか、才さい能のうなんだろうね（地味だけど）。




　そんな感じに合がつ宿しゆくは進んでいき。

　そして──







「──それでは、〝ぴよ・こらぼれーしょん〟の無事な終しゆう了りようを祝しゆくしまして……かんぱ～い♪」

「「「かんぱ～い！」」」

　唯香とみんなの声が桜さくら乃の日和ひより荘そうの客間に響ひびき渡わたって。

　七泊八日の〝ぴよ・こらぼれーしょん〟な合宿終了の打ち上げパーティーが始まった。

「うん、ここまですっごくがんばったね～。これならきっと明日はだいじょうぶ。もうすっかり百人一首マスタ～だよ、日和ちゃん♪」

「ふぉ～むも実に見事になりました～、免めん許きよ皆かい伝でんです～♪」

「あなたの今の実力は大だい天てん使しに匹ひつ敵てきするほどだと思いますわ」

「……お、おつかれさまです、ひよりちゃん……」

「この短期間であそこまでの聴きき取り技術を身みに付けるとは、さすが小こ春はる原ばらさんね。……す、好すきよ」

　夕ゆう飯はんの食しよく卓たくを囲みながらそんな会話が繰くり広げられていて。

　そして御み幸ゆきも。

「……うん、小春原さんはすごく努力していたと思う。どんな時も真しん剣けんで直ひた向むきで、見ていて私も……すごく勇気づけられた」

　はにかみながらもそう言った。

「あ、ありがとうございます、みっき～さん……。とっても、とっても嬉うれしいです……」

　嬉しそうに表情を緩ゆるませる日和ひより。

　ふむ、ホントにこの二人、仲なか良よくなったもんだ。

　一いつ見けんすると共きよう通つう項こうなんてなさそうな一いつ般ぱん庶しよ民みん（マキシマム地味）と中ちゆう性せい的てきな和わ歌か好ずきお嬢じよう様さま（喋しやべり方が武ぶ士し風ふう味み）だが、その根こん本ぽんとするところではやっぱり似に通かよってるんだよな。どっちも不ぶ器き用ようながらに誠せい実じつで何事にも一いつ生しよう懸けん命めいというか。

　で、そんな感じにしばらく夕ゆう飯はんの団だん欒らんが続けられた。

　この合がつ宿しゆくのフィナーレにふさわしい賑にぎやかで和なごやかな、心がウキウキとする時間。

　その合間に。

「ね～、ゆ～く～ん……このイワシの明めい太たい子こ焼き、骨ほねがいっぱいで食べられない～。取って取って～……」

「いやだからこれ、小こ骨ぼねは食べられるんですって……」

「え～、そんなのむ～り～……音ね色いろさんのでりけ～とな喉のどに傷きずが付いたら骨じゃなくてゆ～くんが責せき任にん取ってくれるの～？　……あ、でもそれもいいかも～、みゃはっ♪」

「……今すぐ骨を取ります」

「……ちょっと祐ゆう介すけ、そこの天てん然ねんビッチのことなんてどうでもいいから、私のイワシの明太子焼きの骨をきれいさっぱり取り除のぞきなさい。鬱うつ陶とうしいのよ」

「だからこれの小骨は食べられると……」

「……うるさい。鬱陶しいんだって言ってるでしょう。耳がないの？　このチンケな豚ぶた野や郎ろう」

「……」

「なあ祐介殿どの、こちらのイワシの明太子焼きの骨が多くて難なん儀ぎしているのだが。全すべて取り除いてくれまいか？」

「…………」

　まあいつも通りのダメ人間たち（どれだけイワシの明太子焼きが好きなんだよ……）の見苦しい醜しゆう態たいがあったのは……家か政せい婦ふが仕事中に偶ぐう然ぜん見かけてしまった雇やとい主ぬしによる殺人事じ件けんのごとく視し界かいの外に置いておくとしよう。

　やがてパーティーがひと段落したところで。

「──さて、すまないが私はそろそろお暇いとまさせてもらう」

　御み幸ゆきが静かに立ち上がりながらそう口にした。

「え、もう～？　あと少しくらいはいいんじゃないかな？」

「は、はい……。まだでざ～とのヨモギ団だん子ご（自家製）がありますし……」

　そんな日和ひよりたちの言こと葉ばに。

「……すまない。私もそうしたいのは山々なのだが……今日の内にやっておかないとならない用事があってな。もう戻らなければ……」

「そ、そうですか……」

　しょんぼりと残念そうに頭を垂たれる日和さん。

　今やすっかり仲なか良よしさんな二人だからなあ……

　そんな日和さんに御幸は嬉うれしそうな、だけどどこか寂さびしそうな目になって。

「楽しかったよ。今まで一人で気に入った和わ歌かを詠よむだけだった私にこんな素晴らしい場を与えてくれて……。こういった機会がなければ、こんなに充実した時間を過すごせることはなかっただろう。僅わずかな時間だったが、幸しあわせだった。──ありがとう。さようなら」

　そう言って立ち去さろうとする。

　その背中はまるでもうこれでお別れだと言っているかのようで……

「……」

　え、もしかしてこれで日和さんたちとの関係は終わりとか、そういうことを考えてるのか？

　普通なら考えられない思し考こう経けい路ろだが御幸ならあり得る。何といっても超ちようが付くほど真ま面じ目めだからな……

　ともかくとりあえず引き留めようとして。




「ま、待まってください……っ……！」




　日和さんが声を上げて叫さけんだ。

「み、みっき～さんは……お、お友達、です……っ……！」

「え……？」

「だ、だいすきで、かけがえのない、だいじな、お、おともだち……。だ、だから……そ、そんなさよならみたいなこと……言わないで、ください……っ……。わたし、わたし……もっとみっき～さんとお話ししたいです……盆ぼん栽さい美術館にいっしょに……行きたいです……っ……！」

　一いつ生しよう懸けん命めいな、言葉。

　それを聞いて。

「そう、なのか……？」

　信じられないといった顔で口くち元もとに手を当てる御幸。

「これで……終わりではないのか？　合がつ宿しゆくが終わった以上、もう私がもうこの場に来てもいい理由なんて何もなくて……」

　その反はん応のうに唯ゆい香かたちも。

「そんなことない、私たちも気持ちは日和ひよりちゃんといっしょだよ～♪」

「みっき～さんはもうおホモだちです～♪」

「あなたはすでに私の傘さん下かの光の天使、ミキティエルですわ。勝かつ手てにそこから離はなれようだなんて許しませんことよ」

「……ぎゅっ（無む言ごんで腕うでを摑つかんで）……」

「そんな簡かん単たんなことも分からないだなんて、意外に頭が悪いのね」

「あ……」

　御み幸ゆきはその大きな瞳ひとみから涙なみだを溢あふれさせて。

「あ、ありがとう……ありがとう……。わ、私……そんなこと、今まで一度も言われたこと、なくて……」

　その場に崩くずれ落ちるようにしゃがみ込む。

　そんな御幸を囲かこむように自然に日和さんたちは寄り添そっていって……

　──何だろうね？

　涙目になりながら御幸の袖そでをきゅっと握にぎる日和さんの身体からだから黄おう金ごん色いろのオーラのようなものが見えたような気がするのはこれまでに何度かあったからいいとして。

　何だか一いつ瞬しゆんだけ、その中心にいる御幸の身体からも白しろ金がね色いろのオーラのようなものが立ち上っていたように見えたのは……俺の目の錯さつ覚かくだったのかね。
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「──よっこらせっ、と……」

　賑にぎやかだった打ち上げパーティーも終わって。

　唯ゆい香かたちが帰っていつも通りのダメ人間仕し様ようになった桜さくら乃の日和ひより荘そうで、俺は部へ屋やで一人煎せん餅べい布ぶ団とん（低てい反はん発ぱつならぬ無む反はん発ぱつ仕し様よう）に横になりながら、頭上にある人の断だん末まつ魔まの顔に見える天てん井じようのシミを見上げていた。

　いよいよ明日は運命の鷲わし津づ会かい。

　この一週間の〝ぴよ・こらぼれーしょん〟の集しゆう大たい成せいを発はつ揮きすべき決戦の日である。

　鷲津状にもあった通り招しよう待たいされて懇こん親しん会かいである百ひやく人にん一いつ首しゆ会かいに参加するのは日和さんだけだが、何でもその知ち人じんも同どう席せきしてもいいことになっているらしい。なので俺たちもいっしょに会場に付つき添そいすることになっていた。

　まあ日和ひよりさん一人にしてなくてもいいのは安心なんだが……

「……鷲わし津づ会かい、か……」

　一体どんな集まりなんだろうね。

　美み咲さきが言っていた通りの魔ま窟くつか一万円札さつなんて使い捨てハンカチくらいにしか思っていないセレブたちのエレガンス極きわまりないパーティーか。まあその主しゆ催さい者しやである鷲津三み姫きとやらのあの学食での態たい度どを見ていれば、それが愉ゆ快かいなものじゃないだろうことだけは容よう易いに想像がつくんだがさ。

「何事もなく無事に済すんでくれればいいんだけどな……」

　それだけが唯ゆい一いつの願いというか。

　そんなことをそこはかとなく考えていると。

　こんこん……

「？」

　蝶ちようつがいが今にも崩くずれ落ちそうなドアの方から地味な音が聞こえてきた。

　このノックまで地味な呼び出しアクションは……と思い開けてみるとそこにいたのは。

「お、おにーちゃん……」

「日和……」

　予想通り、夜でもセピア色な日和さんだった。

　愛あい用ようのマクラ（最近ハマったそばがら入り）を手に、もじもじとこっちを見上げてきている。

　むう、何かあったのかね？

「どうしたんだ？　何かあったのか？」

　尋たずねてみると。

「あ、え、えと……」

「うん？」

「そ、その……」

「？」

　口をぱくぱくとさせたまま手をぱたぱたと動かす。

　だがやがて何かを思い切ったかのように。

「──お、おにーちゃん！」

「ん？」




「あ、あの……お、おにーちゃんの……ゆ、ゆーおにーちゃんの〝初しよ夜や〟を……わたしにください、です……っ……」




「!!」

　な、何をいきなり言い出すんですかこの地味っこは！

　夜中に訪たずねてくるなり〝初しよ夜や〟って、夕ゆう飯はんに食べたキノコ雑ぞう炊すいの中にベニテングダケ（錯さく乱らん作さ用ようあり）でも入ってたんですかね!?

「あ、あー、それは、ど、どういうことだ、日和ひよりさん……？」

　焦あせる内ない心しんの動どう揺ようを隠かくしつつ問とい質ただしてみると。

「え？　あ、あの、わたし何かおかしいこと言いましたか……？　え、えと、世界で一番たいせつな人にひとばんいっしょに〝ぴろ～と～く〟をして過すごしてほしい時はこう言えばぜんぶおっけ～だと、音ね色いろおねーちゃんに教えてもらったんですが……」

「……」

　またあの色ボケダメ人間は……

　純じゆん粋すいな日和さんに一〇八の俗ぞくにまみれた大人のエロ煩ぼん悩のうを教えるなってのに。まさかとは思うが前に唯ゆい香かがそんな単たん語ごを口走ってたのもこの人の影えい響きようじゃないよな……？

　今年で二十四歳さい（だったよな？）になるいい歳としの大人とは思えないアレな言動に呆あきれていると。

「あ、あの……だめ、ですか……？」

「い、いやダメというかだな……」

　もちろん〝初夜〟がダメなのは当たり前なんですが、それが意味するところの〝ピロートーク〟も十じゆう分ぶんにアウトな事じ象しようであり、いや日和さんのことをそういう対象で見たことはないんだが最近はとみに女の子らしくなってきたのも事実で、いや前に一回俺の部へ屋やで寝ねたことがあるのは確かなんだがあれは日和さんが気付けば寝てただけで最初からそういうことをする気はなかったわけであって……

「…………」

　……あー、もう、ワケが分からないんだが！

　……何だって日和さんのことでこんなに頭を悩なやませてるんだろうね？　あくまでもこの地味っこは妹いもうとみたいな存そん在ざいだってのに……

　そんな様さま々ざまなことがツイスター（某ぼうケ●タッキーのメニューにあらず）のごとくグルグルと頭を巡めぐっていて。

「……ん？」

　と、ふと気付いた。

　胸むねの前で手をきゅっと握にぎりながらじっとこっちを見上げてくる日和さん。

　その身体からだは毎分千八百回高速振しん動どう機き能のう付つきのダイエットマシーンみたいにふるふると震ふるえていて……

「……」

　……そっか。

　……日和も不安なんだな。

　考えてみればそりゃあ当然か。日和ひよりさんのせいではないとはいえ、姫ひめ乃の宮みや一年で最大の派は閥ばつとされている鷲わし津づ派はに目の敵かたきにされて、さらにはよく分からない鷲津会なんてもんに招しよう待たいされてるときたわけだ。

　おまけに昨日きのうまでは賑にぎやかだった桜さくら乃の日和ひより荘そうも唯ゆい香かたちが帰ってしまって今はハリケーン一いつ過かのごとく静かになってしまっている。心細くならない方がおかしいといえる。

「お、おにーちゃん……？」

「──分かった」

「え……？」

「今こん晩ばんは日和といっしょに過すごすことにする。〝ピロートーク〟だ」

「ゆ、ゆーおにーちゃん……」

　ほっと安心したような表情になる。

「ただし音ね色いろさんとか桃もも子ことかには秘ひ密みつだからな。日和と俺だけの極ごく秘ひ事じ項こうだ」

「は、はいっ、とっぷし～くれっと、です……♪」

　こくこくこくっと顔をうなずかせる日和さん。

「……」

　うーむ、しかし前回の『プリンセス・ダンス・コンベンション』前といい、なんか何かのイベント前には日和さんといっしょに寝ねるのが習しゆう慣かんになりつつあるような気がするな。

　まあ前と同じように理り性せいをもって大人の対たい応おうをすれば別に問題だろう。……ゴホン、初しよ夜やとかそういう、言こと葉ばの響ひびきを気にしなければいいことで。

　と思ったのも束つかの間──







「……ど、どうしました、おにーちゃん……？」

　布ふ団とんの上の日和さんがちょこんとつぶらな目で見上げてくる。

　真まっ直すぐで疑いのない生まれたての子こ羊ひつじみたいな視し線せん。

「……な、何か不ふ都つ合ごうがおありですか……？　あ、お、お布団が冷たくて不ふ快かいとか……。い、今すぐ燃やしてあたたかくします……っ……」

「あー、いや、そうじゃなくてだな……」

「……？」

　前回とは違ちがう要素。

　それが何かというと──

「……いや、どうしてここなんだ……？」

　思わず出たつぶやき。

　周まわりを見回すと……そこにあるのは俺の部へ屋やとは様よう相そうを異ことにする光景だった。

　演えん歌かのカセットテープセットやゲートボールのラケット（？）、踏ふみ竹やピッ●エレキバンなど健康グッズ等やミイラの『マミーくん』やら等とう身しん大だいファラオ像ぞうやらのエジプトグッズ等のどこまでも地味グッズに囲かこまれながらも、それでもどこか〝女の子〟な雰ふん囲い気きを醸かもし出す八はち畳じよう一ひと間まのワンルーム。

　桜さくら乃の日和ひより荘そう二〇三号室──日和さんの部屋だった。

「……」

　何でここにいるのかというとまあ話自体は簡かん単たんで、日和さんがそうしたいと望んだからである。

　何でも今日は日和さんの方からお願い（？）したので自分の部へ屋やでおもてなししたいとかで……

　まあ……それ自体はそこまで特とく筆ひつすべきことでもない。

　日和さんの部屋に来るのは別にこれが初めてってわけじゃないし布ふ団とんの上にいる日和さんを見るのも初はつ体たい験けんではない。

　ただ時間とシチュエーションが若じやつ干かん問題なだけで……

「ど、どうされましたか、おにーちゃん……？　や、やっぱりお布団を燃やして暖だんを……」

「あー、違ちがう違う！　そういうことじゃないんだよ」

「……え、え……？」

「……」

　う、うーむ、調ちよう子しが狂くるう感じだ……

　いかに全体的な仕し様ようが地味で日和さんの部屋だとはいえ、さっきも言った通り曲がりなりにも〝女の子〟の部屋である。こんな時間に二人きりでいればどうしても色々と頭をよぎるものがあるんだよ。

　いつもの日和さんの部屋のようであってそうでない違い和わ感かんのある感かん覚かくに戸と惑まどっていると。

「じゃ、じゃあ、おにーちゃん……そ、そろそろ、その、〝ぴろ～と～く〟を……」

　日和さんがおずおずとそう言ってきた。

「あ、ああ」

　まだどこか引っかかるものを感じながらもうなずき返して。

　日和さんの淡あわいピンク色の布団（ピンクにも関わらずなぜか地味に感じるのはどうしてなんだろうね……？）の中にお邪じや魔まする。

　ふわ……っ……

　身体からだにかかってきた柔やわらかな感かん触しよく。

　む、むう、なんかいい匂においがするな……

　日和の部屋に来るのは初めてではないとはいっても当たり前だが呼こ吸きゆうをするかのごとく慣なれ親しんでいる行動ってわけでもない（当然だ）。女の子の布団にダイレクトインするなんてのは当然ながらこれが初めての経験であり……

「……」

「……」

「……」

　それは日和ひよりさんも同じなのか、どちらも無む言ごんになってしまう。

　夜の闇やみに溶とけてしまいそうな静せい寂じやく。

　しばし二人ともシングルサイズの布ふ団とんの中でもじもじアクションをしていると。




　──スッ……




「あ……」

「お……」

　ふと、タオルケットに顔の下半分を沈しずめていた日和さんと目が合った。

　正面からの直接的な交こう錯さく。

　その少し地味でまん丸な小動物みたいな瞳ひとみはどこまでもいつもの日和さんのそれであって……

「……」

　──そうだな。

　別に難むずかしく考える必ひつ要ようなんてもんはこれっぽっちもないのかもしれない。

　シチュエーションが何であれ目の前にいるのは日和さんは日和さんなわけだ。そのことは何も変わらない。何でもない世せ間けん話ばなしでもして日和さんの緊きん張ちようを解いてやるのが一番だ。

　俺は目をぱちぱちとさせていた日和の頭に軽く手をやって。

「──なあ、日和」

「あ、あふ……？」

「あのな──」

　ゆっくりと落ち着かせるように話をし始める。

　それは本当に他た愛あいのない内容。

　日和さんが桜さくら乃の日和ひより荘そうに来て間もない時の思い出話や日常の何なに気げない話。またはこの合がつ宿しゆく中ちゆうの取るに足らない笑い話などで。

「──だよな、あの時は急なことで……」

「は、はい。とってもびっくりしました。おにーちゃん、突とつ然ぜん『ひゃっはあ！』って白しろ目めになって叫さけびだして……」

「むう、あれには色々と事情があってな……」

「そうなんですか？　ふふ……♪」

　だけど日和ひよりさんと共きよう有ゆうしているとそれはどこか特別なもので……

「……」

　一つのマクラ（そばがら入り）を二人で分け合ってのそれこそ文字通りの〝ピロートーク〟。

「……♪」

　日和さんもそっとタオルケットの下で俺の部へ屋や着ぎの袖そでを摘つまみながら嬉うれしそうに地味に微ほほ笑えみかけてきてくれる。

　──それにしても、日和さんもずいぶんと成長したもんだね。

　目の前で小さいながらも外に向けられた笑えみを浮かべる日和を見ながらふと思った。

　成長ってのは身しん体たい的てき物理的てき意味ではなく──や、ゴホン、そっちもないわけではないんだが──ここではお嬢じよう様さまレベル的な意味でである。

　一年前のセピア色でＡＪアブソリユート・じみフィールドに覆おおわれていた消しよう極きよく的てき地味っこからは想像もつかないほどのお嬢様っぷり。

　いやまあ今も基本的には地味は地味なんだが、懸けん命めいにがんばって姫ひめ乃の宮みやにも馴な染じんできてるし、〝お友達〟も増えてきているし、今や『佳良の紫金蒲公英姫リトル・ゴールド』の名前で呼ばれる姫乃宮一年の中でも希け有うなレア存在だ。

　それに実のところそれだけじゃないんだよな。

　何ていうか、女子力面においての著いちじるしいレベルアップ。

　まあ入学試験に際して外がい見けん的てきにも劇げき的てきなメタモルフォーゼを経へていることからある意味では当たり前の帰き結けつなんだろうね。中学の頃ころの同どう級きゆう生せいの男子からは今でも週に一度の割わり合あいで桜さくら乃の日和ひより荘そうに電話がかかってくるし、登下校時に通学路で近所の男子高生に待まち伏ぶせをされることも珍めずらしいことではない。

　もちろん当とうの日和さんは「え、え、ええ……っ！　そ、そんな、わたしなんて、取るにたらないバッタさんみたいなものです……ご、ごめんなさい……っ……（ちらちらとなぜか俺の顔を見ながら）」と超ちよう消極的だが、もしかしたらそのうちデートくらいならしてもいいという相手くらいなら現れるかもしれない。

「……」

　だけど……考えてみればそれも当然なんだよな。

　いつまでもこのまま（取るに足らないバッタさん）ではいられないし、いつかはこの日和さんにもそういった存そん在ざいができる日が、いやヘタをしたら白はく馬ばの王おう子じ様さまが現れてお嫁よめに行く日がくるのかもしれん。

「…………」

　……お嫁さん、か。

　真まっ白なウエディングドレスを着た日和さん。

　その横にはまだ見ぬだれかの姿すがたがあるわけで……

　と。

　──ドクン。

「……？」

　その瞬しゆん間かん、胸むねの奥おくに僅わずかな鼓こ動どうが走った。

　僅かだが確かな動き。

　初めて感じるそれは何か奇き妙みような引っかかりを残すものであり……

　……うーむ、これは何だろうね？　不ふ整せい脈みよく？　心しん臓ぞう発ほつ作さ？　ああ、それかお嫁よめに行く娘むすめを見るパパの心しん境きようみたいなもんとか……？

　何にせよ今までに感じたことのない不ふ思し議ぎな感かん覚かくである。

　どこか胸が落ち着かない感じというか……

　少しばかり戸と惑まどった心地ここちになる俺に。

「どうしたんですか、ゆーおにーちゃん……？」

「え、ああ、いや……」

「？」

　不思議そうな顔をする日和ひよりさん。

「や、大たいしたことじゃないんだ。ちょっと考えごとをしててな……」

「……？」

「そのだな……」

　そんな日和さんに何となく考えていたことを話してみると。

「……そ、そんなの……ありえない、です……」

「ん？」

「……お、およめさんなんて……そ、そんなの、ゆ、ゆーおにーちゃんいがいに……あ、ありえないに決まってます……」

　なんか小さくてよく聞こえんのだが……

　確認しようとしてみても最大級の恥はずかしそうな素そ振ぶりで首をふるふるふるっ！　と横に振るだけである。

　まあ日和さん本人がいいって言うならいいんだがさ。

「？　なんか分からんが……んじゃそろそろ寝ねるか。明日も早いしな」

「は、はい、そうですね……」

　何やら真まっ赤かな顔でマクラに顔をうずめたまま日和さんがそう返事をして。

「それじゃあ、おやすみな、日和」

「はい……おやすみなさいです、ゆーおにーちゃん」

　二人布ふ団とんに並んで、眠りに就ついたのだった。

　ちなみに寝ている間ずっと、日和さんが動き始めた抱だき枕まくらみたいに俺に抱きついてきていたのは……ある意味はいつも通りってことで。







　そしてとうとう……鷲わし津づ会かいがやって来る──
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　　　０




　その日姫ひめ乃の宮みや全体はどこか落ち着かない雰ふん囲い気きに包まれていた。

　半日の授業が終わり本ほん来らいならば開放感に溢あふれているはずの土曜日の放課後。

　だけどそんないつものオリジナルなそれとは裏うら腹はらに、ハリセンボンを素す手でで摑つかんだ時のようにザワザワと肌はだに刺ささってくる空気が埼さい玉たまスーパーアリーナ五十個分ほどの広さの敷しき地ち（推すい定てい）一面を覆おおっている。

「なんかピリピリした感じだな……」

　近所の川で捕つかまえてきたウナギで作ったウナ丼どんを食べていて誤あやまって鼻の奥に山さん椒しようを思いっきり吸い込んだ時の心地ここちに似にているというか。

　いつものセレブ風ふう味み満まん載さいでどちらかと言えばのほほんとした金持ちケンカせず的な姫乃宮の空気とは明らかに別物である。

「は、はい……なんだかちょっとこわい感じです……」

　隣となりの日和ひよりさんもそれを敏びん感かんに感じ取ってか地味にその小さい身体からだをチワワのように揺らしている。

「ん～、今回の鷲わし津づ会のことはけっこうみんなに広まってるからね～。色々と影えい響きようがおおきいんだと思う」

「ゆ、唯ゆい香かちゃん……」

「まったく、だれもかれも物もの好ずきね。鷲津派はなんてしょせんは光ひか琉る様さまに逆さからう小こ賢ざかしい保ほ守しゆ勢力にすぎないというのに」

「み、美み咲さきちゃん……」

「……」

　唯香と美咲のその言こと葉ばに納なつ得とくがいったね。

　なるほど、そういうことならこの普ふ段だんとは違ちがう張り詰つめた空気も理解できる。要ようするにこれはこれから行われる地じ獄ごくの魔ま窟くつである鷲津会に反はん応のうして、皆ナーバスになってるってことなんだろう。

「何だかパンデモニウムのような雰囲気ですわね」

「……こ、こわい、です……」

「刺し激げき的てきな感じですね～♪」

　皐さ月つきたちもそうつぶやく。

　そんなどこか多た事じ多た難なんな空気の中。

　現げん在ざい日和さんたち菜さい園えん部ぶの面々は鷲津状が張り出されていた掲けい示じ板ばん前へと向かっているところである。

　何でもそこで鷲わし津づ派はの出迎えがあるとか。

「……ふん、どこでやるのか決まっているなら場所を直接伝つたえればいいのに、いちいち仰ぎよう々ぎようしいわね。こういうところも鷲津派は好すかないのよ」

「何かご都つ合ごうがよろしくなかったのではないですか～？」

「そんなわけないでしょう。ただ単たんに勿もつ体たいを付けて自分たちの権けん威いを示したいだけよ。そういう連中なのよ、あの鷲津派というのは」

「はあ～、奥ゆかしい方々なのですね～」

　そんな会話を繰くり広げながら歩いて行き。

　やがて待まち合わせ場所に辿たどり着いた。

　そこで俺たちを待っていたのは──

「──よくいらしたわね、小こ春はる原ばらさん」

「あ、こ、こんにちは……」

「……」

　およそ一週間前に学食で見た顔。

　あの猛もう禽きん類るいお嬢じよう様さまとその取り巻きたちだった。

「本日はお招まねきに応おうじてくれたこと、感かん謝しやします。我われ々われ鷲津派は貴方あなたたちを歓かん迎げいいたしますわ」

「あ、は、はい……」

「せいぜい楽しんでいくといいわ。……しかし貴方、私たちにあのような口をきいて何食わぬ顔で現れるなんて、見かけによらず大たいした面つらの皮かわね。まったく、尊そん敬けいするわ」

「え？　あ、ありがとうございます。カ、カワハギさんのように立りつ派ぱな肌はだだと言われたことも……」

「……はっ、皮ひ肉にくよ。馬ば鹿か正直に受け取らないでほしいわ。──鷲津会の会場はこちらになるわ。付いてきなさい」

「……」

　まったくこれっぽっちも敵てき意いを隠かくすつもりはないんですね。

　当とうの日和ひよりさんは何が何だかよく分からずに目を地味にぱちぱちさせてるだけだったが。まあその方がこっちとしてもスタンスを決めやすくていいんだが。

　そんな感じで三秒に一回こっちに殺やっちまうぞ！　的てきな視し線せんを向けてくる猛禽類お嬢様に連れられて向かった場所。

　そこは……

「ここって……」

　思わずそんな声が出た。

　目の前に鎮ちん座ざする見上げるほどの建物。

　見覚えのあるその巨きよ大だいなサロン風ふうの洋よう館かんは……以前に御み幸ゆきに会った時に警けい告こく音声が親の敵かたきのごとく鳴り響ひびいていたあの場所だった。

「ここは私たち鷲わし津づ派はの聖せい地ち……『聖せい鷲しゆう館かん』よ。姫ひめ乃の宮みやの中でもＡクラスの重要拠きよ点てんにして特別選定区に認にん定ていされている神しん聖せいな建物。本ほん来らいならば貴方あなたたちのような種たね馬うまの骨ほねが足を踏ふみ入れることなどできないところですが……今回は我われ々われの招しよう待たい客きやく。ありがたく享きよう受じゆなさい」

「……」

　ここは鷲津派の建物だったのか……

　道どう理りでやたらとデラックスなわけだ。

　しかしあんな警告音おん声せいが出るほどの重要施設に指定されてるって、聞いていた以上に鷲津派の権力はバカにならないものなのか……？

「さ、お入りなさい。そこの泥どろ除よけで汚らしい靴くつの泥を落とすことを忘れずに」

　猛もう禽きん類るいお嬢じよう様さまに促うながされて建物の中に入る。

『聖鷲館』の中はパーティー仕し様ようになっていた。

　広さにして市民体育館二つをぶち抜きにしたほど。

　外観から予想される優ゆう雅がで豪ごう勢せいな洋風内ない装そうは当然として、それ以外にも和わ室しつや茶ちや室しつのようなものまでが完備されているのが目に入ってくる。まあ百ひやく人にん一いつ首しゆをやろうってんだから畳たたみ敷じきの和室は必ひつ要ようなんだろうが、それにしても金がかかってそうだな。

　相変わらずのムダなセレブリティっぷりに半なかば呆あきれていると。

「百人一首会の開始までにはまだ少し時間があります。適てき当とうにその辺を徘はい徊かいでもしていなさい」

　そうモンシロチョウの幼よう虫ちゆう（レタスの害虫）でも見るみたいな冷たい視し線せんで一いち瞥べつして。

　猛禽類お嬢様たちは立ち去さっていってしまった。

　やれやれ、初っぱなからこれじゃあ前ぜん途と多た難なんだな……

　こちらを振り返りもしない猛禽類お嬢様の後ろ姿すがたを眺ながめながら頭の痛いたい気分でため息いきを吐ついていると。

「す、すごいです、と、とっても広いです……」

　と、隣となりの日和ひよりさんが地味にそうつぶやいていた。

「ん、そうだな」

「こ、ここで百人一首をやるんですね……。そ、それにすごく人もいっぱいいて……」

　日和さんの言う通り、会場内はすでにお嬢様たちでいっぱいだった。

　賑にぎやかで華はなやかなお嬢様パラダイス。

　おそらくは鷲津派のお嬢様以外にもギャラリーのお嬢様たちが来てるんだろうね。

　その中にはどこかで見たようなお嬢様たちの姿もあり……

「あ、容よう子こ先せん輩ぱい～！」

　と、唯ゆい香かがだれかを見つけたのか声を上げてとととっと駆かけ寄っていった。

「あら、唯ゆい香かちゃん」

「容よう子こ先せん輩ぱいも来てたんですか？」

「ええ～、次つぐ姫ひめちゃんに名指しでお呼ばれされちゃいましたから～。唯香ちゃんもかしら～？」

「え、いえ。というかちょっと色々あって……」

　親しげな様よう子すで会話を交わす。

　相手は焼き立てのクロワッサンみたいな縦たてロールの髪かみのお嬢じよう様さま。

　……ああ、どっかで見たことあると思ったらこのお嬢様、いつかの学校説明会の時に姫ひめ乃の宮みやの中を案内してくれた生徒会のお嬢様か。確か副会長だとかいう……

「そちらは唯香ちゃんのお友達かしら～？　ごきげんよう～」

「え、あ、はい」

「そうなの～。あ、私は南みなみ九く條じよう容よう子こと申もうします～。よろしくね～♪」

「容子先輩とは生徒会でいっしょなんだ～。初等部の時からすっごくお世話になってる二年生の先輩で、『至し聖せいの白はく銀ぎん撫なでし子こ姫ひめ』の二つ名も持ってるんだよ～♪」

「あ、わ、わたしは小こ春はる原ばら日和ひよりといいますです。よ、よろしくお願いいたします……」

「小春原日和ちゃん……あらあらまあまあ、あなたが光ひか琉るお姉様の言っていた子ね～。確か『プリンセス・ダンス・コンベンション』の特別賞受賞者で、『佳良の紫金蒲公英姫リトル・ゴールド』なのですよね～♪」

「は、はい。あ……い、いえ、わたしはそんな大たいしたものでは……」

「うふふ、そんなことないわよ～♪　ちっちゃいけれど真ま面じ目めで優やさしくて、とってもがんばりやさんだって聞いてるわ～」

「……（あ、あせあせ）」

「……」

　うーむ、なんか不ふ思し議ぎな人だな。

　口く調ちようや物もの腰ごしは優しげでおっとりとした感じなんだが、どこか独どく特とくの雰ふん囲い気きがあるというか。不思議なオーラのようなものを感じるんだよな。

「それじゃあまたね～、日和ちゃん、唯香ちゃん～♪」

「あ、は、はい、どうもです」

「また生徒会でお会いしましょうです♪」

「ごきげんよう～♪」

　そんな南九條お嬢様の他にも、色々と名のあるお嬢様たちが来ているみたいだった。

　生徒会の関係者やら二年生や三年生の二つ名持ちのハイグレードお嬢様やら……

　だが注ちゆう目もくすべきはそれだけじゃなかった。

　それは何かというと──




　ザワッ……！




　その瞬しゆん間かん、会場内にざわめきが走った。

　これまでにない張り詰つめた緊きん張ちよう感かん。

　それと同時に圧あつ倒とう的てきな存そん在ざい感かんと威い圧あつ感かんとが周しゆう囲いを覆おおう。

　これは……と思いその出で所どころの方に目をやると──

「鷹たか匠じよう、光ひか琉る……」

　まばゆいばかりの黄おう金ごん色いろオーラ。

　そこに悠ゆう然ぜんと立っていたのは……鷹匠光琉お嬢じよう様さまだった。

　中等部高等部の生徒会を束たばねる統とう括かつ生徒会長にして姫ひめ乃の宮みやに存そん在ざいする数多あまたのお嬢様たちの頂ちよう点てんに君くん臨りんする『至し高こうの黄おう金ごん薔ば薇ら姫ひめ』。

　まさにこの姫乃宮の象しよう徴ちようとも言うべき存在。

「……」

　──この黄金お嬢様まで呼ばれてるのか……

　いったいどれだけ名うてのお嬢様たちを集めてきたのかね？

　改めて今回の鷲わし津づ会かいとやらの規き模ぼを思い知らされかけて……そこで気付いた。

　そういえばこの鷹匠さん、鷲津派とはあまり仲なか良よくなかったんじゃなかったのか？

　派は閥ばつ反対を提てい唱しようしていて、その体たい現げんとも言える〝薔薇の三さん箇か条じよう〟廃はい止しを宣せん言げんした改かい革かくの提唱者。言ってみれば保ほ守しゆ派はの極きわみの鷲津派とは阿あ修しゆ羅ら王おうと帝たい釈しやく天てんくらいに反はん目もくすべき立場なはずだ。その黄金お嬢様が呼ばれるなんてのは……

「…………」

　……うーむ。

　……ただでさえ不ふ穏おんな空気だったが何だか余よ計けいにキナ臭くさい感じがしてきたな。妙みようなことにならなきゃいいんだが……

　何となーくヤな感じの流れに若じやつ干かんの不安を覚えていて。

「……ん？」

　と、そこでちらりと視し界かいの端はしに入った人ひと影かげ。

　会場内を埋うめ付くさんばかりのお嬢様たちの合間できょろきょろと一人所しよ在ざいなさげに辺あたりを見回しているショートカットのお嬢様の姿すがた。

　それは見覚えのあるシルエットで……

「……」

　今のって……御み幸ゆきか？

　遠とお目めだったし一瞬でお嬢様たちの海に消えてしまったため確実ではないが、あの中ちゆう性せい的てきな感じはおそらく間ま違ちがいはないだろう。このおよそ五日間の付き合いでそれくらい見分ける自信はある。だが何だってこんなところに……？

　意外な場所で見つけた意外なオオサンショウウオ（天てん然ねん記念物）みたいな人物に首を捻ひねっていると。

「おにーちゃん……？」

「え、ああ」

「どうしたんですか……？」

　隣となりの日和ひよりがそう言いながらこっちを見上げてきた。

「ん、何でもない。ちょっと次に流は行やるマンドリルの種類を考えてただけでな」

「そ、そうなんですか……」

「ああ」

　そう答える。

　人ひと違ちがいだってことはないだろうが、何だって御み幸ゆきがここにいたのかが分からない以上これから本番前の日和さんに余よ計けいな考えごとを追つい加かさせることはないだろうからさ。

　と、まあそんな風ふうに会話をしていて。

「──それでは皆みな様さま、これより第五十六回鷲わし津づ三み姫き主しゆ催さいによる一学年鷲津派は定例会……鷲津会を開かい催さいいたしますわ！」

　そんな声が会場内に響ひびき渡わたり。

　鷲津会が……始まったのだった。
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　最初は特に何事もなく平へい穏おんだった。

　開会の宣せん言げんから始まり、しばらくは談だん笑しようと軽食の時間を楽しむ。

　その辺は地じ獄ごくの鷲津会といえどもどうやら普通のパーティーと同じ感じみたいだな。

　テーブルの上に並んでいる料理を見て日和さんは。

「え、えと、これはざりがにさん……？」

「……日和、それはたぶんロブスターだ」

「え、え……？」

「詳くわしくは分からんが、どうも総そう称しようでマロンと呼ばれるオーストラリア産の小型ロブスターらしいな。そう書いてある……」

「お、おーすとらりあ産の小型ざりがにさん……」（地味に韻いんを踏ふみました）

「ああ」

　そういえば美お味い●んぼにもそんな食しよく材ざいが出て来てたような気もするしな。

　そんな感じのいつも通りの地味なやり取り。

　ちなみに近くにいるのは日和ひよりさんと俺の二人だけである。

　唯ゆい香かは生徒会の関係者やら鷹たか匠じよう光ひか琉るに挨あい拶さつをしているし、日向ひなたたちは立りつ食しよくの食べ物（一いつ片ぺんが二万円のサイコロステーキ）やら飲み物（一リットル七千円の高級ジュース）やらを取りにいっている。うーむ、アローンインザイーグルだな。

　周まわりから聞こえてくるのは。

「ねえねえ、聞かれました？　本日料理はあの富とみ井いシェフが作られたものだそうですよ？」

「あら、そうなのですか？」

「あの『舌ぜつ禍かの二に枚まい舌じた』と呼ばれた……」

「この前六ろつ本ぽん木ぎの本店に行きましたけれど、フルコースでたったの三十万円でしたわよ？」

「まあお安い！」

「……」

　そんな姫ひめ乃の宮みやでは標準仕し様ようなセレブの極きわみな会話。

　その大たい半はんはこの上なく穏おん健けんというかごく普通の内容で（セレブだが）、鷲わし津づ派はといってもその大部分は普通のお嬢じよう様さまみたいだな。

　むしろあの鷲津三み姫きこと猛もう禽きん類るいお嬢様やその取り巻きは一部の特とく殊しゆなジャックナイフなんだろう。触ふれる者を皆みな傷きず付つけるガラスの十じゆう代だいみたいな……

　そんなことを考えながら日和さんといっしょにマロンの焼き物を食べていて。

　と。

「──ごきげんよう、小こ春はら原ばらさん」

「む……」

　その猛禽類お嬢様が取り巻きたちとともに近づいてきた。

「どうかしら、我われらが鷲津会のパーティーは？　楽しんでくれているかしら？」

「あ、は、はい……」

「そう、本当にそうならよろしいのだけれど」

「え……？」

　怪け訝げんな顔になる日和に。

「聞きましたわよ、小春原さん。貴方あなた……外部からの編へん入にゆう生せいなのだそうね？」

　嫁よめの家か事じの粗あらを見つけた小こ姑じゆうとみたいな笑いを浮かべながらそう言ってくる。

「生きつ粋すいの姫乃宮育ちではない下か層そう階かい級きゆうな貧びん乏ぼう人にん……しかもどこの学級崩ほう壊かい予備校とも知れない公こう立りつ中学校出しゆつ身しんで、両親はまったく無む名めいの考こう古こ学がく者しやだとか。ふふ、おかしい。道どう理りで小こ作さく人にんのみすぼらしい匂においがすると思いましたわ。そんな貴方にこの雅みやびやかで高こう尚しような鷲津会が楽しめていると言えるのかしら？」

「そ、それは……」

　言こと葉ばに詰つまる日和ひより。

　く、いちいちつっかかってきやがるな。ていうかそもそもこんな地じ獄ごくのミ●ワならぬ地獄の鷲わし津づ会かいで楽しめるわけもないだろうに。

　何にせよこのまま言わせたい放題にしておくのもシャクである。

　も、もうどうしたらいいか分かりません……って顔をしてる日和さんをフォローしようとして。

「……ねえ、小こ春はる原ばらさん、よかったら、本番の前に少し余よ興きように参加してみないかしら？」

「え……？」

「今日のメインイベントである百ひやく人にん一いつ首しゆ会かいの前にこれから鷲津会恒こう例れいの茶ちや事じを行おこなうのよ。もしも楽しめているというのならば、それに参加してみてはいかがかしら？　少しは姫ひめ乃の宮みやの一いち員いんとしての資格を披ひ露ろうするいい機会かもしれなくてよ？」

「……」

　むう、小学生の「お前の母ちゃんデベソ～！」くらいに分かりやすい挑ちよう発はつだな。

　まあ向こうも分かってやってるんだろうが……

「──日和、気にするなって」

「お、おにーちゃん……」

「百人一首とは関係ないんだから、無理して参加することもないだろ。聞き流しとけばいい」

　資格だか何だか知らないが相手だって余興だって言ってるし。

　別にこれを断ったからといって日和さんの評ひよう価かに影えい響きようするわけじゃない。ただちょっと猛もう禽きん類るいお嬢じよう様さまのイヤミが追つい加かされるくらいだろう。

　だが……

「……あら、逃げるのですか？」

「え……」

「せっかくの名めい誉よ挽ばん回かいを披ひ露ろうするいい機会だというのに、そんなどこの農のう耕こう馬ばの化か石せきだか分からない〝知人〟の男の口くち車ぐるまに乗せられて逃げるだなんて……。やはりこれだから下げ劣れつな男は困こまるわね。だれもかれも小こ汚ぎたない逃げ癖ぐせのついた負け犬いぬよ」

「…………」

　猛禽類お嬢様のその言こと葉ばに、日和さんの様よう子すが変わった。

　ものすごく何か言いたげなもにょもにょとした表情。うーむ、この展てん開かいはイヤな予感が……

　案あんの定じよう。

「わ、分かりました……！」

「え？」

「お、お茶会……参加させてもらいます……！　お、おにーちゃんは、濃のう厚こうな種たね馬うまの過か疎そ期きなんかじゃありません……っ！」

「ひ、日和ひよりさん……？」

　いやそこまでは言われてない気がするんですが……

　まあそれはともかく。

「──いいでしょう。ではこちらへ来なさい」

「はい……っ……」

　猛もう禽きん類るいお嬢じよう様さまに先せん導どうされて日和さん（若じやつ干かんの興こう奮ふん状じよう態たい）が茶ちや室しつへと足を踏ふみ入れる。

　いや本当に参加する気なのか？

「……」

　茶室の中は外から見ても立りつ派ぱな造りだった。

　上じよう品ひんにしつらえられた純じゆん和わ室しつ。

　全体的に侘わびて寂さびた感じで、なんかくすんだ竹たけのハケのようなものやらよく分からん柄ひ杓しやくのようなものやら水すい墨ぼく画が風ふうの掛かけ軸じくやらの茶さ道どうグッズ（？）が置かれている。

「我われ々われ鷲わし津づ会かいの茶ちや事じは、恒こう例れいで裏うら千せん家けの作さ法ほうに則のつとり進められることになっています。なので小こ春はる原ばらさんにもそれを踏まえて参加していただきますので」

「は、はい……」

　こくこくと頼たよりなさげに答える日和さん。

　いや大だい丈じよう夫ぶなのか……？

　茶室に一人立つ地味っこに不安な心地ここちになっていると。

「日和ちゃん……こ、これ、どうしたんですか、おにいさん？」

「唯ゆい香か……」

　騒さわぎを聞きつけたのか、唯香がぱたぱたと駆かけ足で戻ってきた。

「何があったんですか？　日和ちゃんが茶事に参加って……」

「いやそれが……」

　状じよう況きようを説明する。

　すると。

「そんなことが……。日和ちゃん、茶道の心こころ得えは……？」

「や、たぶん茶ちや釜がまと分ぶん福ぷく茶釜の区別もつかないレベルだと思う……」

「そ、そうなんですか？　だ、だったらかなりまずいんじゃ……。裏千家って言ってましたよね？　裏千家は三さん千せん家けの中では表おもて千せん家けや武む者しやの小こう路じ千家よりも基本的には自由な流りゆう派はだから、茶道の基本さえ分かってれば何とかはなるとは思うんだけど……」

「……」

　いや俺にはすでに唯ゆい香かさんが何を言ってるのかさっぱり分からんのですがね。

　そんな風ふうにこっちで話している一方、茶室の中では茶事が進行していく。

「──ねえ、小春原さん。どうせなら少し遊び心を加くわえてみません？」

「え……？」

「なに、ほんの戯たわむれですよ。小こ春はる原ばらさんも我われ々われを堆たい肥ひ扱あつかいするほどのご立りつ派ぱな立場ならば……当然裏うら千せん家けの作さ法ほうくらいはご存じですよね？　だから……」

　そこで茶ちや室しつの隅すみに目をやって。

「ちょっとした趣しゆ向こうを用意してみたわ。この茶室の中に用意した茶器具……この中から、裏千家にもっとも合がつ致ちした様よう式しきの茶道具を選んでもらいましょうか。茶さ道どうに少しでも嗜たしなんでいるのならこの程てい度どのことは朝あさ飯めし前まえですよね？　ふふ……」

　底そこ意い地じの悪い笑い。

　確実に日和ひよりにはできないだろうことを確信している笑えみだ。

「……」

　だが……それはその通りなんだよ。

　洋よう式しきのマナーは入学試験やこの前の『プリンセス・ダンス・コンベンション』で少しはかじっていたとして、和わ式しきのマナーはほとんど教わる機き会かいはなかったはずだ。ましてや茶道なんて抹まつ茶ちやの欠片かけらほども触ふれていないはずである。

　これはもう放っておくわけにはいかないか──と茶室の中に駆かけ寄りかけて。

　だが日和は。

「こ、この中から……選べばいいんですね？」

「ええ、そうよ」

「分かりました……。え、ええと……うらせんけでは確か茶ちや筅せんは白しろ竹たけのものをもちいて……」

「え……？」

「おもてせんけでは煤すす竹たけを……むしゃこうじせんけでは胡ご麻ま竹たけをそれぞれもちいることになっていて……」

　耳みみ馴な染じみのない単たん語ご。

「か、菓か子し器きはふたありの喰じき籠ろうではなくて、ふたなしの鉢はちを使うのが通例で……。道具に使う箱はこのひも色は深緑だったと……。そ、それと、薄うす茶ちやを点たてるときにはよく泡あわ立だてるようにして……」

「……」

　発する言こと葉ばこそいつも通りのどこか自信なさげなものながらも、動き自体には迷まよいなく次々と特定の茶道具を選んでいく。

「唯ゆい香か、あれは……」

　隣となりのお嬢じよう様さまの顔を見ると。

「うん、合ってる。作さ法ほうはばっちりだし、言ってることも全部当たってる。うん、日和ちゃん、すごいすごい～♪」

「……」

　どうやら正解らしい。

　しかし日和ひよりさん、いつの間にこんな特とく殊しゆ知ち識しきを……？　まさか地味つながりでどこからか電でん波ぱを受信した……とかじゃないですよね？

　やがて全すべての作さ法ほうと選せん択たくを終えて。

「こ、これでだいじょうぶだったでしょうか……？」

　小さく見上げながらそう言う。

　それを見た猛もう禽きん類るいお嬢じよう様さまはこの上なく渋しぷい顔で。

「……けっこうな、お手て前まえでした。全すべて作法通りな、文もん句くのない一連の所しよ作さ……。お見事、でしたわね……」

　死ぬほどイヤそうな声ね音いろとともにそう評ひようした。

　それに地味にぺこりと頭を下げて、日和さんはとてとてとこっちに戻ってくる。

「日和、大変だったな」

「は、はい……っ」

「だけど見事だった。でもどうして……？」

「あ、あの、実は桃もも子こおねーちゃんに教えてもらっていたんです」

「桃子？」

　って、あの性しよう悪わるニートが？

「は、はい……。以前に洋よう式しきのマナーを教えていただいた時に、いつか役に立つこともあると言われてこちらも……。な、なんでも、うらせんけは桃子おねーちゃんのお家の流りゆう派はらしくて……」

「……」

　そうだったのか。

　それならあんなに地味に茶さ道どうに精せい通つうしていたのも分かる。ある意味すでに予習済ずみだったってことか。しかしあの人でなしビッチもたまには人の役に立つことをするもんだな。

「だけど……それを全部覚えてたのか？　試験には直接必ひつ要ようなかったもんなのに……」

「え、えと、確かに試験科目にはないものでしたけれど、マナーを覚える上で必要のないものなどないと思って……。じ、人生日ひ々び是これ勉強だと言いますし……」

「日和……」

「そ、それに……」

「？」

「そ、それに……お、おにーちゃんにふさわしい〝おとなのじょせい〟になるためには、こういった教養は、ひ、必要なものですから……」

　目をきゅっとつむりながらそう言ってくる。

「……」

　いや焙ほうじ茶ちやと玄げん米まい茶ちやの区別さえも覚おぼ束つかない〝おにーちゃん〟相あい手てにそれは過か大だい評ひよう価かだと思うんですが……それでもその気持ちが嬉うれしいことには変わりない。

「そっか──ありがとな」

「あ、い、いえ……（ぽっ）」

　そう言ってハムスターとかにやるみたいに少し赤くなった頰ほおのところに手をやると、目め元もとを緩ゆるませながらもものすごく嬉しそうな顔で地味に遠えん慮りよがちに少しだけすりすりと身体からだを寄せてきた。

　うーむ、ホント素す直なおないい子だね。
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「──それではこれより、本日の主しゆ式しき典てんである百ひやく人にん一いつ首しゆ会かいを始めたいと思います！　皆みな様さま、準備はよろしいですか？」

　マイク越ごしの猛もう禽きん類るいお嬢じよう様さまのそんな声が会場内に響ひびき渡わたって。

　鷲わし津づ会かいの開始からおよそ一時間。

　露つゆ払はらい（？）である食事会や茶ちや事じも終しゆう了りようして……いよいよ今日のメインイベントである、百人一首会が始まろうとしているようだった。

「とうとうだな、日和ひより」

「は、はい……」

　不安げにうなずく日和さん。

　いったいどんなカタチで百人一首会が行われるのかは分からんが、この一週間日和さんは一いつ生しよう懸けん命めいにがんばってきた。唯ゆい香かたちや音ね色いろさんたち〝ぴよの団〟のレッスンも無事に修しゆう了りようしたし、どんな状じよう況きようにも対たい応おうできるはずだ。

「大だい丈じよう夫ぶだ。〝ぴよ・こらぼれーしょん〟を思い出して、レッスンしてきた通りに落ち着いてやればきっとうまくいく」

「は、はい……」

「リラックスだ、リラックス」

「そ、そうですね。ひっひっふ～……ひっひっふ～……！」

「……」

　何だかものすごく勘かん違ちがいしたリラックス法を実じつ践せんしているような気がする日和さんとともに事じ態たいの流れを見守っていると。

「──さて、本日の天てん王のう山ざんである百人一首会を開始するにあたって、ここで紹しよう介かいしなければならない大切な客きやく人じんがいらっしゃいます。それは──」

　そこで一度言こと葉ばを止めて。




「──すみませんが、小こ春はる原ばらさん、こちらにいらしていただけますか？」




「え？」

　壇だん上じようの猛もう禽きん類るいお嬢じよう様さまからそんな声がかかった。

「それとそこの〝知ち人じん〟な関係者も。そして──」

　そこでチラリと視し線せんを肩かた越ごしに移して。

「まことに恐きよう縮しゆくですが……鷹たか匠じよう先せん輩ぱい、貴方あなたもいらしていただけませんか？」

　少し離はなれた場所で一人グラスを傾かたむけていた鷹匠お嬢様にそう呼びかけた。

「……私？」

「ええ、ご足そく労ろうですが、よろしいですか？」

「……構わないわ」

「……」

　何だって黄おう金ごんお嬢様まで……？

　審しん査さ員いんでもやってもらうつもりなのかね？

　訝いぶかしく思いながらも、とりあえず言われた通りに日和ひよりたちとともに猛禽類お嬢様のもとへと移動する。

「……それで、何なんだ？」

「まあまあ、結論を焦あせらないで。小春原さん、貴方、百ひやく人にん一いつ首しゆの方はどの程てい度ど嗜たしなんでいるのかしら？」

「え？　あ、は、はい。練習はしてきましたが、それほど得意というわけでは……」

「ほう……」

　その答えに猛禽類お嬢様は楽しそうに口くち元もとを上げて。

「なるほど……では貴方には、もしかしたらその進しん退たいを賭かけてもらわなければならないかもしれませんわね」

「え……？」

「進退を……？」

　どういうことだ？

　怪け訝げんな顔になる俺たちに。

「ええ、そうです。百人一首は姫ひめ乃の宮みやではだれもが嗜んでいる基き礎そ教きよう養よう事じ項こう……『現代の姫ひめ』として当然のごとく身みに付けていなくてはならない必ひつ要よう不ふ可か欠けつな項こう目もくです。この姫乃宮にいる以上まずそのようなことはないとは思いますが、それが欠けているとしたら……貴方はこの姫乃宮には相応ふさわしくない者だといえますよね？　その貴方が『農のう民みん部ぶ』とかいう仮かりにも我わが姫乃宮に存そん在ざいする部の部長をやっているなんて、おかしいでしょう？」

「……『菜さい園えん部ぶ』、だ」

「あはは、そうでしたわね。あまりに貧ひん相そうな感じなので、つい」

「……何が言いたいんだ？」

　この猛もう禽きん類るいお嬢じよう様さまが嫌いや味みなのは分かったが結論部分が見えてこない。

　すると目の前の猛禽類お嬢様は真ま顔がおになって。

「なに、簡かん単たんなことです。これから小こ春はる原ばらさんには我われ々われ鷲わし津づ会かいの百ひやく人にん一いつ首しゆ会かいに参加してもらいますが……もしもそれで目も当てられないほどの無む惨ざんな結果に終わった場合には、『農民部』の部長の座ざを降りてもらおうということです」

「……！」

　……何て言った、この猛禽類。

「それくらい当然の帰き結けつでしょう。ふふ、そうなったら農民部は部長空くう位いと部員割れで廃はい部ぶということになるかもしれませんわね。いいえ、それ以前に農民部を失ったら小春原さんに入ることができる部があるのかしら。ふふふ……」

「……」

　……こいつ……！

　どこまで日和ひよりのことを目の敵かたきにしてるというか、そこまであの学食で反はん論ろんされた（結果的に堆たい肥ひ扱あつかいになったのは周まわりのお嬢様たちの勝かつ手てな解かい釈しやくだが）のが気に入らなかったってのか……？

　おまけに日和が部ぶ費ひの問題で部ぶ活かつに入れなかったことまで知ってるらしい。どれだけ調べてるんだよ……

　だがそれだけじゃなかったんだよ。

　獲え物ものを狩かる肉にく食しよく獣じゆうの笑えみを浮かべる猛禽類お嬢様は、さらに隣となりの鷹たか匠じようお嬢様に視し線せんを向けて。

「それに……鷹匠先せん輩ぱい。聞いたところによると確かこの小春原さんを強く推おして『農民部』を直接認にん可かしたのは貴方あなただとか……？」

「……ええ、そうね。それが何か？」

「ふふ、やっぱり……。だとしたら……小春原さんが無ぶ様ざまな姿すがたを晒さらした場合、それを承しよう認にんした貴方も責せき任にんを取るのが筋すじというものですよね？」

「……」

「選せん任にん責任というやつですよ。……ああ、といっても何も土ど下げ座ざしろだとか学院を去されとまでは言いません。だけど少なくとも統とう括かつ生徒会長などという我われらが姫ひめ乃の宮みやを代表するような役やく職しよくを名乗っているのは相応ふさわしくないのではなくて？」

　にやりと笑いながらもったいつけたようにそう言ってくる。

　日和だけじゃなくて、この黄おう金ごんお嬢様までも失しつ脚きやくさせようってハラか……！

　反はん目もくすべき立場だったにも関わらず、この鷹たか匠じようお嬢じよう様さまがここに呼ばれた理由が分かったような気がした。日和ひよりの問題にかこつけて自分たちの目の上のたんこぶ的な存そん在ざいである鷹匠光ひか琉るにまで責せき任にんを取らせようっていう……。というか最初からこっちが本ほん命めいだったんじゃないのか……？

「……」

　猛もう禽きん類るいお嬢様のその言こと葉ばに鷹匠お嬢様はしばし腕うでを組んだまま黙だまっていた。

　だがやがてちらりと日和の方を一いち瞥べつして。

「……いいでしょう」

「……！」

「その提てい案あん、受け入れましょう。もしも小こ春はる原ばらさんがその立場に見合わない見苦しい姿すがたを晒さらしたとしたら……その時は、この身みをもって責任を取ることにします」

「え、え……っ！」

「……！」

　思わず日和さんと二人で声を上げちまった。

　いやそれはいくら何でも一方的すぎるだろ！

　日和に対する宣せん告こくもそうだが、ましてや鷹匠お嬢様は言われるがままにそんな理り不ふ尽じんな要求を受け入れる必ひつ要ようなんてアリンコの触しよつ覚かくの先ほどもない。

　だが俺たちの動どう揺ようにも鷹匠お嬢様は微び動どうだにしなかった。

　ただ日和と俺の方を見て、一ひと言こと。




「……大だい丈じよう夫ぶ、なのでしょう？」




「あ……」

「え……」

「貴方あなたたちがここにいるということは、それなりの修しゆう練れんの結果があるということ。ならば私は信じるわ。貴方たちと、その貴方たちを信しん頼らいした自分を」

　それだけ言うと話はそれで終わりとばかりにその場から離はなれ元もとの位置へと戻った。

　その居い住ずまいはまったく揺ゆるぎのないいつも通りのもので……

「……」

　こんな俺たちを信じてくれてるってのか……

　黄おう金ごんお嬢様の物言わぬ信頼。

　その声なきメッセージに、日和さんは地味だけど、それでも精せい一いつ杯ぱい力強くうなずいた。

「──は、はいっ……！」

　それを見て猛禽類お嬢様は。

「……よろしい、ならば決まりね。もちろん私たちは小こ春はる原ばらさんがそのような惨みじめな姿すがたを晒さらすことはないと信じていますわ。だけどもし悲しくもそうではなかった時には……小春原さんには『農民部』の部長を退しりぞいてもらい、鷹たか匠じよう先せん輩ぱいにも生徒会統とう括かつ会長の座ざを辞じしてもらいます。約やく束そくですわよ。ふふふ……」

「……」

「果はたしてこれまでそのようなものと無む縁えんであった無む教きよう養ような小こ作さく人にんに百ひやく人にん一いつ首しゆが習得できて……？　たとえ何か小こ細ざい工くをしていたとしても期間は僅わずか一週間……それしきの一いつ朝ちよう一いつ夕せきで何とかなるはずがない。せいぜい無ぶ様ざまな姿を晒すといいわ。そして目め障ざわりな鷹匠とともに姫ひめ乃の宮みやから消えてしまえばいい……。鷲わし津づ派はに逆さからうとどうなるのか……その身みでとくと思い知ることね」
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「──では小春原さんにはこちらで百人一首をやっていただきましょう。ルールは基本的な競きよう技ぎカルタのものに乗っ取ります。詠よみ手は毎回ご依い頼らいしている外部客員の松まつ尾お葉よう子こさんにお願いして、相手はこちらの鶉うずら山やま佐さ知ちが務つとめます」

「よろしくお願いいたしますわ」

「あ、お、お願いします……」

　一いつ歩ぽ前まえに出ながら日和ひよりがおずおずと頭を下げる。

　むう、いよいよか。

　鷲津派との百人一首勝しよう負ぶ。

　そのコンセプト自体は当とう初しよと変わらないが、色々と面めん倒どうな条じよう件けんが付ふ与よされた今ますます火か薬やく臭くさいものになってきた。何とか無事に終わってくれるといいんだが……

　畳たたみ敷じきの和わ室しつの中ちゆう央おう（戦場）へと向かおうとする日和に声をかける。

「日和、がんばってな」

「あ、は、はい……」

「……」

「……」

「……日和？」

　だがそれ以上前に進もうとしない。

　どうかしたのか……と怪け訝げんな顔になる俺の前で日和さんはもにょもにょと指回し運動をしながらこっちを見上げていた。

　だがやがて小さく声を上げると。

「お、おにーちゃん……っ」




　きゅっ……




「……！」

　ぶつかってきた柔やわらかで軽い感かん触しよく。

　一いつ生しよう懸けん命めいな顔をした日和ひよりさんが、甘あまえたがりなレッサーパンダみたいに全ぜん身しんで抱だきついてきていた。

「ひ、日和さん？」

「す、すみません……で、でも……す、少しだけ、お、おにーちゃん分を……じゅ、充じゆう電でん、させてください……」

　不安げな、言こと葉ば。

　その表情は今にも消えてしまいそうなお線せん香こうの光のように頼たよりなげなもので……

「……」

　……それは、そうか。

　自分の『菜さい園えん部ぶ』部長としての立場どころか鷹たか匠じようお嬢じよう様さまの進しん退たいまでをもその小さな身体からだに背せ負おわされて、ただでさえ心しん臓ぞうが強いとはいえない小しよう動どう物ぶつな日和さんがプレッシャーを感じてないはずがないよな。
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「──ん、分かった。いくらでも充じゆう電でんしてくれ」

「あ──は、はい……っ」

　俺の言こと葉ばに嬉うれしそうにこっくりとうなずいて。

　そのまま充電式アルカリ電でん池ち（三さん洋ようエ●ループ）とコンセントに刺ささったその充電器状態になることおよそ三分。

　最後に背中に回した腕うでにぎゅっと一度力を込めた後に、日和ひよりさんはちょこんと俺の身体からだから離はなれた。

「そ、それでは──行ってまいりますっ！」

「ああ、フアイトだ！」

　頭の横に手を当てて敬けい礼れいの仕し草ぐさをしながらそう言う日和にそう声をかける。

　そして鷹たか匠じようお嬢じよう様さまやら他のたくさんのお嬢様やらが見守る中……日和さんの百ひやく人にん一いつ首しゆへの挑ちよう戦せんが始まった。

「──それではこれより小こ春はる原ばら日和さんと鶉うずら山やま佐さ知ちさんの対戦を行います。詠よみ手は私、松まつ尾お葉よう子こが務つとめさせていただきます」

「……」

「……」

　会場内がシンと静しずまり返る。

　張り詰つめた釣つり糸みたいな静せい寂じやく。

　そして最初の一いち札れいが読み上げられた。

「……『さびしさに　やどをたちいでて　ながむれば　いづこもおなじ　あきのゆふぐれ』……」

「……」

「……っ」

　その上かみの句くのフレーズとともに日和さんと相手の鷲わし津づ派はお嬢様がほぼ同時に動き──

　バッ！

　一いつ瞬しゆんの交こう錯さく。

　重なり合った日和さんと鷲津派お嬢様の手。

「……」

「……」

　二つの交まじわりが終わり……その手に札ふだを摑つかんでいたのは、日和さんだった。

「日和！」

「やった、日和ちゃん～♪」

「すばらしいです～♪」

「ふっ、さすが小春原さんね」

　そんな俺たちの声とともに、周まわりからも歓かん声せいが沸わき上がる。

　とりあえず最初の一枚は日和ひよりさんがゲットしたようだった。

　──うん、なかなかいい滑すべり出しだな。摑つかみはオッケーというか。

　とはいえこの時点では猛もう禽きん類るいお嬢じよう様さまも余よ裕ゆうだった。

　カブトムシ相ず撲もうで自分の嚙かませ犬いぬ（いやカブトムシだが）であるティティウスシロカブトに勝ったヒルスシロカブトを見るカブトムシマスターのような顔で。

「ふん、少しはやるようですわね。まあこの程てい度どはやってくれないと会が盛もり上がりませんわ。鶉うずら山やまさん、少し遊んでおやりなさい」

「あ、は、はい」

　そんな鷹おう揚ような台詞せりふ。

　おそらく今のはマグレか何かだと思ってるんだろうね。

　だが。

「それでは二枚目にいきたいと思います。……『やへむぐら　しげれるやどの　さびしきに　ひとこそみえね　あきはきにけり』……」

　二枚目が読み上げられ。

　バッ！

　再ふたたび右手と右手との交こう差さが繰くり広げられて。

　その交こう錯さくの先にあったのは──

「わ～、日和ちゃん、すごいです～♪」

「絶ぜつ頂ちような腕うでの動きでした～♪」

「……な、ないす、です……」

「……！」

　二枚目の札ふだも日和さんの手の中に収まっていたのを見て、さすがの猛禽類お嬢様も顔色が少し変わった。

「……何をやっているのですか、鶉山さん。もうお遊びはけっこうです。これ以上敵てきに塩を送る必ひつ要ようなんてありませんよ」

「え、ええ、分かっています！」

　大きくうなずく相手方のお嬢様。

「──それでは三枚目を。……『なげきつつ　ひとりぬるよの　あくるまは　いかにひさしき　ものとかはしる』……」

　バッ！

　しかし三枚目の札を取ったのも日和さん。

　さらに四枚目と六枚目は相手に譲ゆずったものの、五枚目と七枚目、八枚目は連続でゲットして、六対二のリードを手にしていたのだった。

「むう、すごいな……」

　完全に日和ひよりさんペースである。

　合宿がいい感じに終しゆう了りようしたのは分かっていたが、予想以上の出で来き映ばえだった。うーむ、もしかしたら相手が思ったよりも大たいしたことないとか……？

　その俺の内ない心しんの疑ぎ念ねんに。

「ううん、日和ちゃんがすごいんだよ～。動きを見る限り、相手の鶉うずら山やまさんも決して下へ手たなわけじゃない。だけど日和ちゃんが全すべてで少しだけ上をいってる」

「……そうなのか？」

「うん、合宿の成果がものすごくいい感じに発はつ揮きされてるんだと思う。ちゃんと札ふだを覚えてるし、フォームも安定してる。それに出だしの動きが相あい手てよりも半はん歩ぽ早いんだよ。あれはきっと美み咲さきちゃんと音ね色いろおねえさんのレッスンの成果と、日和ちゃん本人の集中力の賜たま物ものだと思う」

「……」

　集中力か……

　確かに日和さんは昔むかしからその節ふしがあるんだよな。一つの物事に集中するとそれしか見えなくなる節もあるというか。前にセリ（春の七なな草くさ）探さがしに夢む中ちゆうになって疲つかれて眠るまで土ど手てを徘はい徊かいしてたなんてこともあったし……（そしてそのまま死体と間ま違ちがわれて警察に通報された）。

　ともあれいい流れだ。

　何であれその特とく性せいがプラスの方向に働はたらいているのならばそれに越こしたことはない。

　おまけに目の前の札に視し線せんを固定する日和さんの全ぜん身しんからは、うっすらとだが黄おう金ごん色いろのオーラのようなものが出ているように見えていて。

「……」

　──分からんが、あのオーラのようなものも日和さんの集中力を後あと押おししてくれてるのかもしれんな。

　何となくだがそう思った。

　時とき折おり見える黄金色オーラ。

　あれが現れた時の日和さんはどことなく別人のようにお嬢じよう様さまお嬢様して見えるというか……

「──それでは十五枚目を。……『みかのはら　わきてながるる　いづみがは　いつみきとてか　こひしかるらむ』……」

　紡つむがれる詠よみ手の声。

　その声に合わせてまた日和さんが札をゲットして。

　そのまま勢いきおいに乗るカタチで、日和さんが勝利を収めたのだった。







「馬ば鹿かな……こんなはずでは……！　どうなっているの!?」

「わ、分かりません！　調査させた報ほう告こくによれば、小こ春はる原ばら日和ひよりはこれまで確かに百ひやく人にん一いつ首しゆに触ふれたことなどなかったはず……」

「で、ではどうして……！」

　叫さけぶような猛もう禽きん類るいお嬢じよう様さまの声が会場内に響ひびき渡わたる。

　予想外の事じ態たいに明らかに動どう揺ようして焦あせっている声。

「……」

　まあ、猛禽類お嬢様たちには分からなくてもしょうがないだろうさ。

　日和さんには──何よりも頼たよりがいがあって秘ひ密みつ兵へい器きな強力な仲なか間またち（一部秘密のままにしておきたいダメ人間もいたりいなかったりだが……）……〝ぴよの団〟が、味み方かたに付いてるんだよ。







　　　４




　その後も鷲わし津づ派はの何人かと対戦をしたが、全すべて結果は同じだった。

　もちろん全部が全部の場面で日和さんのターンとばかりとはいえず、ギリギリだったり危なかったりした場面もかなりあったが、最終的にはそのどれもが日和さんの勝利で終わり──

「……どういうことですか！　貴方あなたたち、手を抜いているの!?　どうしてあんな一いつ般ぱん庶しよ民みんに勝てない……！　これ以上鷲津派の名に泥どろを塗ぬることは許されないわ……！」

「け、決してそんなことは……！　も、もう認めるしかないと思います。小春原日和が強いんです……。それこそ、優ゆう秀しゆうな師し匠しように付いて一週間みっちりと鍛きたえられたとしか思えないくらいに……」

「……っ……！」

　悔くやしげに声を漏もらす猛禽類お嬢様。

　そんな猛禽類お嬢様に俺は近づいて。

「……もういいんじゃないか？　日和がどれくらいできるかってことは分かっただろう？　この辺へんで終わりにしないか？」

「……くっ……」

「いいだろう？　こっちとしても別に事を大げさにしたいわけじゃないんだ」

　むしろこの上なく穏おん便びんに済すませたいというか。

「……」

　その言こと葉ばに猛禽類お嬢様はしばし黙だまったまま唇くちびるを嚙かみしめてうつむいていた。

　だがやがてゆっくりと顔を上げて。

「……いい、でしょう」

「え？」

「……確かにこちらとしても恥はじの上うわ塗ぬりをしたいわけではない。誇ほこり高き鷲わし津づ派はの一いち員いんとして、引き際ぎわくらいは心こころ得えている……」

「それじゃあ……」

　これでおしまいにしてくれるのか？

　おお、いかつい顔がん面めんの割わりには意外に物分かりがいいな……と思いきや。

「……だが私たちとしても面子めんつにかけてこのまま退しりぞくことなどできない……！　鷲津会において我われ々われ鷲津派がここまでコケにされることはあってはいけないことなのよ……！　──我々から、最後の勝しよう負ぶを申もうし込みます。これまでの一対一とは違ちがう三対三の団体戦……私たち鷲津派の総力を上げて勝負を挑いどみます。……雌し雄ゆうを決しましょう」

「……」

　全然分かってくれてませんでした。

　それどころかむしろヒートアップしてる感すらあって。

　しかも三対三の団体戦。文字通りの総そう力りよく戦せんってわけか。

　おまけに今までのように上から目め線せんでの叩たたき潰つぶすべき小こ物ものでなく、倒たおすべき敵てきとして明めい確かくに認にん識しきされたみたいだ。ううむ、いいことなのか悪いことなのか……

「……こちらからは鷲津三み姫き御おん自みずからとその側そつ近きんとで臨のぞみます。そちらでは好すきな人じん員いんをあと二人選びなさい」

　鋭するどい目で睨にらみ付けながら有う無むを言わせぬ口く調ちようでそう言い付けてくる。

　どうやら……対決は避さけられないようだった。

「どうする……日和ひより？　だれを選ぶ？」

「え、あ、はい。え、えと……」

　きょろきょろと周まわりを見る日和。

　まあ順当にいけば実力的に唯ゆい香かか日向ひなた、美み咲さき辺あたりが適てき任にんだろう。何せ日和さんに百ひやく人にん一いつ首しゆを直接指し導どうした師し匠しようなわけだし。

　だがその予想に反はんして日和さんが口にしたのは。

「あ、い、いっしょに出ていただきたい人なんですが……」

「ああ」

「あ、あの、ゆーおにーちゃんに……」

「え？」




「わ、わたしは……ゆ、ゆーおにーちゃんに、いっしょに出てほしいです……！」




「……」

　え……俺……？

　一いつ瞬しゆん言われていることの意味が分からなくて真ま夏なつのヌーディストビーチで北ほつ極きよくペンギンに遭そう遇ぐうしたみたいな顔になる。

　いや何だって俺なんですか……？

　確かに日和ひよりさんに付き合ってレッスンの手て伝つだいをしてたから札ふだもいくつかは覚えているし、御み幸ゆきとも和わ歌かについて話したりする機き会かいがあったりしたから多た少しようは百ひやく人にん一いつ首しゆについて詳くわしくなったとは言える。だがそれでも唯ゆい香かたちに比くらべればニワトリにたとえてみてその辺へんを歩いていた野の良らニワトリとフランス産のシャポン（一いち羽わ五万円の高級ニワトリ）ほどの差があるのは間ま違ちがいない。わざわざそんなリスキーな選せん択たくをしなくても……

　戸と惑まどう俺に日和はふるふると一いつ生しよう懸けん命めいに首を振って。

「……ゆーおにーちゃんが、いいんです……」

「え……」

「え、えと、すみません……。こ、こんなかたちでおにーちゃんにご迷めい惑わくをかけてしまって……。で、でも、おにーちゃんがそばに……となりにいてくれれば……も、もっと、もっとがんばれるような気がするんです……」

「日和……」

　見上げてくる無む邪じや気きなワンコみたいな瞳ひとみ。

　そう言われては……とても無む下げに断ことわることはできんというか……

　さらには唯香たちも。

「うん、ここはおにいさんが出るのがいいと思う♪」

「そうですね～、鞭むち打うち登場というやつですよ～♪（真しん打うちと言いたかったんだろうな……）」

「この場面で最もつとも相応ふさわしい使し徒とは貴方あなたですわ」

「……ひ、ひよりちゃんの助けになってあげてください……」

「……本ほん来らいならば私が出たいところを、小こ春はる原ばらさんがそう言うから譲ゆずってあげるのよ。ぐずぐず言わずに従したがいなさい」

「むう……」

　かけられたそんな言こと葉ば。

　これはもう……純じゆん真しんな瞳で布ふ団とんの上でごろごろしながらこっちを見上げておねだりするお犬いぬ様さまの可か愛わいらしさにハートを射い貫ぬかれた飼かい主ぬしのごとく首を縦たてに振るしかないじゃないか。

　俺は身体からだの横でグッと拳こぶしを握にぎって。

「──分かった。出る」

「え……？」

「了りよう解かいだ。俺でよければいっしょに出させてくれ」

「は──はいっ……♪」

　大きくうなずく日和ひより。

　そういうわけで俺も選せん手しゆとして団体戦に出場することになった。

　うーむ、せいぜい足を引っ張らないようにせんと……

「……」

　ともあれこれで二人の内うち一人は決まった。

　残るはあと一人だ。さっきも言ったが、ここは能のう力りよく的てきに考えて唯ゆい香かか日向ひなた辺あたりを選ぶのがベストだろう。

　どちらを選ぶのか日和さんの言こと葉ばを待まっていて。




「……三人目、決まったのかしら？」




「え？」

　そこで、そんな声が横から響ひびいてきた。

「どうかしら、もしまだなようだったら……私が加くわわってもよろしくて？」

「え……」

　名乗り上げてきた黄おう金ごん色いろな声。

　それはそれまで黙だまって成なり行ゆきを見守っていた……鷹たか匠じよう光ひか琉るだった。

「だめかしら？　この行こう為い自じ体たいは適てき切せつではないことは分かっているわ。本ほん来らいならば中ちゆう立りつたるべき生徒会長である私がこの場に介かい入にゆうするのは公平ではない……。だけど今回は私も責せき任にんの一いつ端たんの担にない手……。ならば一人の個人としてこの案あん件けんに関わる道どう理りもある」

　ちらりと猛もう禽きん類るいお嬢じよう様さまの方を見ながらそう言ってくる。

「……」

　確かにそれはその通りだ。

　今やこの黄金お嬢様も当とう事じ者しやの一人といってもまったくもって過か言ごんではない。口を出す権利はあるはずだ。

　猛禽類お嬢様もそれは分かっているのか。

「……いいでしょう。もっともです。鷹匠先せん輩ぱいの参加を認めます」

「ありがとう。──小こ春はる原ばらさんたちもいい？　割り込むような形になってしまったけれど……」

「え、あ、は、はい……っ。た、鷹匠さんとごいっしょできるなんて、か、感かん激げきです……！」

「申もうし訳わけないわね。基本的なリードは貴方あなたに任まかせるから。お願いね」

「わ、分かりました……！」

「……」

　日和さんがそううなずいて。

　そんなこんなで団体戦に出る三人が決定された。

　日和ひよりさんと黄おう金ごんお嬢じよう様さまに俺を加くわえた両手に薔ば薇らとブタクサなトリオ。

　どう考えても俺の存そん在ざいが浮きまくってるような気もするが……これでやれる限りをやるしかない。

「こっちは三人決まった。そっちはどうなんだ？　用意はいいのか？」

「……少し待まちなさい。まだ全員揃そろっていない……」

「揃っていない……？」

　って、どういうことなんだろうね？

　鷲わし津づ派はのボスである猛もう禽きん類るいお嬢様はこの場におわしましてるし、他の二人も鷲津派の人員は腐くさるほどいる。だれか他に秘ひ密みつ兵へい器きでも呼ぼうってのかね……？

　不ふ可か解かいな心地ここちになる俺に。

　と、そこでこちらへ向かって歩いてこようとしている一人の人物の姿すがたが目に入った。

「──お、御み幸ゆき！」

「え？」

　かけた声の先。

　畳たたみ敷じきの部へ屋やの入り口付近で何かに迷まようように歩あゆみを前後させていたのは……鷲津会開始直後にも見かけた御幸の姿だった。

「やっぱりさっき見かけたのは見み間ま違ちがえじゃなかったんだな。どうしたんだ、こんなところで？」

「あ、ああ……」

「あ、そうか。もしかして話を聞いて日和を応おう援えんしに来てくれたとか……」

「そ、そうだな……」

「……？」

　どうにも歯切れが悪いな。

　子育て中のカラスの巣すみたいに殺さつ伐ばつとした鷲津派の総そう本ほん山ざんに来て緊きん張ちようしてるとかか？

　と、その時だった。




「──三み姫き様さま、そんなところで何をしていらっしゃるのですか？」




「え……？」

　猛禽類お嬢様のそんな声が俺たちの肩かた越ごしに響ひびいた。

「探さがしました！　どこに行ってらしていたんですか！　三姫様には声をおかけしたらすぐにお呼びできる場所にいらしてくださいと言いましたのに……」

「冴さ織おり……」

「しかし無事にお会いできて幸さいわいです。さあ、こちらへ。三姫様の出番です」

　そう言いながら肩を押して促うなずす。

　だが目の前にいるのは御み幸ゆきで……

「三み姫き……？　この子は御幸で……。鷲わし津づ三姫は、あんただろう……？」

　俺のその言こと葉ばに。

「は？　何を言っているのですか？　私は梟きよう本もと冴さ織おり。鷲津派本隊の幹かん部ぶにして、一年鷲津派副ふく盟めい主しゆよ」

「……」

　何だって……？

　いったい何を言ってるんだ？

　この猛もう禽きん類るいお嬢じよう様さまは、鷲津三姫じゃない……？

　それじゃあ本物の鷲津三姫は……

　何が何だかよく分からない心地ここちで御幸の方を振り返る俺たちに。

「…………すまない、祐ゆう介すけ、小こ春はる原ばらさん」

「御幸……？」

「みっき～さん……？」

「私は……私は……」

　そう小さく声を発しながら御幸がゆっくりと顔を上げる。

　その身体からだからは白しろ金がね色いろのオーラが立ち上っていて……

「……はじめまして。私は鷲津三姫。姫ひめ乃の宮みやで最大の勢力を誇ほこる鷲津三さん姉し妹まいの末すえ娘むすめにして、一年鷲津派の盟主だ」
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　目の前の光景が信じられなかった。

　有ゆう名めいな秋あき田た犬けんの〝わ●おくん〟が目の前で燕えん尾び服ふく（犬用）を着てバク宙ちゆうをしているくらいに信じられなかった。

　記き憶おくの奥にあるのはいっしょに合がつ宿しゆくの時間を過すごして笑い合っていた御幸の姿すがた。

　だがその身体からは記憶とは異ことなる圧あつ倒とう的てきな存そん在ざい感かんとともに白金色のオーラが立ち上り、そしてその口から名乗られる名前は一年生最さい大だいの派は閥ばつであるはずの鷲津派のボスのものを指し示していて……

「どうして、御幸が……」

「み、みっき～さん……？」

　俺たちのその言葉に。

「……すまないな。一いち之の宮みやというのは母の旧きゆう姓せいだ。御み幸ゆきというのは鷲わし津づの家に永なが年ねん仕つかえてくれている乳う母ばの名前。どちらも噓うそなんだ」

「そう、なのか……？」

「ああ、偽いつわりだ。あなたたちに鷲津三み姫きの名前を知られないためのまやかし……。……これで分かっただろう、私はあなたたちを騙だましていたんだ。全すべてを偽りで固かためて」

「それは……」

　確かに本当のことを言っていない部分はあったんだろう。

　だがきっとそれには何か事情があるはずだ。

　御幸は真まっ直すぐな笑え顔がおで心の底から〝ぴよ・こらぼれーしょん〟を楽しんでいた様よう子すで。

　何か悪あく意いをもってそうしていたようにはこれっぽっちも見えなかった。

　何と言っていいか分からない俺たちに。

「……三姫様、こちらの者どものことを知っておられるのですか？」

「……ああ、ちょっとな」

「……そうですか。しかしそれはそれこれはこれです。手て心ごころなどはゆめゆめ加くわえられませぬよう。貴方あなたの振るまいはそのまま鷲津の評ひよう価かとなるのですから」

「分かって、いるさ……」

　そううなずき返す御幸、いや……鷲津三姫。

　本当に、そう、なのか……

「それでは対戦を始めてよろしいでしょうか？」

　何が何だか夢ゆめのような心地ここちのままに松まつ尾おさんがそう宣せん言げんして。

　まだ日和ひよりさんと俺は目の前の現実を砂さ漠ばくの中に浮かんだオアシス（美女付き）な蜃しん気き楼ろうのごとく受け入れられないまま、三対三の団体戦が始まった。

「それでは一枚目を……」

「……」

「……」

「……」

「……『わすれじの　ゆくすゑえまでは　かたければ　けふをかぎりの　いのちともがな』……」

　僅わずかな静せい寂じやくの後に最初の札ふだが詠よまれる。

　だがその直後に。




　──ッ──!!




「……！」

　それは文字通り本当に一いつ瞬しゆんのことだった。

　目の前を影かげのない光が通り過すぎていったのかと思ったほど。

　瞬まばたきする間もなく、御み幸ゆきの……鷲わし津づ三み姫きの手の中に魔ま法ほうのように札ふだは吸すい込まれていた。

　は、早すぎるだろ……！

　ほとんど稲いな妻づまみたいだったぞ……

　そんな俺たちをあざ笑うかのように猛もう禽きん類るいお嬢じよう様さまは満足げに笑って。

「何をそんなに驚おどろいているのですか？　これくらいは当然……『静寂の白金竜胆姫サイレント・ホワイト』こと三姫様は幼よう少しようの時より和わ歌かを嗜たしなまれていて、中学時代は全国小中学生かるた選手権大会で優勝されたこともあるほどの実力です。たかだか一週間やそこらかじった程てい度どでは太た刀ち打うちなどできないでしょう」

「な……」

　そこまでの実力者だったのか……

　そういえば合がつ宿しゆくの時も和歌の知ち識しきだけでなく競きよう技ぎカルタのルールにも詳くわしかった。あれにはそういう裏うら付づけがあったってのなら納なつ得とくもいく。

「み、みっき～さん……」

　悲しげな顔をした日和ひよりさんが声を漏もらす。

　その声には戸と惑まどいと混こん乱らんとが満ちていて……

　ちなみに位置的な対たい峙じ図づとしては、




　日和さん・三姫。

　俺・鷲津派のお嬢様（メガネっ娘こ）。

　鷹たか匠じようお嬢様・猛禽類お嬢様。




　となっていた。

　となると三姫に相あい対たいするのは必ひつ然ぜん的てきに日和ということになるんだが……

「……」

　今のを見る限り……正直厳きびしいと言わざるを得えない。

　あの超ちよう絶ぜつ的てきなスピードを前にしてはたとえ唯ゆい香かや日向ひなたが相手をしたところで難むずかしいだろう。こうなったら三姫の位置に来た札は諦あきらめて、鷹匠お嬢様と俺（ブタクサ）とで何とかするしか──

「だ、だめです……っ……」

「日和……？」

「わ、わたしだって、な、何とか、がんばらないと……っ……！　お、おにーちゃんと、鷹匠さんにおんぶにだっこばっかりを、す、するわけには……」

　懸けん命めいな叫さけび。

　だが、どうしても三み姫きからは札ふだを取ることができない。

　その圧あつ倒とう的てきな技術を見せつけられ、ことごとく取り去さられていってしまう。

「……」

　日和ひよりさんの調ちよう子しは決して悪くなかった。

　その身体からだからはこれまで以上に黄おう金ごん色いろのオーラが立ち上り、目の前の札に集中もできている。

　だが日和さんの発する黄金オーラに拮きつ抗こうするように、三姫の身体からも白しろ金がね色いろのオーラが放たれていた。

　それはまるで日和さんと同じようで……

「…………」

　むう、どうすればいいんだ……

　鷹たか匠じようお嬢じよう様さまは自分の範はん囲い内ないにあった札は確実に取っていたし、俺も対面のお嬢様（メガネっ娘こ、けっこうかわいい……）相あい手てに何とか三枚に一枚はゲットすることができていたが、それでもグループとしての合計獲かく得とく枚まい数すうでは明らかに負けていた。

　三姫の実力はやはりこの中では群ぐんを抜ぬいていて。

　このままではどうやったって勝つことは難むずかしいだろう。

「…………」

　だけど……この場で大だい事じなのはそんなことじゃなかった。

　最もつとも優ゆう先せんすべき大切な事じ項こう。

　何よりも不ふ可か避ひで譲ゆずれない……どうしても見み逃のがせないもの。

　それは──

「くっ、どうして、こんな……っ！」

「……」

　斜ななめ四十五度前の三姫に思わず語りかける。

「どうしてこんな……御み幸ゆきと敵てき対たいするだなんて……！」

　それだった。

　ワケが分からん現げん状じよう。

　合がつ宿しゆくでともに笑い合っていたはずの御幸と、何だって反はん目もくすべき立場として対たい峙じしなければいけないのか……

　かつての御幸の言こと葉ばが頭に浮かぶ。

『……ここはね、象しよう徴ちようなんだ。姫ひめ乃の宮みやの中でも特にいびつに凝こり固かたまった、保ほ守しゆと旧きゆう体たい制せいの権けん威いの具ぐ現げん化かである支配的な派は閥ばつ主しゆ義ぎの象徴……。守しゆ旧きゆう派はの歪ゆがみきった偽いつわりの牙が城じようにして堅けん牢ろうなる鷲わし津づの砦とりで……』

『……前に、貴男あなたと出会ったところだよ。あそこは魔ま窟くつだ。華はなやかな外観とは裏うら腹はらに冷たく暗い場所で、いるだけで寒さむ気けがする……』

　初めて会った時に言っていた言こと葉ば。

　縁えん側がわで寂さびしげにたたずんでいた時に漏もらした声。

　あれは……鷲わし津づ派はの中にいなければならない自分のことを指していたんだろう。

　あの時はまったくもって何を言っているのか意味不明だったが、今なら分かる。御み幸ゆきが逃げ出したがっていたものが何なのか……

「俺は……御幸と争あらそいたくなんてない。こんな風ふうに御幸を……向こうに回すなんてしたくない……！」

「わ、わたし……わたしもです……！　み、みっき～さんとは〝お友達〟だと……！」

　懸けん命めいに日和ひよりも訴うつたえかける。

　だがその声に。

「──貴女あなたに、貴女たちに分かるわけがないんだ……」

「え……？」

「自分がいるべき場所を……温あたたかな居い場ば所しよを持っている貴女たちが……私の苦く悩のうを、懊おう悩のうを……！　鷲津の三さん女じよに生まれてやがては莫ばく大だいな鷲津のチカラの一いつ端たんを次つぐ定さだめとして育てられ……二人の姉あねはとても優ゆう秀しゆうで、優秀すぎて……。……でも、私はそんな中でも、必ひつ死しにがんばってきた……！　努力してきた……！　だけど……いつまで経たっても、認められることはなくて……それでもそこにいる以外に私にいるべき居場所などなくて……」

「……」

「楽しかった……楽しかったさ……！」

「え……？」

「小こ春はる原ばらさんや鹿ろう王おう院いんさん、高たか千ち穂ほさんに久く我が山やまさん、星ほし森もりさん雀すずめヶが原はらさん、祐ゆう介すけたちと過すごしたあの合がつ宿しゆくの、〝ぴよ・こらぼれーしょん〟の時間……本当に……本当に楽しかったんだ……！　どこまでも温かくて、初めて自分がいていい場所を見つけたようで……」

「み、みっき～さん……」

「御幸……」

「わ、私だって、こんなところにいたくない……いたいわけがない……。でも私は鷲津三姫……偉い大だいなる鷲津翁おうの第三子にして、保ほ守しゆと派は閥ばつと権けん威いとを司つかきどる鷲津家の三女……その責せき任にんと責せき務むとを全まつとうするしか、ない！　現実問題として私がいていい場所は、ここしかない……！　それ以外にどんな道があるというんだ……！　あるのなら、教えてくれ……！」

　絞しぼり出すような言葉。

　その声には悲ひ痛つうな響ひびきが含ふくまれていた。

　まるで泣いている子供が出す叫さけび声のような……

　何か声をかけようとして。

「……何を言っているのです、三姫様！」

「冴さ織おり……」

「己おのれの立場を思い出してください……！　貴方あなたは鷲わし津づ派はの創そう設せつ者しやであり〝薔ば薇らの三さん箇か条じよう〟の発はつ案あん者しやたる今は卒業された『至し極ごくの白しろ金がね薔ば薇ら姫ひめ』鷲津初うい姫ひめ様さま、『天てん上じようの白金百ゆ合り姫ひめ』にして二年生の最大派は閥ばつたる鷲津次つぐ姫ひめ様たちに連つらなられ一年鷲津派をまとめていらっしゃる身み……。このような下げ賎ぼくの者たちの言こと葉ばに耳を貸してはなりません！」

　鋭するどく刺さしてくるような猛もう禽きん類るいお嬢じよう様さまがそれを遮さえぎった。

　むう……どうやらこの肉にく食しよくお嬢様が御幸の行動を制限しているのか。

「私は次姫様直じき々じきにあなたの支し援えんを任まかされている身……そのようなことを黙だまって見み過すごすわけにはいかないのです！」

「……分かっている、分かっているさ……」

　再ふたたびそう絞り出すように答える三姫。

　だがその言葉から迷まよっているのは明らかだった。

　三姫は百パーセント心から望んで今の状じよう況きようにいるわけではない。

　そこにしか自分の居い場ば所しよはないと思い込んでいるから仕し方かたなくそこにいるだけで……

　だとしたら。

　このまま三姫を──いや、あの御幸を、地じ獄ごくの鷲津派の中にいさせておきたくなんかこれっぽっちもないんだよ！

　そしてその気持ちは日和ひよりさんも同じ、いや俺なんかのそれよりも遙はるかに強くて……

「み、みっき～さん、戻ってきてください……っ……！」

「こ、小こ春はる原ばらさん……」

「わ、わたしにはみっき～さんのたちばは分かりません……。今いる場所がどんなつらいところであるのかということも……。で、でも……み、道なら、道ならいっしょにつくっていきたいです……！　今いる道の進み方をしめすことはできなくても、あたらしい道をいっしょに歩いていくことはできます……！　そして、もしも叶かなうなら──」




「──わ、わたしたちが、みっき～さんの居場所に、なりたいです……！　そしてみっき～さんにも、わたしたちの居場所になってほしい、です……っ……！」




「い、居場所、に……」

「は、はい……っ……」

　心からの直ひた向むきな訴うつたえ。

　それは本当に一いつ生しよう懸けん命めいで胸むねの内に響ひびくもので……

　その言葉に次し第だいに御幸の動きが鈍にぶくなっていった。

　元もとの速さが圧あつ倒とう的てきであるがゆえにそれほど目立ちはしないものの、少しずつだが日和さんの手が追いつくようになってきていて。

　その時だった。

「……『おほえやま　いくののみちの　とほければ　まだふみもみず　あまのはしだて』……」

　おもむろに詠よまれた歌。

　その上かみの句くを聞いた御み幸ゆきの動きが少しだけ遅おくれた。

　その僅わずかな瞬しゆん間じを見み逃のがさないかのように……日和ひよりの手が御幸の手を先さきんじた。

　バッ……！

「あ……」

　そんな小さな声が御幸の口から漏もれて。

　初めて──日和が御幸から札ふだを取ったのだった。

「日和……！」

「お、おにーちゃん……！」

　互たがいにうなずき合う。

　しかも今詠まれた歌は……

「──御幸……今の歌は、お前のお気に入りだったよな？」

「……っ……！」

「初めて会った時に俺の前で詠んでいた歌……。好すきな歌だって、ものすごく嬉うれしそうに教えてくれたもんだ。それが取れなかったってことは……好きな札すら取れなかったってことは、迷まよってるってことだ！　違ちがうか！」

「……そ、それは……」

「日和たちといっしょにいて、楽しかったんだろ？　ウソの名前を使ってまでそこに居い続つづけようとしたのは、その場所が大だい事じだったからだ！　自分にとって必ひつ要ようだと……思ったからだ！」

「だ、黙だまれ……頼たのむから、もう黙ってくれ……！」

　俺の言こと葉ばを拒きよ絶ぜつするかのように御幸は腕うでを振って。

「道などない……居い場ば所しよなどありはしないんだ……！　どこに行っても私は鷲わし津づ派はの筆ひつ頭とうで、鷲津家に連つらなる者でしかない……。それはどうしても変わりはしなくて……。この鷲津派が……姫ひめ乃の宮みやから派は閥ばつという呪じゆ縛ばくがなくならない限り、私は自由になることなどできないんだ……！」

　身みを切るような言葉。

　その声からはもう助けを求める響ひびきしか感じられなくて……

「……」

　それを聞いて悟さとった。

　御幸を鷲津派の楔くさびから解とき放つための方法。

　それはもう……派閥という閉ざされた場所以外にも生きていくべき世界があることを、分からせるしかないのかもしれない。

　具ぐ体たい的てきには──何としてでもこの団体戦に勝利して、鷲わし津づ派はの影えい響きよう力りよくを小さくする。

　自分を縛しばっていると思っている鎖くさりが絶対でないことを自じ覚かくすれば……御み幸ゆきも考え方を変えてくれるやもしれん。

　そのことは日和ひよりさんも何となく分かっているのか。

　隣となりで俺の腕うでをぎゅっと強く握にぎりながら顔を上げて。

「み、みっき～さん……みっき～さんをその場所にとどめているものが、そこにあるのなら……」

「……？」

「わ、わたしは……それをなくしてしまいたいです……！　みっき～さんといっしょにあたらしい道を、みんなで笑い合える居い場ば所しよを作るために……！」

　その声とともに。

　日和さんの身体からだから出ていた黄おう金ごん色いろのオーラが、一ひと際きわ大きくなった。

　まばゆいばかりの光の奔ほん流りゆう。

　それは一いつ瞬しゆんだけまるで大きな黄金色の翼つばさのように和わ室しつ内ないに広がって──

「これは……」

「まばゆい、光……」

「目め覚ざめた……」

　周まわりから声が漏もれる。

「……」

　そこからは日和の独どく壇だん場じようだった。

　それまでとはがらりと変わった雰ふん囲い気き。

　まるでその広げられた翼に吸い込まれていくかのように、次々と札ふだが日和さんの手の中へと収おさまっていく。

「そ、そんな馬ば鹿かな……！　み、三み姫き様さま、手て心ごころは無む用ようだとあれほど……！」

「そ、そのようなことはやっていない……。やっている余よ裕ゆうなど……あるはずがない……」

「そ、そんな……」

　圧あつ倒とう的てきな日和さんの動き。

　その生せい彩さいっぷりは血けつ相そうを変えた猛もう禽きん類るいお嬢じよう様さまにそう評ひようされるほどのものであって……

「……」

　御幸の動きに明あきらかに迷まよいが出てきているというのもある。

　大きくなった黄金色オーラが日和の集中力を後あと押おししているというのもあると思う。

　だけど。

　だけど今日和が御幸相手に互ご角かく以上の勝しよう負ぶができているのは……きっとそれらのおかげだけじゃない。

　そういう追つい加か的てきな要よう素そだけじゃなくて……今こん日にちに至いたるまでがんばってきた純じゆん然ぜんたる努力の結けつ晶しようと、そして何よりも〝お友達〟である御み幸ゆきを──みっきーを助けたいがための、真まっ直すぐで懸けん命めいな想おもいが作さ用ようしているんだよ。

「み、みっき～さん……わ、わたしは、みっき～さんといっしょに、盆ぼん栽さい展てん覧らん会かいに行きたいです……！　いっしょに水すい石せきを見たいです……！」

「こ、小こ春はる原ばらさん……」

　そこから生まれるチカラ。

　友達を想おもう真っ直ぐなココロ。

　それが今の日和ひよりさんの神かみがかったアクション（from地味神）を可か能のうにしている……と思った。

「──それでは最後の一枚を詠よませていただきます。……『めぐりあひて　見しやそれとも　わかぬまに　雲がくれにし　夜よ半はの月かな』……」

「……！」

「……くっ……」

　バッ！

　そして最後の一枚も日和さんの手の中に収まって。

　団体戦も……日和たちの勝利に終わったのだった。

「……」

　それにしても……最後に詠まれた一枚が、女子同士の友情について詠んだ歌だったってのは……皮ひ肉にくなもんだね。







　　　６




　百ひやく人にん一いつ首しゆ会が終わって。

　聖せい鷲しゆう館かんの中は、静まり返った重苦しい空気に包まれていた。

「……我われ々われの、負けよ」

　そんな中、拳こぶしを握にぎりしめた猛もう禽きん類るいお嬢じよう様さまが悔くやしげにつぶやく。

「……こうなってしまっては仕し方かたがない。業ごう腹はらですが……認めましょう。そちらの小春原さんは百人一首においては我らが姫ひめ乃の宮みやの一いち員いんとしての最低限の資し格かくは備えていると。そしてそれを農民部の部長として認めた鷹たか匠じよう先せん輩ぱいの慧けい眼がんも」

「あ……」

「おお……」

　ようやく終戦か。やれやれ、ここに来るまで長かったな……

　と、思ったのも束つかの間ま。

「──だけど、勘かん違ちがいしないことね」

「え？」

「これはあくまで鷲わし津づ三み姫きの負けであって、鷲津派はの負けではない……！　鷲津派は不ふ滅めつ……鷲津派は永えい遠えん……。見ていなさい、この意い趣しゆ返がえしは二年鷲津派筆ひつ頭とうの鷲津次つぐ姫ひめ様さまが、必かならずや成なし遂とげることでしょう……！」

　こっちを睨にらみ付けながらそう言い放った。

　うーむ、諦あきらめの悪さというかしつこさは太た郎ろうさん（それも最近流りゆう行こうの巨きよ大だいな南なん洋よう系けい）並なみだね、ったく。

　そんな猛もう禽きん類るいお嬢じよう様さまの横で、御み幸ゆきは。

「さ、冴さ織おり、私は……」

「……三姫様、貴方あなたには失しつ望ぼういたしました」

「え……？」

「このような鷲津派と反はん目もくする下げ郎ろうたちと通じ、あまつさえその者どものとの勝しよう負ぶに手て心ごころを加くわえて勝ちを譲ゆずるとは……。もはや論ろんずる余よ地ちもありません」

「だ、だから、私はそんなことをしていないと……」

　懸けん命めいに訴うつたえかける御幸。

　だが猛禽類お嬢様は首を振って。

「……いいえ、三姫様。貴方の意見は関係ない。残念ですが……そういうことに、なるのですよ」

「え……」

「……三姫様、貴方は一年鷲津派の盟めい主しゆでありながら個人的感情に流され、鷲津派の名に泥どろを塗ぬった。その身みを更こう迭てつせざるを得えない……。次姫様にはそうお伝つたえしておきます」

「……」

　……なるほどね。

　大だい体たいの事情は察さつせた。

　鷲津派としてはそういう体ていにしてしまいたいわけか。鷲津派が派は閥ばつとしてではなくてあくまで御幸がその個人の器き量りようで負けたとなれば鷲津派全体の面めん目ぼくは保たもたれる。言ってしまえばウーパールーパーのシッポ切り。しかしまあ分かりやすいくらいに古こ典てん的てき保ほ守しゆ的てきだね、この鷲津派ってのは。

「そ、そんな……」

　その言こと葉ばにうなだれる御幸。

　だが──それは色んな意味でこっちにとっては好こう都つ合ごうでもある。

「御幸──ちょうどいい機き会かいだ。だったら鷲津派なんてやめちまって、こっちに来ればいい！」

「え……？」

「ほら、向こうから鷲わし津づ派は失格だって言ってるんだし、これで気き兼がねなく桜さくら乃の日和ひより荘そうにも『菜さい園えん部ぶ』にも遊びに来られるだろ」

「え、えと……みっき～さん、ま、毎朝、いっしょにお味み噌そ汁しるをつくっていただけませんか……っ……？（何かを根本的に勘かん違ちがいしてる）」

「私たちはみっき～が来てくれたらすっごく嬉うれしいな～♪」

「大だい歓かんゲイです～♪」

「まあ、世界を救うべき使し徒とは一人でも多い方がいいですものね」

「……い、いらっしゃい、です……」

「小こ春はる原ばらさんがお認めになった方なら、どなたでも異い論ろんはありません。……それに、個人的にも賛さん成せいですし」

「こ、小春原さん、祐ゆう介すけ、みんな……」

　声を詰つまらせる御み幸ゆき。

　それを見て猛もう禽きん類るいお嬢じよう様さまは。

「……好すきにすればいいでしょう。そこまでは我われ々われとしても関知はしません。──さあ、みなさん、行きますわよ」

　踵きびすを返してその場を去さろうとして。

「……？　どうしたのです。行くと言っているでしょう。さっさと付いてきなさい！」

　強い口く調ちようでそう言う猛禽類お嬢様。

　だがそれに従したがったのは猛禽類お嬢様に付き従っていた取り巻きの二、三人のみ。

　他のお嬢様たちは、猛禽類お嬢様の声を拒きよ否ひするかのようにその場に留とどまっている。

「……これは、どういうつもりですか？」

　射い貫ぬくような鋭するどい猛禽類お嬢様の言こと葉ばに。

「わ、私たちは、三み姫き様さまに付いていきます……！」

「……何ですって？」

「み、三姫様はいつだって、私たちみんなのことを平びよう等どうに気き遣づかってくださいました！　思いやりがあってお優やさしくて……」

「そのお心こころ遣づかい、忘れた時はありません……！」

「私たちは鷲津派に属ぞくしていたのではない……三姫様に付いてきていたんです……！」

　次々と上がるそんな声。

「み、みんな……」

　御幸が信じられないといった表情になる。

　それを見た猛禽類お嬢様はぎゅっと唇くちびるを嚙かみしめて。

「……貴方あなたたち、自分たちが何を言っているのか分かっているのでしょうね？」

「……」

「この姫ひめ乃の宮みやで鷲わし津づ派はに逆さからうことがどういうことか分かって……」

「……」

「……いいでしょう、勝かつ手てになさい！　だがこのことは鷲津派本ほん隊たいの盟めい主しゆである次つぐ姫ひめ様さまに報ほう告こくさせてもらうわ……！　貴方あなたたち……明日から安あん穏のんと暮くらしていけるとは思わないことね！　──行くわよ！」

「あ、さ、冴さ織おりさん！」

「お、お待まちになってください……！」

　そう捨すて台詞ぜりふを残して、猛もう禽きん類るいお嬢じよう様さまは行ってしまった。

　やれやれ、最後の立ち去さり方までどこまでもステレオタイプだね。

　足音も荒あらく出て行った猛禽類お嬢様の後ろ姿すがたを見てそんなことを思いつつ。

「……」

　──とはいえまあこれで今回も無ぶ事じ解かい決けつだ。

　地じ獄ごくの鷲津会も無事に乗り越こえたし、日和ひよりさんが『菜さい園えん部ぶ』の部長の座ざを降ろされたり鷹たか匠じようお嬢様が責せき任にんを追つい及きゆうされたりすることもなかった。

　おおむねはうまくいったと考えていいだろう。

「──お疲つかれさん、日和」

「あ、おにーちゃん……」

「よくがんばったな。偉えらかったぞ」

　俺の肩の高さくらいの頭に手をやりながらそう声をかけると。

「え、そ、そんなことないです……！　これも全部、おにーちゃんや唯ゆい香かちゃんたちのおかげで……。わ、わたしだけでは何もできませんでした……。みんなの……ゆ、ゆーおにーちゃんの力があったからこそ、こ、こうやってぜんぶが円えん満まんで……」

　きゅっと丸めた両手を胸むねの前に上げながら一いつ所しよう懸けん命めいな目でこっちを見上げてくる。

　うーん、相あい変かわらず謙けん虚きよというか控ひかえめというか地味というか実にこの地味っこらしいリアクションだね。

　確かに俺たちも手助けをしたが、その中心となったのは紛まぎれもなく日和さんの努力の結果だろうに。

　どこまでも日和さんらしい慎つつましい反はん応のうに微ほほ笑えましい気分になっている俺に。

　と、そこに。

「……小こ春はる原ばらさん、祐ゆう介すけ、みんな……今回は、本当にすまなかった……」

「みっき～さん……」

「御み幸ゆき……」

　と、申もうし訳わけなさそうな顔をした御幸が歩あゆみ寄ってきた。

「何て言っていいか、詫わびる言こと葉ばも見つからない……。そんな私だが……恥はじを忍しのんで、お願いがあるんだ……。聞いて、くれないか……？」

「お願い？」

「……ああ。その、鷲わし津づ派はだったみんなのことなんだが……」

「……」

「……みんなのこと頼たのまれてくれないか……？」

「え……？」

「……分かっている。小こ春はる原ばらさんたちのことを裏うら切ぎっておいて、今さらそんなことを言う資し格かくなどない。だけどこの子たちだけはどうしても守りきりたいんだ……。きっとこれから、次つぐ姫ひめ姉ねえ様さまたちの圧あつ力りよくがかかってくると思う。それからみんなを守りきるには私ではとても力不ぶ足そくで……勝かつ手てかもしれないが、小春原さんたちにお願いしたいんだ……」

　真まっ直すぐで真しん摯しな言葉。

　ぬう、本当に心から真しん剣けんに元もと鷲津派のお嬢じよう様さまたちのことを心配してるってことが伝わってくる様よう子すだね。

　だが。

「……御み幸ゆきはどうするんだ？　鷲津派に睨にらまれたっていうんなら御幸だって同じだろう？　マズイんじゃないのか」

「私は……その、どうとでもなるさ……」

　とは言いつつも具ぐ体たい的てきな内容の答えは返ってこない。

　うーむ、やっぱり考えてなかったんだろうな。日和さんと同じで自分のことよりも他人のことを優ゆう先せんしそうだからな、このお嬢様。

　まあ……そんな思いやりのある人ひと柄がらだからこそ、皆もこの子のことを好このましく思ってるんだけどさ。

　その言葉に日和ひよりさんは。

「あ、あの……た、たのまれるとか、まもるとか、そういうことは、どうしたらいいか分からなくて……」

「え……」

「その、ごめんなさい……みっき～さんのそのお願いは……聞き入れられない、です……」

「……そうか。そうだよな。当然の返答だ。すまない、勝かつ手てなことを言って……」

「い、いえ、こちらこそすみませんです。……で、ですけれど──」

「……？」

「そ、その……まもるとかは身みにあまる言葉ですけれど……お、おともだちになら、ぜひなりたいです……！　みっき～さんの大切なみなさんと、みっき～さんと同じ、おともだちに……！」

「え……」

「だ、だめでしょうか……？」

「私と、同じ……」

　その言こと葉ばに御み幸ゆきはしばらくの間呆ぼう然ぜんとしていた。

　だがやがて泣き笑いのような顔になって。

「……い、いいのか……？　だ、だって、だって、私は貴方あなたたちを裏うら切ぎって……」

「い、いいもなにも……こ、こちらからお願いしたいです……！　い、以前も言いましたけれど、もう一度言います……。わ、わたしと……おともだちになっていただけると、嬉うれしい、です……」

「あ……」

「だ、だめ、でしょうか……？」

　御幸はふるふると首を振ると。

「だ、だめなわけ……なんてない……そ、そんなこと、塵ちりの欠片かけらほどもあるはず……。……わ、わたし、わたし……ぐすっ……」

「み、みっき～さん……」

　そんな御幸に寄り添そうようにして日和ひよりさんが腕うでを握にぎっていって。

　そしてそれをさらに囲うように唯ゆい香かたちも近づいていって。
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「……」

　和なごやかで自然と頰ほおが緩ゆるんでしまう光景。

　楽しげに皆みなが笑い合う中で、黄おう金ごん色いろのオーラと白しろ金がね色いろのオーラとが混じり合って……一つのまばゆいばかりの輝かがやきになっていた。

　日和ひよりさんも御み幸ゆきも、よかったな……




　こうして。

　夏休みを迎むかえる前にして、日和さんとその〝お友達〟による〝ぴよ・こらぼれーしょん〟は……名めい実じつともに姫ひめ乃の宮みや女学院高等部一年生の最さい大だい勢せい力りよくとなったのだった。
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　色々と地じ獄ごくのミ●ワだった鷲わし津づ会かいから二週間が過すぎた。

　梅つ雨ゆも明けて本格的な夏の到とう来らいを感じさせる七月上じよう旬じゆんのとある暑い日。

　菜さい園えん部ぶ部室では……来きたるべき夏休みの、その前に立ちはだかる定期試験という壁かべに向けて皆みなで勉強の真まっ最さい中ちゆうだった。

「えっとね、さっきも言ったけどお馬うまさんには色々と種類があって～」

「は、はいです。確かけいしゅ、じゅうりょうしゅ、ちゅうかんしゅ、ざいらいしゅの四種類で……」

「ん、そだね。じゃあその中で競きよう走そう馬ばはどの種類に属ぞくするんだったっけ～？」

「え、えと……ざいらいしゅ……？」

「あ、う～ん、ちょっと違ちがうかな～。競走馬は軽けい種しゆだね～。軽種はサラブレッド種とアラブ種が主おもな品種で、現げん在ざい競走馬として認にん定ていされているお馬さんのほとんどはサラブレッドなんだよ～」

「あ、そ、そうでした……。う、うう……」

　地味に頭を抱かかえる日和ひよりさん。

　その傍かたわらには馬の写真が載のった図ず鑑かんのようなもの。

　いやこれは何をやっているのかというと別に本ほん来らい学生がやっちゃいけないお馬さんレースのための勉強ではなくて。

　正しよう真しん正しよう銘めいれっきとした試験対策の勉強なのである。

　何でも姫ひめ乃の宮みやでは通つう常じよう課か程ていの他に『現代の姫』を育いく成せいするとのコンセプトのもとに独どく自じの〝姫ひめ育いく〟課程が用意されていて、その内容がまた『馬ば術じゆつ概がい論ろん』だの『基き礎そラテン語』だの『オートクチュールの歴史』だののプリンセス感かん溢あふれるラインナップなんだよ。

　まだ普通の科目なら他のお嬢じよう様さまの五倍努力すればともかく、さすがにこれらは唯ゆい香かたち〝ぴよの団だん〟姫乃宮バージョンの助けを借かりんことにはどうしようもないというか……

「ええと、このふれ～ずは……」

「『Boni amant bonum.』……これはラテン語の格かく言げんの一つでして、ボニー・アマント・ボヌムと発音しますね～♪」

「ぼに～、あまんと、ぼにゅむ……（嚙かんだらしい）」

「直ちよく訳やくすると『善ぜん人にんは善を愛する』となります～。すなわち淫いん行こう旺おう盛せいに生きるのが人の生きる道ということになりますね～♪（……品ひん行こう方ほう正せいって言いたかったんだろうな……）」

「な、なるほどです……」

「……」

　何が何だかいまいちよく分からん勉強風景。

　そしてその光景の中には……いつもの菜園部のメンバーである唯香たちの他に、彼女たちと並ならんで勉強を教えてくれる三み姫きの姿すがたがあった。

「ああ、小こ春はる原ばらさん、これは少し違ちがうな。現げん在ざいのファッションビジネスにおけるオートクチュールはパリのオートクチュール・コレクションへの参加規定を満たしているパリの高級衣い装しよう店てん組合──シャンブル・サンディカ加か盟めい店てんで作る洋服のことを指していて……」

「は、はい……みっき～さん」

「小春原さんが今言ったのはオートクチュールの本ほん来らいの意味だな。フランス語での高級仕じ立たて服のことだな。一いつ般ぱんに注ちゆう文もんにより造られるオーダーメイド一点物の高級服を指しているもので……」

「う、うう、むずかしいです……」

「……」

　和なごやかで楽しげな光景である。

　まあ……日和ひよりさんは若じやつ干かん涙なみだ目めだったが。

　鷲わし津づ会かいでのやり取りやその後の色々を経へて……三み姫きも菜さい園えん部ぶの一いち員いんに加くわわることが決まったのは今から十日前のことである。

　桜さくら乃の日和ひより荘そうでいっしょにお茶をしていた時に、おもむろにそう頼たのまれたのだった。

『そ、その……私も、〝菜園部〟の一員に加えて、もらえないだろうか……？』

『え……？』

『い、いきなりのことだし、か、勝かつ手てなことかもしれないが、そ、その……と、〝友達〟、としていっしょにいられる時間を増やしたいと思ったんだ……。だ、だめ、だろうか……？』

『い、いいえ……っ……。だ、だめなんて、そ、そんなこと、あるはずないです……っ……。みっき～さんといっしょにお野菜さんのお手入れをできるなんて、うれしくて……』

『だ、だったら……』

『は、はいっ……！　大だい歓かん迎げいです……！』

『そ、そうか、ありがとう……！』

　といった顚てん末まつである。

　唐とう突とつだが嬉うれしい申もうし出。

　もともと三姫は〝ぴよ・こらぼれーしょん〟から引き続いて毎日のように菜園部や桜乃日和荘に来ていたし、もちろん断る理由なんてミニトマトのヘタほどもなかったため、日和さんも唯ゆい香かたちも二つ返事でオッケーをして。

　こうして、『菜園部』七人目のメンバーが誕たん生じようしたというわけだった。

「小春原さん、ここの部分はアッキピエーティスと読むのであって……」

「あ、あっきぴぇ～てぃしゅ……？」

「ア、アッキピエーティスだ」

「え、えと、あ、あっきぴぇ～てぃしゅ、あっきぴぇ～てぃしゅ……」

「……うん。それもかわいいと思う……」

「う、うう……」

　微ほほ笑えましいやり取りがこっちまで聞こえてくる。

　鷲わし津づ会かいで泣きそうな硬かたい表情を浮かべていた時とは別人のような楽しそうな笑え顔がおである。うーむ、やっぱりあの地じ獄ごくの鷲津派はと袂たもとを分かったことは三み姫きにとっていいことだったんだろうね。

　ちなみにあれ以来鷲津派からの目立った圧あつ力りよくなどはない。

　鷲津会での猛もう禽きん類るいお嬢じよう様さまの捨すて台詞ぜりふからしてすぐにでも何かリアクションがあるかとも思われたんだが、意外に静かなものである。

　まああの鷲津会以降に、鷹たか匠じようお嬢様がまた新しい暗あん黙もくのルールの廃はい止しを宣せん言げんしたりもしてたから、おそらくはその対たい応おうに追われてるってのもあるんだろう。

　何にせよ平へい穏おんが一番だから、このまま何なに事ごともなく日和ひよりさんや三姫たちのことなんて忘れてくれれば一番なんだがさ。

「え、ええと、こちらの写真のお馬さんがアラブ種で……」

「うん、そうそう～。がんばれ、日和ちゃん～♪」

「ふぁっくですよ～♪（いいかげんだれか直してやれよ……）」

「この試練を終えれば素す敵てきな天てん使しの奇き跡せきが待まっていますわ」

「……ま、まけるな、です……」

「小こ春はる原ばらさんならばできるはずです。がんばった暁あかつきには……そ、その、私が二人でどこかにお買い物にでも行ってあげても……」

「きちんと試験を終わらせて、盆ぼん栽さい展てん示じ会かいを見に行こう」

「は、はい……っ……」

　次々とかけられる応おう援えんの言こと葉ば。

　そんな風ふうに試験勉強は進められていき──







　──それから一週間が経たった。

「は～、やっと終わったね～♪」

　満まん面めんの笑えみの唯ゆい香かがう～んと伸のびをしながらそう嬉うれしそうに口に出す。

「もう開放感でいっぱいだよ～♪　日和ちゃんも無事に姫ひめ育いく科か目もくもクリアできたし、さ、これから遊ぶぞ～♪」

「は、はい。みなさんのおかげでなんとか……」

「全すべてを開放する時というわけですね～♪」

「今こそ我わが天のチャクラに眠る第三の眼めを開放できるというわけですわね？　ふふふ、楽しみですわ……」

「……わ、わくわく、です……」

「小こ春はる原ばらさんと過すごす初めての夏……ふふ、胸むねが躍おどるわ……」

「ああ、いい夏になるといいな」

　特に大きな問題もなく無事に試験も終わって（日和ひよりさんが馬ば術じゆつの実じつ技ぎ試験でその存そん在ざいを馬うまに認にん識しきされず試験開始するのに一人だけ三時間かかったくらいで）。

　いつも通りに菜さい園えん部ぶの活動に精せいを出しているのだった。

「まだ終業式とか大おお掃そう除じとかあるけど、いよいよ夏休みだよね～♪　夏といったら花火に、お祭りに、みんなでお泊とまり会、そしてなんていってもエメラルドグリーンの海……」

「夢ゆめは広がりますね～♪」

「真ま夏なつの夜の夢は妖よう精せいたちの遊び場ですわ。みっきーさんもそう思われませんこと？」

「ん、そうだな。比ひ喩ゆ的てき表現として妖精というのは面おも白しろいと思う」

　楽しげな会話。

　三み姫きもすっかり個性的なお嬢じよう様さまの面めん々めんに馴な染じんできていて……うむ、いいことだね。

「……♪（にこにこ）」

　そんな光景を地味に眺ながめながら日和さんもこの上なく幸せそうな顔をしている。

「あ、でも忘れちゃいけないのが『全国高校生農業コンテスト』だよね～？」

　と、そこで唯ゆい香かが思い出したようにそう口にした。

「？　何ですの、それは？」

「ん～、なんでも夏休み中に開かい催さいされるあぐりかるちゃ～の祭さい典てんで、農業のインターハイって呼ばれてる大会なんだって～。そだよね、日和ちゃん？」

「あ、は、はい。なので『菜園部』としてぜひ出場してみたいと思っていまして……」

「そうなの、小春原さん？」

「いいですね～♪」

「なるほど、面白そうだな」

「……」

　ふむ、そんなことも考えてたのか。

　果はたして全国にこんな日和さんたちみたいに農業をメインの活動にしている高校生が何人くらいいるのかは疑ぎ問もんだが、積せつ極きよく的てきなのはいいことだと思うね。

「……」

　とまあそんな具ぐ合あいに順調な感じの菜園部の活動だったが。

　三姫が加くわわった以外にも……少しだけ変わった点もあった。

　や、まあ言うほど大したことじゃないんだが。

　それは何かというと。

「おに～さん、ごろごろ～♪」

「こ、こら、何をして……」

「何って、〝はぐはぐ〟だよ～。う～ん、やっぱおにいさんの胸むねは落ち着くな～♪」

「や、やめなさい、いちおう部ぶ活かつ中ちゆうなんだから……」

「え～、これくらいいいと思うのに～。にゃんにゃ～ん♪」

「おにいさん、淫いん行こう旺おう盛せいですね～♪」

「ひ、日向ひなた、わ、分かって言ってないか……？」

「え～、何のことでしょうか～？」

「……まあ、あなたの胸はヘラクレスの二にの腕うでくらいには心地ここちよさそうですわね」

「そ、それは褒ほめてるのか……？」

「もちろんですわ。星ほし森もりさんはどう思いますの？」

「……む、胸がどうのこうといういぜんに……お、おにーさんのがんめんが……けいはんざいしゃさんみたいで、こわい、です……」

「ま、ましろさん……？」

「あっはっは……。顔面をないがしろにした性せい犯はん罪ざい者しやみたいですって、祐ゆう介すけ？」

「……そ、そこまでは言われてないだろ」

　五人のお嬢じよう様さまたちが俺に対してまた一段と遠えん慮りよなしに接してくれるように──こほん、あけっぴろげに懐ないてきてくれるようになったことなんだよな。

　それぞれ五人五色なリアクション。

　まあそれ自体は心を許してくれているってことだし嬉うれしいことなんだが……

「ほらほら～、みんな色々言うけど、実際に体験してみれば分かるって～。ほら、どきどきのおにいさんの胸体験～♪」

「ぬおっ!?」

「あら～、ほもほもしいぼでぃ～ですね～♪」

「へ、ヘラクレスの太ふと股ももに訂てい正せいいたしますわ……」

「……あ……（ぽっ）」

「な、何をいきなり……ま、まあ、意外に悪くないけれど……」

「こ、これは初めての経けい験けんだ……。だ、だが、こういうのもいいものだな……」

「…………」

　もう少しくらいは……遠えん慮りよしてくれると色々助かるんですがね。







「──お、お疲つかれさまです、おにーちゃん」

「お、お疲れさん、日和ひより」

　その日の菜さい園えん部ぶの活動が終わって。

　唯ゆい香かたちが先に帰ったのを見送って後あと片かた付づけ（力仕事）をやっていた俺に、とてとてと歩あゆみ寄ってきた日和ひよりさんが地味に声をかけてきた。

「さ、さっきは大変そうで……。あ、で、でも、おにーちゃんの胸むねのなかがここちいいっていうのは、わたしもとっても同意で……」

「あー、いや、ありがとな」

「……」

「……」

「……」

　そのままもじもじと指回し運動をしながらその場に立ち止まる。

　ん、何か言いたいことでもあるのかね……と思っているとその予想通り。

「あ、あの、おにーちゃん……」

「ん？」

「あ、あの……おにーちゃんに見てもらいたいものがあるんですが、今時間はだいじょうぶですか……？」

「ん、大だい丈じよう夫ぶだが……」

　何かあるのか？

　少しだけ首を捻ひねりながら、連れて行かれた先は畑のある一いつ画かくだった。

　菜さい園えん部ぶ設せつ立りつ時じに植うえた白はく菜さいやらキュウリやらトマトやらが茂しげるベジタブルスペース。

　そこにあったのは。

「あ、あの、これを……」

「ん？」

　日和さんが見せてくれたのは畑の隅すみっこに生はえる深しん緑りよくをした地味な感じの植物。

　その根ね本もとのところには『ゆーおにーちゃん』と書かれた立て札ふだが地味に立てられている。

「……」

　これは何？　俺の墓ぼ標ひようとか……？

　意味がよく分からず困こん惑わくする俺に。

「あ、あの、これは〝せにょりーた〟さんです……」

「セ、セニョリータ？」

「は、はいです。今はまだ植えてから間まもないですが、成長すれば見た目は少しとまとさんみたいな実をつけるフルーツパプリカさんで……。こ、このせにょりーたさんに、『ゆーおにーちゃん』って、名前を付けたんです……」

「え？」

　俺の名前……？

「え、えと、じ、実は、これはわたしがはじめて一人で育てることになった野菜なんです……。とっても大事なパプリカさんで……。だから、お、おにーちゃんの名前を付けることで、そ、その、だ、大だい好すきなおにーちゃんだと思うことで、いつくしんで愛情を注そそいで、そ、その、想おもいをこめて、育てていければいいなあ、って……」

「……」

　なるほど、そういうわけか。

　好きなものにはそれが何であれとりあえず名前を付けるっていうシルバーなセンスが実に日和ひよりさんらしいというか。いや、素直に嬉うれしいんだがさ。

　しかし普ふ段だんはむしろ日和さんの方が育いく成せいされる側だってのに、それが逆ぎやくの育成する立場になるってのは感かん慨がい深いね（対象が野菜とはいえ）。

　何となく感じ入った気分になっていると。

「わ、わたしがんばります……！　な、何でも昔むかしから日に本ほんに伝わる育成方法で、毎日の成長に合わせて、この茎くきの丈たけを飛び越こえていくことができれば、いつか立りつ派ぱな〝おとなのじょせい〟になれるとも聞きました……♪」

「……」

　夢ゆめ見みがちな瞳ひとみでそう言ってくる日和さん。

　……いや、いいんですが、それって確か忍にん者じやの育成方法ですよね？

　おまけにその修しゆ行ぎようで使われる植物は大たい麻まだったような気がする。生せい育いくが早くて手間いらずで育てやすいからとかだったと思うが……しかし現げん代だい日に本ほんでやったらそれだけで逮たい捕ほなので、その辺へんはオリジナル通りにやってくれなくて助かったというか。

「た、大切に育てますね……。毎日茎を飛び越えつつ、お、おにーちゃんをめでるつもりで、大事に、大事に育てて、立りつ派ぱな〝おにーちゃんの実みと種たね〟が実ったときには……それを（おいしく料理して）おにーちゃんに捧ささげます……♪」

　きゅっと両手をグーにしながらそう語りかけてくる。

　まあその内容が若じやつ干かんまた誤ご解かいを招まねきそうだったことについてはさておくとして。

　その地味ながらも溢あふれんばかりの笑え顔がおは真まっ直すぐにこっちに向けられているもので……

　──ドクンッ。

　と、その横顔に心しん臓ぞうが不ふ正せい挙きよ動どうを起こした。

　一いつ瞬しゆんだが大きな鼓こ動どう。

　それは胸むねの奥にズギューンバギューンと響ひびくもので……

「……」

　む、むう、これは何なんだろうね……？

　なんか前の〝初しよ夜や〟の時にこんな心地ここちに陥おちいって以来、しばしば日和さんの何なに気げないアクションに胸がサンダーショックを与える時があるというか。

「……」

　うーむ、分からん……

　ちなみにどこまでもどうでもいいことだが、最近『横顔』を『横おう領りよう』に空そら目めするんだよな……。歌か詞しとかであなたの横顔をあなたの横領と見み間ま違ちがえたり……や、ホントに心の底からどうでもいいことだが。

「おにーちゃん……？」

　不ふ思し議ぎそうな顔で俺の袖そでを摑つかみながらこっちを見上げてくる日和ひよりさん。

　その地味だけど甘あまえてくる仔こ犬いぬみたいな表情に、愛いとおしいとは思うもののさっきのような胸むねの動どう悸きはやってこなくて……

「…………」

　まあ……そこまで深く考えることはないか。

　状じよう況きようが少しばかり変わったとはいえ、日和さんは日和さんだし俺は俺だってことには変わりはない。

　俺はどんな時でも……日和さんの〝おにーちゃん〟だからな。





ＥＮＤ　












　あとがき




　こんにちは五十嵐いがらし雄しゆう策さくです。

　小こ春はる原ばら日和ひよりの育成日記３巻をお届とどけいたします。




　本巻はLESSON1からLESSON3まで全すべて書き下ろしとなっております。




　さて三巻ですが、何とか無事に春のうちにお届けすることができました。

　前巻では少し間が空あいてしまったため、今回は何とか早めに……と思い、飛ひ散さんし始めた黄色い生物兵器と戦たたかいながら執しつ筆ぴつを進めておりました（とはいえ七ヶ月も空いてしまいましたが……）。

　今巻は夏休み前のエピソードです。

　雰ふん囲い気きとしてはいつも通りのノンビリとしたものですが、物語全体としてはお話が少しだけ動く巻かもしれません。

　少しずつお嬢じよう様さまらしくなってきた地味っこを生なま暖あたたかく見守っていただければ、これ以上嬉うれしいことはありません。

　次巻は何とか秋のうちにはお届けしたいと思っておりますので、どうぞよろしくお願いいたします～。







　以下はお世話になった方々に感かん謝しやの言こと葉ばを。

　編へん集しゆうの和わ田ださま三み木きさま。今回もかなりの遅おくれですみませんでした。じ、次回こそは……！（毎回言っているような気もしますが……）。

　イラストの西にし又また葵あおいさま。お忙いそがしい中いつも原げん稿こうが遅れてすみません……。仕事の合間に編集さんから見せていただけるイラストだけが楽しみです。これからもよろしくお願いいたします。

　そして今回はネタがつき始めたとあるキャラの悪わる口ぐち口く調ちようについてある方に協力いただきました。ありがとうございます！




　そして最後になりますが、この本を手に取ってくださった全ての方々に感謝の言葉を。




　それではまたお会いできることを願って──





二〇一一年二月末日　五十嵐雄策　
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五十嵐いがらし雄ゆう策さく

五十嵐雄策の育成日記③。10月３日生まれのＯ型。第４回電撃ｈｐ短編小説賞最優秀賞を受賞し、『乃木坂春香の秘密』で文庫デビュー。百人一首の時の服装は制服なのか袴なのか……という相談の時に、「好きだから！」という理由で制服にこだわり続け、今作に至る！
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イラスト／西にし又また 葵あおい

西又葵の育成日記③。東京都出身のＡ型。『SHUFFLE!』や２０１１年の４月からアニメ放送が始まる『俺たちに翼はない』（Navel）など、多数のキャラデザを担当する人気イラストレーターながらも、今シリーズで文庫の挿絵をデビュー！
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小こ春はる原ばら日ひ和よりの育いく成せい日につ記き③








五十嵐いがらし雄ゆう策さく
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